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ॅ༑ϕークライトグループɺ事ۀ戦略サステナビリティ経営
ʹ関すΔ情報をҰ体ののとͯ͠ ͓͑すΔπールとͯ͠ ɺʮ౷߹
報ࠂॻʯを発͓ͯ͠ߦりɺՁ創中期的ͳ経営ඪɺ֤ 事ۀ
セグメントのۀ戦略ɺサステナビリティʹ関すΔ方針取り
組みɺσータͳͲを౷߹的ʹ報ͯ͠ࠂ ͍·すɻ

রͨ͠Ψイυラインࢀ ˔
フϨーϜࠂ౷߹報ࡍࠃධٞ会ʢ**3Cʣのʮࠂ౷߹報ࡍࠃ・

ϫークʯをࢀরͯ͠ ͍·すɻ
ʹ会計基४ʢ*'3Sʣࡍࠃ・ ४ͯ͠ڌ ͯ͠࡞ ͍·すɻ

見௨͠ʹؔするҙ事߲
ຊ報ࠂॻʹɺաڈ·ͨࡏݱの事࣮͚ͩͰͳ͘ɺॅ ༑ϕークラ
イトグループのকདྷʹ対すΔ༧ଌ・༧・計画ͳͲ͍ͯ͠ࡌه
·すɻ͜ ΕΒ࣌ݱͰೖखՄ能ͳ情報ʹ基ͮ͘Ծఆ・அͰ͋
りɺকདྷの事ۀ環境のม化ͳͲɺ͞ ·͟·ͳཁҼのӨڹをड͚Δ
Մ能性͕͋り·すɻ
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ଇとͯ͠ݪ 2023ʢ20234݄ʙ20243݄ʣͰすɻ対期ؒ
͕ҟͳΔ߹ɺݸผʹ͍ͯ͠ࡌه·すɻকདྷʹ͍ͭͯの計画ɺ戦
略͓Αͼۀʹ関すΔݟ௨ؚ͕͠·Ε͍ͯ·すɻ

˔ 発ߦ
20249 ʢ݄લճ20239݄ɺ࣍ճ༧ఆ20259݄ʣ

˔ 対組織
会社を対ࢠଇとͯ͠ॅ༑ϕークライト͓Αͼ会計上の連݁ݪ
ʹͯ͠ ͍·すɻ

ʢʣ͜ の報ࠂॻͰɺॅ ༑ϕークライト株式会社͓Αͼグループ
会社の๏人֨の໊শをল略ͯ͠ද͔ͨ͠هॴ͕͋り·すɻ·ͨɺ
報ࠂॻࡌܝのσータݪଇɺޒࣺ࢛ೖ͍ͯ͠·すɻͦ のͨ
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͓٬༷ͱのՁΛ௨ͯ͡ɺ
ʮະདྷʹເΛఏ͢ڙΔձࣾʯ

ຊの社会にプラスチックがొ場して100年Ҏ上が経աし、社会や産業は大きく

変しました。しかし、プラスチックの可性を信͡、その事業を通して社会にߩ

たࢲ。がれていますܧもな͓住༑ϕークライトに受けࠓ、したいというਫ਼ਆはݙ

ちは、ٿ環境へのྀはもちΖΜ、モノͮくりへのくなき୳ڀによって、プラ

スチックに革新的な価値を与しଓけます。そして、プラスチックの力でٿ環

境や人ʑに๛かな未来を提供しながら、͓ 客さまやパートナーとともにखを携え

て、࣋ଓ可な社会の実現を目指します。

このجຊํは、上هの住༑の事業ਫ਼ਆにԊったものであり、そのҙຯするとこΖは、Ҏ下の通りです。
1� 住༑にͤدられる社会からの高い信頼にԠえるように社内֎の信用を大切にする
2� 事業活動に͓いては目先の利益にとらΘれることなく֬実な経営を行う
3� 信用を大切にし֬実をࢫとする事業活動を通͡て、住༑ϕークライトグループの場合は革新的で的なプラスチッ

クのڀݚ、開発、製、ൢ 売という事業を通͡て、よりྑい社会・๛かな生活の向上にݙߩする

͓٬༷ͱのՁΛ௨ͯ͡ɺ
ʮະདྷʹເΛఏ͢ڙΔձࣾʯ

զ͕ࣾɺ৴༻ΛॏΜ࣮֬͡Λࢫͱ͠ɺ
事業Λ௨ͯࣾ͡ձのਐӡٴͼຽੜの͢ݙߩʹ্Δ͜ͱΛ͢ظΔɻ�

ॅ༑ϕーΫϥΠトάϧーϓのجຊํʢܦӦཧ೦ʣ

ύーύε

Ϗδϣϯ

ϓϥενοΫのՄੑΛ͛Δ͜ͱͰɺ
Δ͢ݱଓՄͳࣾձΛ࣮࣋

จघӃࢫҙॻ

ʲॅ༑の事業ਫ਼ਆʳ

˙ ॅ༑ϕʔΫϥΠτάϧʔϓのʮͪͨࢲのߦಈࢦʯ
1� ͓、しݙߩଓ可な社会の実現に࣋、たちはࢲ 客༷がຬ足する製品・サービスを提供します。

2� ެ、業ྙ理にଇってاたちは、๏ྩ͓よͼࢲ ਖ਼で透明な事業活動を行います。

3� ̓、たちはࢲ શな৬場環境の実現、݈ 。進に取り組みます૿࣋のอ߁

4� 。的に進めますۃ環境อશへの取り組みを積ٿたちは、ࢲ

5� 。をଚ重しますݖたちは、社グループの事業に関Θるશての人ʑの人ࢲ

Ӧཧ೦ʣɾύーύεɾϏδϣϯܦຊํʢج

　住༑ϕークライトグループは、400年前から住༑家の事

業に受けܧがれてきた「住༑の事業ਫ਼ਆ」を事業経営のࢧえ

としています。この事業ਫ਼ਆのݯ流となったのが、住༑家ॳ

・住༑༑がॻいた「จघӃࢫҙॻ」です。400年前、

༑（จघӃ）が家人にѼてた売上の৺得をઆいたॻ状で、

಄にはࠜຊਫ਼ਆとして「売はいうまでもなく、すてのこ

とについて৺を込めてྭみなさい」とઆかれています。

　人ؒの力や実さをٻめ、人格形成を促す「ࢫҙॻ」は、

でも住༑グループ共༗の理೦でありଓけて͓り、住༑ࠓ

ϕークライトグループのجຊํの原点にもなっています。 

もΜ ͡ΎいΜ し い がき

౻ ݪ Ұ 

ද取క社
社ࣥ行һ

トοϓϝοηーδ

རӹج४のసͱϙʔτϑΥϦΦվֵͰɺ
৽ͨͳՁʹҰา౿Έग़͢

ʮ2030年͋り͍ͨ࢟ʯ͔ ΒόοΫΩϟετͰ
தظඪΛઃఆ

　新中期経営計画 はࡒと非ࡒの྆໘で組৫一ؙとなって取
り組む目標を2030年からバックキϟストで設定しました。社グ
ループ は、࣋ଓ的な成をげるために、ࡒج൫の一の強化
とऩ益性向上に向けて「利益ج४にస」する体制を構築します。
つまり、これは事業規をうよりもニッチなࢢ場でՃ価値の
高い製品を開発し、しっかりと利益を֬อすることです。新中期経
営計画では、これを社内֎にࣔしたいとߟえました。たとえ、
100トンのプラスチックを生産して、素੫をったら利益がग़
ないということでは、CO⒪をഉग़しているだけになります。こうした
ビジネスにؕらないように、খ規でも利益をҙࣝしたマネジメ
ントをࢤしていきます。Ճ価値の高い製品܈へリソースをू中
し、「2030年ありたい࢟」の実現に向けて、Ϳれずに取り組Μでい
きます。
　また、非ࡒ目標ではサステナビリティの؍点でক来のࡒに
影響をٴ΅す「経営の重要՝」を新たにܝげました。社会や
社グループのありํはࠁʑと変化しています。これまでの経営の
重要՝（マテリアリティ）は2015年に設定したものでしたので、
新中期経営計画を機にվめて経営の重要՝を見すことはඞવ
でした。ここにࢸるまでにサステナビリティ推進ҕһ会をは͡め、
社֎取క、各部の関係ऀとଟくのٞを重ねました。その上
で、「環境・社会価値の」と「価値のアクセル」、「事業をܧ
ଓするج൫」にදされる12の経営の重要՝を定めています。
ྑ、目標の྆ํをҙࣝしながらࡒ目標と非ࡒ　 ࣭な製品と
サービスを通͡て、サステナブルな社会の実現にݙߩすることが

「未来にເを提供する会社」へのۙಓだと信͡ています。

��������������������������������������
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͓٬༷ͱのՁΛ௨ͯ͡ɺ
ʮະདྷʹເΛఏ͢ڙΔձࣾʯ

զ͕ࣾɺ৴༻ΛॏΜ࣮֬͡Λࢫͱ͠ɺ
事業Λ௨ͯࣾ͡ձのਐӡٴͼຽੜの͢ݙߩʹ্Δ͜ͱΛ͢ظΔɻ�

ॅ༑ϕーΫϥΠトάϧーϓのجຊํʢܦӦཧ೦ʣ

ύーύε

Ϗδϣϯ

ϓϥενοΫのՄੑΛ͛Δ͜ͱͰɺ
Δ͢ݱଓՄͳࣾձΛ࣮࣋

จघӃࢫҙॻ

ʲॅ༑の事業ਫ਼ਆʳ

˙ ॅ༑ϕʔΫϥΠτάϧʔϓのʮͪͨࢲのߦಈࢦʯ
1� ͓、しݙߩଓ可な社会の実現に࣋、たちはࢲ 客༷がຬ足する製品・サービスを提供します。

2� ެ、業ྙ理にଇってاたちは、๏ྩ͓よͼࢲ ਖ਼で透明な事業活動を行います。

3� ̓、たちはࢲ શな৬場環境の実現、݈ 。進に取り組みます૿࣋のอ߁

4� 。的に進めますۃ環境อશへの取り組みを積ٿたちは、ࢲ

5� 。をଚ重しますݖたちは、社グループの事業に関Θるશての人ʑの人ࢲ

Ӧཧ೦ʣɾύーύεɾϏδϣϯܦຊํʢج

　住༑ϕークライトグループは、400年前から住༑家の事

業に受けܧがれてきた「住༑の事業ਫ਼ਆ」を事業経営のࢧえ

としています。この事業ਫ਼ਆのݯ流となったのが、住༑家ॳ

・住༑༑がॻいた「จघӃࢫҙॻ」です。400年前、

༑（จघӃ）が家人にѼてた売上の৺得をઆいたॻ状で、

಄にはࠜຊਫ਼ਆとして「売はいうまでもなく、すてのこ

とについて৺を込めてྭみなさい」とઆかれています。

　人ؒの力や実さをٻめ、人格形成を促す「ࢫҙॻ」は、

でも住༑グループ共༗の理೦でありଓけて͓り、住༑ࠓ

ϕークライトグループのجຊํの原点にもなっています。 

もΜ ͡ΎいΜ し い がき

��������������������������������������
�	��������

౻ ݪ Ұ 

ද取క社
社ࣥ行һ

トοϓϝοηーδ

རӹج४のసͱϙʔτϑΥϦΦվֵͰɺ
৽ͨͳՁʹҰา౿Έग़͢

ʮ2030年͋り͍ͨ࢟ʯ͔ ΒόοΫΩϟετͰ
தظඪΛઃఆ

　新中期経営計画 はࡒと非ࡒの྆໘で組৫一ؙとなって取
り組む目標を2030年からバックキϟストで設定しました。社グ
ループ は、࣋ଓ的な成をげるために、ࡒج൫の一の強化
とऩ益性向上に向けて「利益ج४にస」する体制を構築します。
つまり、これは事業規をうよりもニッチなࢢ場でՃ価値の
高い製品を開発し、しっかりと利益を֬อすることです。新中期経
営計画では、これを社内֎にࣔしたいとߟえました。たとえ、
100トンのプラスチックを生産して、素੫をったら利益がग़
ないということでは、CO⒪をഉग़しているだけになります。こうした
ビジネスにؕらないように、খ規でも利益をҙࣝしたマネジメ
ントをࢤしていきます。Ճ価値の高い製品܈へリソースをू中
し、「2030年ありたい࢟」の実現に向けて、Ϳれずに取り組Μでい
きます。
　また、非ࡒ目標ではサステナビリティの؍点でক来のࡒに
影響をٴ΅す「経営の重要՝」を新たにܝげました。社会や
社グループのありํはࠁʑと変化しています。これまでの経営の
重要՝（マテリアリティ）は2015年に設定したものでしたので、
新中期経営計画を機にվめて経営の重要՝を見すことはඞવ
でした。ここにࢸるまでにサステナビリティ推進ҕһ会をは͡め、
社֎取క、各部の関係ऀとଟくのٞを重ねました。その上
で、「環境・社会価値の」と「価値のアクセル」、「事業をܧ
ଓするج൫」にදされる12の経営の重要՝を定めています。
ྑ、目標の྆ํをҙࣝしながらࡒ目標と非ࡒ　 ࣭な製品と
サービスを通͡て、サステナブルな社会の実現にݙߩすることが

「未来にເを提供する会社」へのۙಓだと信͡ています。
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2020年度
実績

˓ 半導体گࢢ需要૿にਝରԠし、シェア拡大

˓ モビリティઓུ3製品の拡ൢを計画ど͓り実行

˓ 中国ʗに新ラインを૿設（2024年Քಇ）

˓ ҩༀ品แ装フィルϜのシェア拡大

˓ ҩྍ機器のグローバルビジネス拡大

˓ ҩྍ機器ϕンチϟーファンドにग़අ

º コロナՒҎ߱の事業環境変化に従できず、
 　ରԠにれ

˓ 放熱材料事業の立ち上げ

˓ 航空機事業の黒字化達成

高
機
能

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ク
オ
リ
テ
ィ
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ブ

ラ
イ
フ
関
連
製
品

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
実績

ৼりฦり

トοϓϝοηーδ

2023年度ɺաߴ࠷ڈのച্ऩӹɺ
事業རӹɺظརӹΛୡ

�2のܦӦのॏཁ՝ΛఆΊɺ
環境ͱࣾձの໋ΛՌͨ͢

事業環境ʹख応͑ɹ͍͠ݫ
ʙલதܦظӦܭըの振り返りʙ
　前中期経営計画はコロナՒの2021年度からスタートし、ֶ
のリスクなど先の見通ͤない事業環境がଓきました。そのような中
でも、ॳ年度である2021年度に、コロナՒの͝もり需要の影響も
あり、ॳ計画した2023年度目標の売上ऩ益2500ԯԁ、事業利益
250ԯԁを達成したため、2023年度目標を売上ऩ益3000ԯԁ、事
業利益300ԯԁと上ํमਖ਼しました。2023年度はインフϨやԁ҆が
進行した影響が大きく、特に欧州や北米のインフϨは人件අの上ঢ
をটくとともに、コロナՒからの自動車やݐ築関係の需要回復をಷ
らͤる要Ҽとなりました。一ํ、ԁ҆は社グループがւ֎でՔい
だ利益の上積みにつながりましたが、国内のエネルΪーコストは上
ঢしました。この΄か、2021年度からଓいていた原料අの高騰がや
や落ち着いたことは、利益の૿Ճ要Ҽとなりました。
　各事業セグメントに目を向けると、半導体関連材料は民生の
回復がれるも、モビリティઓུ3製品が調を࣋ଓし、中国で
はスマートフォンなどの内需が回復しました。高機プラスチック
は、定よりもۤઓを強いられました。民生の在庫調整の影響を
受けୈ2࢛半期が落ち込みましたが、そのޙ、在庫調整が一巡し
需要が回復しました。また、航空機内装部品の事業はコロナՒか
らの航空機需要の回復により黒字化を達成しています。クオリ
ティオブライフ関連製品では、フィルϜ・シートのҩༀ品แ装が
調に推Ҡしました。産業機性材料では、サングラスやϔッドݎ
アップσィスプϨイ用途の光ֶ製品、インバーターなどに用す
るઈԑフィルϜやシートਫではソーラーパネルの需要૿Ճに
うソーラーアンカーのൢ売૿など高Ճ価値品のൢ売が૿Ճ
しました。ϔルスケア関連では݂液バッグや݂࠾キットの༌ग़ൢ
売が調に推Ҡしޙࠓに期が࣋てます。

　さまざまな֎部要Ҽはあったものの、モビリティ材料の拡ൢ、

航空機需要がঃʑに回復し黒字化を達成、ϔルスケアではS#カ
ワスミの発足によりҩྍ機器事業が拡大するなど、શ体として
見れ調で、前中期経営計画の最ऴ年度となる2023年度は
աڈ最高の売上ऩ益、事業利益、期利益でऴえることができ
ました。上ํमਖ਼した事業利益目標の300ԯԁにはಧきまͤΜ
でしたが、2�5ԯԁはաڈ最高益です。従業һをは͡め関係各
Ґが「ԣ۲」のマーケティング活動で、͓ 客さまに一ؙとなって
ରԠできた݁果と受けࢭめています。人件අに関しては、2022
年度に引きଓき2023年度もϕアを行い、「少しでも従業һにؐ
期はよりऩࠓ。していますࢪいで上げを実ࢥしたい」というݩ
益力を高め、従業һをؚむさまざまなステークϗルμーのօさ
まにରして、事業を通͡て獲得した利益をؐݩすることが、社
としての命であるとߟえています。

　新中期経営計画では、2030年のビジϣン、h͓客༷との価値
を通͡て「未来にເを提供する会社」ɦを見ਾえた経営を進め
ていきます。それを実現するく、新たにܝげたものが12の経営
の重要՝です。
　最ॳにܝげているのが「環境・社会価値の」です。環境価値
の点では、Թࣨ効果ガス（()(）ഉग़量の減がܧଓして՝と
ೝࣝしています。前中期経営計画期ؒ中には、国内各工場・事業
ॴはすて࠶生可エネルΪー由来の電力に変えたことやソー
ラーパネルを導入したことなどにより、ॳの計画より大෯に前
しでCO⒪減目標（2013年度比46%減）を達成しました。新
中期経営計画では、パリ協定の1�5ˆ目標にͮجいて、2030年度

環境・社会価値の

顧客との共

҆શӴ生

製品

コンプライアンス

サイバーセキュリティ

人ݖଚ重

サステナブル調達

コーポϨート・ガバナンス

人的ࢿຊ
（人材の活༂）経営

イノϕーシϣン

%9

価値のΞΫηϧ

事業をܧଓ͢Δج൫

�2のܦӦのॏཁ՝ ʮχονˍτοϓγΣΞʯͰࢢ։ൃΛ
ਐΊɺকདྷのาΛݻΊΔ

トοϓϝοηーδ

には、2021年度比で4�%Ҏ上減とさらに高い目標に切り替え
てܧଓして取り組Μでいきます。
　社会価値の点では、S%(sݙߩ製品の拡大を経営の重要՝
にڍげています。社グループでは、ج൫技術や事業領域から特
にݙߩできるS%(s目標を「6ʴ1」として定めて͓り、ੴ༉ではな
く非可食の植物からつくりग़すリグニン変性フェノール樹脂、ױ
ऀやҩࢣのෛ୲を軽減するステントなどの低৵ऻҩྍ機器
などଟくのݙߩ製品を生みग़しています。前中期経営計画期ؒ中
には、S%(sݙߩ製品の売上ऩ益比率の目標を前して達成して
͓り、ޙࠓは2030年度に売上ऩ益比率�0%Ҏ上の目標に向かっ
て積ۃ的に取り組Μでいきます。新製品や新用途をల開するには、
関係ऀがどのような社会価値を提供できるかをよくೝࣝして取り
組むことが大切です。͓ 客さまに製品をങっていただけるのは、なΜ

らかの価値があるから。従業һには「օさΜのやっている事の
中に価値を見いだして、前向きに取り組もう」とʑえています。 
　「価値のアクセル」では、顧客との共、イノϕーシϣン、
人的ࢿຊ（人材の活༂）経営、%9を重要՝として設定しました。
生産性を上げるためには、やはり%9の推進がඞਢです。AI、
Io5、ロボティクスを活用したモノͮくりや、マテリアルζ・イン
フォマティクス（.I）を用いたڀݚ開発の促進、3PAなどのπー
ルを用いた業変革などの取り組みを引きଓき進めます。「事業
をܧଓするج൫」では、̓ શӴ生、サイバーセキュリティ、製品
、人ݖଚ重、コンプライアンス、サステナブル調達、コーポϨー
ト・ガバナンスを重ࢹしていきます。ࠓではたり前のように
感͡る要素ですが、これらの目標をવのように達成できるこ
とがԿより大切です。 

　中期ํで大切にしたい要素は、従来͓えしている「ニッチ
ˍトップシェア」です。その上で価値につながるポートフォ
リオվ革にもઓします。しかし、これは一足ඈͼにうもので
はないため、新中期経営計画の期ؒ中にポートフォリオվ革に
ඞ要なج൫をしっかりとつくり、次の3年ؒで目に見える形で変
革を進めていくߟえです。そして、このํを力強く前進さͤる
く定めたものが、Ҏ下の3つの中期ઓུです。

場と事業の適合性を౿まえて、IC5、モビリࢢ拡大するޙࠓ　
ティ、ϔルスケアを重点領域としてリソースをू中します。一ํで、
どのセグメントにもऩ益性の低い製品があります。これらの製品
の価値を見し、ܧଓஅもؚめてどのようにऩ益力を高めて
いくのかݕ౼します。特に高機プラスチックは、次の中期経営
計画で利益率10ˋを達成できるよう、生産性を高めるࢿを重
点的に行うなどテコ入れを図ります。また、3OICの指標をカス
タマイζした社内指標のS#-3OICをこれまでҎ上に活用し、ࢿຊ

効率性も重ࢹします。

　ここは利益率を上げ、成につながる大きなポイントです。利
益を上げるにはطଘ製品にରする合理化や拡ൢにՃえて、新
品や新ソリューシϣンを生みग़していくことがඞ要です。中でも
環境・社会価値が高く、社グループにとっても価値あるものにリ
ソースを入したいです。ҙཉ的な従業һのもと期ؒݶ定のプ
ロジェクトチーϜを立ち上げ、そのઓをશ社でࢧԉしていく取
り組みも進めます。放熱材料や光回࿏材料などは、プロジェクト
でのݕ౼をऴえ、事業開発部に格上げし、現在もՃ価値の高
い新製品を鋭ҙ開発中です。環境・社会の՝をղܾするソ
リューシϣンを期ؒでग़する活動をՃします。

　従業һには人ؒ力向上の大切さを5年ؒ܁りฦしえてきまし
たので、े にਁ透したと感͡ています。これからは一体感を高
めてશ社力向上を目指します。社グループに͓ける組৫の一体
感をৢ成しているのは、「ԣ۲」の活動です。組৫ԣஅ型で人的ަ
流の活性化を促す「One Sumibe活動」をさらに推進して、͓ 客
さまへ新しい価値提供をしていきます。「One Sumibe活動」は、

ᶃ製品ߏΛ࠷ద化͠ɺطଘ事業のऩӹྗΛ強化

ᶄ4%(Tʹଇͨ͠環境ɾࣾ ձՁΛ༗͢Δ৽品ʗ
���৽ιϦϡʔγϣϯΛ

ᶅݸਓのࣗੑͱ৫のҰମײΛߴΊɺશࣾྗΛ࠷େ化
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には、2021年度比で4�%Ҏ上減とさらに高い目標に切り替え
てܧଓして取り組Μでいきます。
　社会価値の点では、S%(sݙߩ製品の拡大を経営の重要՝
にڍげています。社グループでは、ج൫技術や事業領域から特
にݙߩできるS%(s目標を「6ʴ1」として定めて͓り、ੴ༉ではな
く非可食の植物からつくりग़すリグニン変性フェノール樹脂、ױ
ऀやҩࢣのෛ୲を軽減するステントなどの低৵ऻҩྍ機器
などଟくのݙߩ製品を生みग़しています。前中期経営計画期ؒ中
には、S%(sݙߩ製品の売上ऩ益比率の目標を前して達成して
͓り、ޙࠓは2030年度に売上ऩ益比率�0%Ҏ上の目標に向かっ
て積ۃ的に取り組Μでいきます。新製品や新用途をల開するには、
関係ऀがどのような社会価値を提供できるかをよくೝࣝして取り
組むことが大切です。͓ 客さまに製品をങっていただけるのは、なΜ

らかの価値があるから。従業һには「օさΜのやっている事の
中に価値を見いだして、前向きに取り組もう」とʑえています。 
　「価値のアクセル」では、顧客との共、イノϕーシϣン、
人的ࢿຊ（人材の活༂）経営、%9を重要՝として設定しました。
生産性を上げるためには、やはり%9の推進がඞਢです。AI、
Io5、ロボティクスを活用したモノͮくりや、マテリアルζ・イン
フォマティクス（.I）を用いたڀݚ開発の促進、3PAなどのπー
ルを用いた業変革などの取り組みを引きଓき進めます。「事業
をܧଓするج൫」では、̓ શӴ生、サイバーセキュリティ、製品
、人ݖଚ重、コンプライアンス、サステナブル調達、コーポϨー
ト・ガバナンスを重ࢹしていきます。ࠓではたり前のように
感͡る要素ですが、これらの目標をવのように達成できるこ
とがԿより大切です。 

　中期ํで大切にしたい要素は、従来͓えしている「ニッチ
ˍトップシェア」です。その上で価値につながるポートフォ
リオվ革にもઓします。しかし、これは一足ඈͼにうもので
はないため、新中期経営計画の期ؒ中にポートフォリオվ革に
ඞ要なج൫をしっかりとつくり、次の3年ؒで目に見える形で変
革を進めていくߟえです。そして、このํを力強く前進さͤる
く定めたものが、Ҏ下の3つの中期ઓུです。

場と事業の適合性を౿まえて、IC5、モビリࢢ拡大するޙࠓ　
ティ、ϔルスケアを重点領域としてリソースをू中します。一ํで、
どのセグメントにもऩ益性の低い製品があります。これらの製品
の価値を見し、ܧଓஅもؚめてどのようにऩ益力を高めて
いくのかݕ౼します。特に高機プラスチックは、次の中期経営
計画で利益率10ˋを達成できるよう、生産性を高めるࢿを重
点的に行うなどテコ入れを図ります。また、3OICの指標をカス
タマイζした社内指標のS#-3OICをこれまでҎ上に活用し、ࢿຊ

効率性も重ࢹします。

　ここは利益率を上げ、成につながる大きなポイントです。利
益を上げるにはطଘ製品にରする合理化や拡ൢにՃえて、新
品や新ソリューシϣンを生みग़していくことがඞ要です。中でも
環境・社会価値が高く、社グループにとっても価値あるものにリ
ソースを入したいです。ҙཉ的な従業һのもと期ؒݶ定のプ
ロジェクトチーϜを立ち上げ、そのઓをશ社でࢧԉしていく取
り組みも進めます。放熱材料や光回࿏材料などは、プロジェクト
でのݕ౼をऴえ、事業開発部に格上げし、現在もՃ価値の高
い新製品を鋭ҙ開発中です。環境・社会の՝をղܾするソ
リューシϣンを期ؒでग़する活動をՃします。

　従業һには人ؒ力向上の大切さを5年ؒ܁りฦしえてきまし
たので、े にਁ透したと感͡ています。これからは一体感を高
めてશ社力向上を目指します。社グループに͓ける組৫の一体
感をৢ成しているのは、「ԣ۲」の活動です。組৫ԣஅ型で人的ަ
流の活性化を促す「One Sumibe活動」をさらに推進して、͓ 客
さまへ新しい価値提供をしていきます。「One Sumibe活動」は、

ᶃ製品ߏΛ࠷ద化͠ɺطଘ事業のऩӹྗΛ強化

ᶄ4%(Tʹଇͨ͠環境ɾࣾ ձՁΛ༗͢Δ৽品ʗ
���৽ιϦϡʔγϣϯΛ

ᶅݸਓのࣗੑͱ৫のҰମײΛߴΊɺશࣾྗΛ࠷େ化
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৽தܦظӦܭըのॏϙΠϯτ

lχονˍτοϓγΣΞzΛ͠ࢦɺ
Ձʹͭͳ͕ΔϙʔτϑΥϦΦվֵʹ戦͢Δ�

製品ߏを࠷適化͠ɺ
既存事業の収益化を強化

SDGsʹଇͨ͠環ڥɾ
社会価値を༗͢Δ৽品�
৽ιリϡーγϣϯをग़

ਓのࣗੑと৫のݸ
Ұମײを高Ίɺશ社力を

େ化࠷

ʲதํظʳ

中期ઓུᶃ 中期ઓུᶄ 中期ઓུᶅ

戦͔Β৽製品ΛੜΈग़͠ɺ
ϙʔτϑΥϦΦのมֵ

͞Βͳるを͛རӹをؐݩɹ
ʙεςʔΫϗϧμʔͷօ͞·ʙ

トοϓϝοηーδ

事業セグメントの֞ࠜをӽえて、͓ 客さまにソリューシϣンを提
供していくための活動です。ຖ年いくつかの重要顧客をܾめて、
ू中的に取り組Μでいます。大ا業になる΄ど、すでに取引のあ
るҎ֎にも、Ӆれたニーζがあるものです。そこに、各事業ラ
インがஂ݁してチーϜをつくり自的に活動することで、͓ 客さ
まニーζのѲと新しい価値提供につながっていきます。

　ଟの目標がある中期ઓུですが、࣋ଓ的な成には、
「ポートフォリオの変革」がܽかͤまͤΜ。「新製品・新用途・新
顧客」の3つがそΖΘなけれا業は成していきまͤΜ。新中
期経営計画期ؒは、製品ポートフォリオվ革に向けて、高Ճ
価値製品へとを切る3年ؒです。ۃめて重要なのは、新製品と
それにࢿするڀݚ開発の促進です。

新製品は、Կよりもまず「ઓऀをࢌえる෩」のৢ成が؊要
だとߟえます。ࢲたちはプラスチックの材料技術に強みを࣋つ会
社ですが、画期的な新製品をܧଓして生みग़すことは؆୯では
ありまͤΜ。イノϕーシϣンのग़にはたΏま͵ઓができる環

境と人材ҭ成がඞ要です。さまざまなࡦࢪを͡ߨて、ボトϜアッ
プでଟくのアイσアがग़される環境ͮくりを進めます。そこに
ࣦഊをڪれないリーμーがかかΘることで、ੈ の中にڻきと感
動を与えるような新製品が生みग़されることを期しています。
　また、ۙ 年はا業୯ಠでの新製品開発がしくなっているた
め、社֎との協業関係も強化しています。特に半導体やҩྍ機器
といったでは、国内֎をΘず大ֶ、ڀݚॴなどのアカσミ
アや材料メーカー、装ஔメーカーのようなパートナーとともにス
ϐード感を࣋った開発体制を構築しています。社グループは、
͓客さまに͓ӽしいただき一ॹにプロセスݕ౼を行えるオープ
ンラボを、ຊをは͡めアジア域と欧米の拠点に構えて͓り、
現場での共が新しい製品ͮくりへのՍけڮにもなっています。
　社グループはج൫技術を強みとして͓り、ࢲ自もڀݚാの
ग़ですので、新製品開発を重要ࢹしています。いかに成性が
あり、かつ環境ରԠできるか、期的なࢹ点でڀݚテーマを୳ࡧ
し、ࠜ 気強くڀݚ開発に取り組Μでまいります。

前中期経営計画期ؒは、͓ かげさまでג価も上ঢしました。こ
れまで取り組Μできたサステナビリティの取り組みや事業活動
がステークϗルμーのօさまから͝ධ価いただいた݁果である
と感͡ています。新中期経営計画は、社グループの取り組みを
ステークϗルμーのօさまに、これまでҎ上に͝理ղいただく
ことを೦಄に、社内の関係ऀとのٞにՃえて、社֎取కや
༗ࣝऀ、גओ、ࢿ家といった社֎のօさまのにもࣖをけ
ながら、目標とํ・ઓུをܾめました。着実に事業活動を進め
ることで、ଟくのステークϗルμーのօさまから信頼され、݁ 果
として、ا業価値の向上にもつながるとߟえています。
　前中期経営計画期ؒ中は大きな.�AがありまͤΜでした。
会社を一成さͤようとすれ、社内事業のҭ成と同༷に
.�Aもඞ要です。新中期経営計画では、ઓུ的ࢿとして
500ԯԁを計画して͓り、ا業価値の拡大をૂいます。
目標としては、2030年度の目標を事業利益率13ˋ、3OEࡒ　
を10ˋと定めています。従業һのօさΜとは、経営の重要՝に
げた߲目に取り組むことで、ಇきがいのあるເのある会社を目指ڍ
します。どΜどΜ新しいアイσアを提案し、ઓできる会社を一ॹ
につくっていきましΐう。顧客や取引先のօさまとは、社グルー
プとよりਂくコミュニケーシϣンを取りながら、アンメットなニー
ζや՝を見つけग़し、ともにղܾを図ってまいりたいとࢥいま
す。最ޙに、גओ、ࢿ家のօさまには֬実に業績目標を達成し、
をすることで期にԠえていきます。ऩ益性を高め、すݩओؐג
てのステークϗルμーにؐݩしていきたいとߟえています。
　プラスチックの可性をげることで、࣋ଓ可な社会の実現
にݙߩする住༑ϕークライトグループに、どうͧ͝期ください。
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ΫΦϦςΟ
ΦϒϥΠϑ
ؔ࿈製品

ػߴ
ϓϥενοΫ

ಋମ
ؔ࿈ࡐྉ

1��1
ҩྍ機器発売

1�62
硬࣭Ԙ化ビニル樹脂
フィルϜ・シート
「スミライト� VSS」発売

1��0
自動車用フェノール
樹脂成形材料の࠾用拡大

1��0
自動車用フェノール

1�11
共ࡾ会社（現 ୈ一ࢿ共合ࡾ
会社）で、フェノールࣜג
樹脂の࡞ࢼ製開࢝

2020
植物由来のフェノール
樹脂（リグニン変性
フェノール樹脂）開発

1�0�年、ϕークランドത࢜が
　　　　「フェノール樹脂」を開発。
1�11年、ຊでフェノール樹脂の
 製がスタート。
1�55年、住༑ϕークライトが発足。

1�0�-1�55
硬࣭Ԙ化ビニル樹脂フィルϜ・シート
「スミライト�VSS」、෧ࢭ用エポキシ
樹脂成形材料「スミコン�E.E」など、
さまざまなの製品の生産・ൢ売を開࢝。

1�56-1��1
シンガポールでの会社設立をは͡め、
アジア、北米、欧州などੈք各国へ事業ల開。
国内֎でのا業ങऩにより、
事業規の拡大、新領域へのࢀ入をՃ。

1��2-2023
環境・社会՝をղܾする新たな価値をし、
機性化ֶで「ニッチˍトップシェア」を
目指す。

ະདྷʹເΛఏ͢ڙΔձࣾ

2024ʙ

価値のྺ࢙ P3O%6C5 )IS5O3:

会社のྺ࢙ CO3PO3A5E )IS5O3:

プラスチック製のパイオニアとして事業をスタートしてҎ来、࣌とともに変化する
社会՝のղܾに取り組み、新たな価値をしଓけてきました。これからも、プラス
チックの活༂のフィールドと可性をさらにげ、進化のྺ࢙をาΜでいきます。

2010
モーター࣓ੴݻ定用
෧ࢭ材の発売

1�6�
半導体෧ࢭ用エポキシ樹脂
成形材料「スミコン� E.E」
開発 

電ࢠ部品の大量低コスト
生 産 が 可  な ト ラ ン ス
ファー成形による成形材
料を開発。のちに半導体
のখ型化や高機化にߩ
し、ੈքシェアݙ /o�1の
製品となっています。

ຊでॳめてフェノール
樹脂の製をスタート。
Ҏ来、現在にࢸるまでଟ
くの機を༗したプラス
チック素材が開発されて
います。

自動車の೩අ効率を高めるた
めに自動車部品に用される
ۚଐよりも軽く、高い強度や
期信頼性を࣋つフェノール
樹脂成形材料を開発。ࠓに
͓いても、新たな用途での࠾
用実績を૿やしています。

ۙにあるҩༀ品のแ装フィル
Ϝ。ҩༀ品をӴ生的かつ、࣋ち
ӡͼしやすくするために開発さ
れました。そのࠓ、ޙにࢸるま
でҩༀ品に合Θͤた機を与
し、ຊ国内で�0ˋ※にٴͿ
シェアを༗しています。

プラスチックの技術を生かした
ҩྍ機器の開発をスタート。ҩ
のをөしながら、よりࢣ
いやすく、ऀױのෛ୲軽減につ
ながるҩྍ機器の開発をଓけて
います。

環境ෛՙの高まりから、植
物由来のフェノール樹脂を
開発。環境ෛՙ低減につな
がる新たな素材の開発を進
めています。

半導体෧ࢭ材としてഓっ
てきた技術を活用し、電
動化が進むモビリティ
へ用途をల開、)Vや
EVのエネルΪー効率のվ
ળにݙߩしています。

ॅ༑ϕʔΫϥΠτのՁ࢙

※自社調
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ࣾձΛ͑ࢧΔॅ༑ϕʔΫϥΠτの製品
ݐ、のニーζに合Θͤて、半導体やエϨクトロニクス、自動車、ҩྍ࣌たちはࢲ
築のなどでଟくの製品を生みग़してきました。これまでもこれからも住༑
ϕークライトの製品は、未来の価値と社会՝のղܾにݙߩしଓけます。

*$5

半導体෧ࢭ材

放熱材料 カバーテープ Ϩジスト用
高熱樹脂

パッケージ
൘材料ج

感光性材料

ϞϏリςΟ

モーター࣓ੴ
材ࢭ定用෧ݻ

自動車用成形材料 航空機内装部品 మಓ車྆内装部材

ステーター用෧ࢭ材EC6※一ׅ෧ࢭ材

ϔϧεέΞ

ҩༀ品用P5P※

แ装フィルϜ
バイオ関連製品

用ステント 大動຺用
ステントグラフト

݂液バッグ

ステアリング
マイクロカテーテル

৯品ؔ࿈

度อ࣋フィルϜ
Pʵプラス�

スキンパック 食品แ装用
フィルϜ

ஙɾॅݐ 

築用プϨート製品ݐ 業ハウス用ࢿ材 ଠཅ光発電向け
ਫ部材

※EC6� EleDtriD Control 6nit

※P5PɿPush 5hrouHh PaDLaHe

売上収益は2019年度から4期連続で
増収し、2023年度は過去最高を更新
しました。

ച্ऩӹ

2873
ԯԁ

世界で約8,000名の従業員が当社グ
ループの事業を通じて社会に価値を提
供しています。

グループै業員数

7953໊
2030年度の目標である46％を2023年度
には前倒しで達成しました。基準年を見直
した2030年目標を新たに策定しています。

ԹࣨޮՌガス	()(


ഉग़ྔݮ（2013ൺ）

2023年度の事業利益は過去最高を
更新しました。利益基準の事業運営を
行い、収益力を高めます。

事業རӹ

275
ԯԁ

2030年度SDGs貢献製品売上収益比
率70％以上を目指して、環境・社会価値
の創造に取り組みます。

SD(Tݙߩ製品
ച্ऩӹൺ

新たな環境的・社会的価値を創出する
ために、重点領域を定めて研究開発に
力を入れています。

։ൃඅのׂ合ڀݚ
（։ൃඅ�ച্ऩӹڀݚ）

世界で約40％※のシェアを有する住友ベー
クライトの半導体封止材。半導体の高性
能化に欠かせないパッケージ材料です。

ੈքࢢシΣア
ಋ体෧ࢭ材

1
1

日本だけでなくアジア、欧州、米国で
ビジネスを広く展開し、世界の顧客の
ニーズに応えています。

ւ֎ച্ൺ

ւ֎
ࠃ

ᮎした技術によってݚいඳく未来の社会まではಓなか。これからもࢥたちがࢲ
した価値を人と社会にؐݩしଓけます。

/0�

62� 61�9�47�0�

4�4�

$02

ͰݟΔॅ༑ϕʔΫϥΠτのࡏݱ

※自社調べ
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売上収益は2019年度から4期連続で
増収し、2023年度は過去最高を更新
しました。
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世界で約8,000名の従業員が当社グ
ループの事業を通じて社会に価値を提
供しています。

グループै業員数

7953໊
2030年度の目標である46％を2023年度
には前倒しで達成しました。基準年を見直
した2030年目標を新たに策定しています。
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ഉग़ྔݮ（2013ൺ）

2023年度の事業利益は過去最高を
更新しました。利益基準の事業運営を
行い、収益力を高めます。
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2030年度SDGs貢献製品売上収益比
率70％以上を目指して、環境・社会価値
の創造に取り組みます。
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新たな環境的・社会的価値を創出する
ために、重点領域を定めて研究開発に
力を入れています。

։ൃඅのׂ合ڀݚ
（։ൃඅ�ച্ऩӹڀݚ）

世界で約40％※のシェアを有する住友ベー
クライトの半導体封止材。半導体の高性
能化に欠かせないパッケージ材料です。

ੈքࢢシΣア
ಋ体෧ࢭ材

1
1

日本だけでなくアジア、欧州、米国で
ビジネスを広く展開し、世界の顧客の
ニーズに応えています。

ւ֎ച্ൺ

ւ֎
ࠃ

ᮎした技術によってݚいඳく未来の社会まではಓなか。これからもࢥたちがࢲ
した価値を人と社会にؐݩしଓけます。
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62� 61�9�47�0�
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ͰݟΔॅ༑ϕʔΫϥΠτのࡏݱ
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ಋମ
ؔ࿈ࡐྉ

高機能
ϓϥενοΫ

ΫオリςΟオϒϥΠフ
ؔ࿈製品

͓٬༷ͱのՁΛ௨ͯ͡ɺ
ʮະདྷʹເΛఏ͢ڙΔձࣾʯ

＜目標ࡒ＞
事業利益ɿ550ԯԁ　　事業利益率ɿ13%

＜非ࡒ目標＞
S%(sݙߩ製品比率ɿ�0%Ҏ上

()(ഉग़量減率ɿ4�%Ҏ上 	2021年度比)

Ξτϓοτ

2030Ϗδϣϯ

ύʔύε

lχονˍτοϓγΣΞz
Λ͠ࢦɺ

Ձʹͭͳ͕Δ
ϙʔτϑΥϦΦվֵʹ

戦͢Δ

ʲதܦظӦܭը2024�2�ʳ

＜目標ࡒ＞
事業利益ɿ400ԯԁ、
事業利益率ɿ11�5%

＜非ࡒ目標＞
・S%(sݙߩ製品比率ɿ65%
・()(ഉग़量減率ɿ41%

	2021年度比)

Ξτϓοτ

1�20

ੜՄ能ΤωϧΪー༝དྷの࠶
ి力の༻ྔൺ

�4.�ˋ

ࣗવࢿຊ

ࣾձŋؔࢿຊ

ਓతࢿຊ

ঁੑཧ৬ൺ

ຊࢿࡒ

製ࢿຊ

తࢿຊ

Πϯϓοτ

��.3ˋ

3.�ˋ

ຊൺࢿݾࣗ

άϩーόϧ製ڌ

ʢࠃɺւ֎ʣɿ3ڌ�

S#εΫーϧԆ࣌ ʢؒҭʣɿ

42ؒ࣌��1

オーϓϯϥϘ�͔ࠃͰӡӦ
$S�0OF SVNJCF׆ಈ

Ձϓϩηε
社グループのありたい࢟として、2030年のビジϣンを定めました。このビジϣンに向かっ
て、住༑ϕークライトグループの強みを生かして、経営の重要՝に取り組み、ઓུを定め
た中期経営計画を進めることにより、社グループのパーパスを実現します。

ϓϥενοΫのՄੑΛ͛Δ͜ͱͰɺ࣋ଓՄͳࣾձΛ࣮͢ݱΔ

ʲ社会への貢献ʳ

エϨクトロニクスの進าにより、
ศ利な生活

循環型のݯࢿ
ଓ可な生活࣋

লエネルΪーな
住みよい֗

自વと共ଘする
らし

モビリティの進లにより、
҆શ・̓ ৺・住みよい֗ͮくり

ϔルスケアの進化により、
̓・・߁݈ શの提供

ʲ環ڥへの貢献ʳ

ΞτΧϜ

ΠϊϕーγϣϯϚωδϝϯト
γεςϜߏங

Ӧのॏཁ՝ܦ

ॅ༑ϕʔΫϥΠτの強Έ

֎෦環ڥのෳࡶ化
ෆ࣮֬化

循環ɺݯࢿ変ಈɺީؾ
ΤωϧΪーɺগࢠ高ྸ化ɺ
αϓϥΠνΣーϯɺਓݖɺ
αΠόーηΩϡリςΟɺ
ֶɺ๏ ɾྩ੍ن

ࣾձ՝

൫ٕज़ج ਓࡐと৫άϩーόϧମ੍

環ڥɾ社会価値
の

価値の
 ΞΫηϧ

事業を
൫جଓ͢Δܧ

3ͭの事業ηάϝϯτ3ͭの事業ηάϝϯτ

ʮ2030年͋り͍ͨ࢟ʯʮ2030年͋り͍ͨ࢟ʯ

1�34ʙ 1�39ʙ 1�55ʙ

1�17

1�32

1�28

1�14 1�15 1�16

1�30

1�13

 　ಋମ関࿈ࡐ料　　 ߴ機ϓϥスνック　　 クΦリティΦブϥΠフ関࿈

˔総資࢈	શମʣ ������ඦສԁ
˔ઓུʹͮ͘جΩϟッγϡアϩέーγϣンʢ�������ʣ

ઃඋ投資 ���ԯԁ
投資 ���ԯԁ

ઓུత投資 ���ԯԁ

˔ઃඋ投資 �����ඦສԁ
ʢ　 ����ඦສԁɺ 　 ����ඦສԁɺ 　 ����ඦສԁɺ

ͦのଞ���ඦສԁʣ

グローバル製造ڌ数 ڌ38

。ஙしていますߏ基൫をࡒなݻڧ、続的な成のため࣋・

のݯࢿ営ܦ、営をਐめていくためܦ本ίストをҙࣝしたࢿ・
Ωϟッシϡをઃඋࢿ、成ࢿ、ઓུ的ࢿにします。

・製造ڌ点のグϩーόル化をਐめ、࢈ফのڧ化をਪਐ
します。アジア、欧州、米をத৺ͱした製造ڌ点のඋ
をਐめ、域にࠜࠩしたੜ࢈体੍をߏஙします。

化するため、スϚートϑΝクトϦーڧଘ事業の収益力をط・
化をਐめ、ੜ࢈性の上に取り組みます。

ঁੑ理৬ൺ　　　　　　　　　　 3�7�
S#スクールԆ࣌ （ؒҭ成） 42ؒ࣌516

・ଟ༷なਓ材がݸ性をੜかし、能力を発شして׆༂する͜ͱ
にΑり、新たなアイσアをੜみ出し、ઓする෩をৢ成し
てい͖ます。

ਓの自性ͱ組৫力ݸ、ҭシスςϜʢS#スクールʣにΑりڭ・
を高め、શ社力上を目指します。

開ൃඅڀݚ˔ �����ඦສԁ
˔ಛڐอ有݅ ����݅

ʢ 　 ����݅ɺ 　 ���݅ɺ 　 ����݅ɺコーポレート���݅ʣ

˔リサΠクϧ২༝དྷのݪ料の׆༻

イノベーションマωジメントシステϜ構ங

・年の材料開発にΑͬてੵした基൫ٕज़ʢ材料ઃܭ、Ճ
。化しますڧෳ߹、ධ価ղੳʣに基ͮく研究・開発を・

・イϊベーシϣϯϚネジϝϯトシスςϜをߏஙし、研究開発の
成ޭ֬率を高め、ҙܾࢥ定のスϐーυアップ、研究ऀのϨ
ベルアップにͭな͛ます。

˔σーλサΠΤンティストʢスΩϧอ有ऀʣ ��ਓ

ੜՄΤωルΪー༝来の࠶
ిྗの༻ྔൺ 54�7�

・2030年度のG)Gഉ出ྔݮ目標の達成にけて、࠶ੜՄ能Τ
ネルΪー༝དྷのి力の導入をੵۃ的にਐめています。すでに国
のશ製造・研究ڌ点ではりସえがྃし、ࡏݱはւ֎事業
ॴの展開をਐめています。また、ଠཅޫ発ిの導入国֎
のڌ点でਐめています。

・環境ྀの製品	Ϧαイクルしすい材料ߏ成、২༝དྷݪ料のద
༻、ण໋製品の開発ʣをਐめ、ݯࢿの有ޮな׆༻をਐめます。

オープンラϘをઃஔɺӡ営ʹࠃ6͔
	本ɺシンガポールɺɺ中ࠃɺถࠃɺベルΪー


CS�OOF SVNJCF活ಈ

がՄ能なΦーূݕ造・プϩηスのߏ、を通して࡞ࢼのࡍ࣮・
プϯラϘをߏえ、顧客ͱ৴པؔをஙいてڞ創し、新たな
価値を創造します。

・$Sʢ顧客ຬʣ上のߟえのͱ、֤ 事業෦がԣஅ的に
連ܞし、顧客にιϦϡーシϣϯを提供します。

グローバル共創体੍社会・ؔ 
資本 資ݯの༗ޮ活༻

強ݻͳ財務基盤 イノベーション創ग़体੍

ࣗવ資本
ଟ༷ੑɺ

のࣗと৫ྗݸ
人的資本

財務資本
グローバルੜ࢈・

体੍څڙ
製造資本 的資本

�資本ൺ（શ社）  68�3ݾࣗ

 ߴ ク

 ߴ ク

 ߴ ク

�ͭのࢿຊ 2030年のビジϣン実現を目指し、6つのࢿຊを༗効に活用して、経営の重要՝に取り組みます。
そして、事業を通͡て࣋ଓ可な社会の実現にݙߩします。
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てい͖ます。
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を高め、શ社力上を目指します。
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˔リサΠクϧ২༝དྷのݪ料の׆༻

イノベーションマωジメントシステϜ構ங

・年の材料開発にΑͬてੵした基൫ٕज़ʢ材料ઃܭ、Ճ
。化しますڧෳ߹、ධ価ղੳʣに基ͮく研究・開発を・

・イϊベーシϣϯϚネジϝϯトシスςϜをߏஙし、研究開発の
成ޭ֬率を高め、ҙܾࢥ定のスϐーυアップ、研究ऀのϨ
ベルアップにͭな͛ます。
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ిྗの༻ྔൺ 54�7�
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ネルΪー༝དྷのి力の導入をੵۃ的にਐめています。すでに国
のશ製造・研究ڌ点ではりସえがྃし、ࡏݱはւ֎事業
ॴの展開をਐめています。また、ଠཅޫ発ిの導入国֎
のڌ点でਐめています。

・環境ྀの製品	Ϧαイクルしすい材料ߏ成、২༝དྷݪ料のద
༻、ण໋製品の開発ʣをਐめ、ݯࢿの有ޮな׆༻をਐめます。
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価値を創造します。

・$Sʢ顧客ຬʣ上のߟえのͱ、֤ 事業෦がԣஅ的に
連ܞし、顧客にιϦϡーシϣϯを提供します。
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住友ベークライトの強み

基盤ٕज़

*C5
ྖҬ

͜Ε͔Βの戦略ྖҬ

Ϟビリティ
ྖҬ

1�27 ৽品/৽ιリューγョンの創出

ϔルスケΞ
ྖҬ

報Խ社会のߴ
ൃలへݙߩ

地ٿとώトʹ
͍͞͠

ं社会へのݙߩ

環境ʹ͘͞͠
շదͳۭの
ཱྀのྗʹ

ण໋の߁݈
Ԇ৳へのݙߩ

Ӵੜ的ʹ҆શͳ
ੜ活を支える

O)

Ϟノマー・
ポリマー

合成
成ܗ

༗ػ�
ແػ合

ද໘ॲ理

構造ઃ計

ࠞࢄ合
構造ղੳ

थࢷ合

・ਫ਼製

৮ഔઃ計

DX・
シϛϡレーション

基盤
技術

材ྉ
ઃ計

ධ価
ղੳ

フΣϊールथࢷΤϙΩγथࢷɺϊルϘルネンथ
ઃ計ͦΕをՄ能とすΔ৮ഔ技術ࢠͳͲのࢷ
ʹΑりɺ৽͍͠機能をͨͬ࣋
७の高͍Ϟϊマー・
ϙリマーを߹
すΔ͜と͕
Ͱ͖·すɻ

ܗ༗機/ແ機߹ͳͲの͞·͟
·ͳՃ・ෳ߹化技術を活༻ͯ͠ɺ
ैདྷのथࢷʹͳ͍強性ͳͲ
の機能を発ݱすΔ͜と͕Ͱ͖·すɻ

γϛュϨーγョン
ߏղੳʹΑͬͯɺ
期ؒͰ顧客͕ٻΊΔಛ性をͨͬ࣋
थࢷ・ෳ߹材料の開発͕Մ能Ͱすɻۙ マテリΞルζ・インフΥ
マティクスʢ.*ʣ技術を生͔ͤΔσータサイΤンティストのҭ
ʹ力をೖΕͯɺ開発の͞ΒͳΔスϐーυΞップをਤ͍ͬͯ·すɻ

Ճ
ෳ合
・

。することݙߩな製品やサービスをల開し、循環型社会の実現に࠼たちの目標はIC5、モビリティ、ϔルスケアの3つの重点領域に、ଟࢲ
それをࢧえるのが、「材料設計」「Ճ工・ෳ合」「ධ価ղੳ」といった、住༑ϕークライトがތるج൫技術です。
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ച上ऩӹ

539ԯԁ

生産ڌ

ڌ6

ച上ऩӹ

606ԯԁ

生産ڌ

ڌ7

ͦのଞアδア

セグメント別グローバルの強み

ຊɺΞジΞを中৺ʹੈքの半導体धཁʹԠ͍͖͑ͯ
·すɻԤถͰϞビリティ༻్の製品܈のڅڙʹ力を
ೖΕ͍ͯ·すɻ

ಋମ関࿈ࡐ料

ओཁࢢʹ対Ԡͨ͠グローバル体制をෑ͖ɺҬの
χーζʹԠͨ͡製品を҆ఆͯ͠څڙ ͍·すɻ

機ϓϥスνックߴ

ຊͰഓͬͨ技術をϕースʹੈքのࢢχーζʹԠ͑
Δ͘長ྖҬͰ事ۀを֦大ͯ͠ ͍͖·すɻ

クΦリティΦブϥΠフ関࿈

中ࠃ

ച上ऩӹ

292ԯԁ

生産ڌ

ڌ3

Ԥभͦのଞ

�4.3ˋ

�.3ˋ 1�.4ˋ

Ҭผ
ച上ऩӹ߹計

29194
ඦສԁ

��.�ˋ

�.0ˋ

3�.4ˋ

Ҭผ
ച上ऩӹ߹計

53889
ඦສԁ

��.�ˋ

22.2ˋ

11.�ˋ

Ҭผ
ച上ऩӹ߹計

60558
ඦສԁ

ച上ऩӹ

341ԯԁ

生産ڌ

ڌ9

ถ

�4.�ˋ

30.2ˋ

�.0ˋ

Ҭผ
ച上ऩӹ߹計

34111
ඦສԁ

ച上ऩӹ

1095ԯԁ

生産ڌ

ڌ13

ຊ

�0.�ˋ

その他0.�ˋ �.�ˋ
22.�ˋ

Ҭผ
ച上ऩӹ߹計

109515
ඦສԁ

住友ベークライトの強み

グローバル体੍

ʑ変化するグローバルࢢ場の中で、社グループはੈքに3�の生産拠点を設け、各域の顧客ニーζにタイϜリーにԠえています。
さらに拠点ؒ、部ؒのネットワークを強化していくことでグローバルا業としての価値の最大化を図ります。

��������������������������������������
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%&�* ਪਐ
2023年度にスタート。
性ผ、年ྸなどのଐ性にとらΘれることな
く、さまざまなライフイϕントと事を྆立
しながら、従業һ一人ͻとりが力を最大ݶ
に発شできるような৬場環境をつくりあげ
ていくことが新たなアイσアやイノϕー
シϣンを生みग़し、શ社力の向上につなが
るというߟえから、%E�I推進活動がス
タートしました。人事ຊ部内に%E�I推進
ࣨを設ஔし、ଟ༷な人材がやりがいを࣋っ
てಇける৬場環境や制度のॆ実を図って
います。

4#εΫʔϧ $4ʢ٬ސຬʣ্
200�年度にスタート。
人材ҭ成にかかΘるڭҭݚमやしくみを
体ܥ化したS#スクール。事業活動にかか
Θるશ部・શ֊にରして、効果的ڭҭ
プログラϜをا画し、体ܥ的かつ計画的に
　　　　実ࢪすることにより、事業にݙߩ
　　　　する人材のҭ成を行っています。

1���年度にスタート。
CS推進活動を「ܹしい社会・環境変化の
中、新しい製品やサービスを生みग़し、組
৫としてチϟϨンジングな目標を実現する
ため、生ൢ、ݚ理部が連携し、顧客提
供価値をٴすること」と定ٛして、社
をҕһとするCS推進ҕһ会でຖ݄、CS
推進活動に関するا画やϨビューを
行っています。

0OF�4VNJCF ಈ׆
201�年度にスタート。
部ॺؒのセクシϣナリζϜにとらΘれず、
部ԣஅで住༑ϕークライトを一つの
チーϜとして、୯ಠ部では成し得ない新
たな価値のや、શ社力向上を推進す
るための活動です。CSを۩体化するため
のࡦࢪを部にとらΘれず、自ओ的にࢀՃ
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のޙԡしをしています。
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ルな製ൢݚの体制、そして、それを生かす人材
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ループの強みであるج൫技術とグローバル体
制がさらにًき、2030年のビジϣンであるh ͓
客༷との価値を通͡て、「未来にເを提供
する会社」ɦの実現にۙͮくとߟえています。

住友ベークライトの強み

人材と৫

P�51 ଟ༷性のଚ重

P�52 自性の強化�
組৫力の向上

P�41 CS �
One Sumibe活動

P�41 CS �
One Sumibe活動

2030年のビジϣンである「͓客༷との価値を通͡てh 未来にເを提供する会社 」ɦの実現を目指し
て、12の「経営の重要՝」を特定しました。ビジϣンにつながる「環境・社会価値の」と、これを
推進する4つの「価値のアクセル」と�つの「事業をܧଓするج൫」を特定しました。

環境ɾࣾ ձՁの

ΧーϘϯχϡートϥϧへのઓɾSDGsʹ貢献

ਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
・શ社力の向上

Πϊϕʔγϣϯ
・ক来の利益ग़

製品
・顧客ୈ一、品࣭ୈ一

;ero%efeDt

αΠόʔηΩϡϦςΟ
・機ີใ理強化

ਓݖଚॏ
・人ݖ՝ରԠへの
  コミットメント

αεςφϒϧௐୡ
・サプライチェーン
  マネジメントの強化

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯε
・取క会の実効性の

ଓ的向上ܧ

・共テーマのग़
ڞ٬ͱのސ

͓٬༷ͱのՁΛ௨ͯ͡

ʮະདྷʹເΛఏ͢ڙΔձࣾʯ

%9
・人生産性の向上

ίϯϓϥΠΞϯε
業ྙ理の順कا・

҆શӴੜ
・̓ શをすてに

༏先さͤる

Ӧのॏཁ՝ʢϚςϦΞϦςΟʣܦ
ʮ2030͋Γ͍ͨ࢟ʯのୡʹ͚ͯ

事業Λܧଓ͢Δج൫

ՁのΞΫηϧ
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,PI 2030年度目標2024年度目標重要՝

価値の
アクセル

事業を
ଓするܧ

൫ج

環境・社会価値の

顧客との共

人的ࢿຊ	人材の活༂)経営

%9

イノϕーシϣン ⁞ プロジェクト実ࢪ
  事業利益へのݙߩ

63%Ҏ上
3�%Ҏ上

�0%Ҏ上
4�%（5�%）Ҏ上

10件
�回

5件
ー

5件
100ԯԁ

システϜの౷合װج ⁞
  人生産性※3 （1）生産部※4

（2）理部※5

 σータサイエンティストҭ成人�  	1)ೝ定ऀ
	2)スキルอ༗ऀ

⁞ ଟ༷性の推進 	1) ঁ性活༂推進 ・ঁ性理৬比率（୯体）
・உ性のҭٳࣇ業取得率（୯体）

	2) キϟリア࠾用比率※2（୯体）
  自性の強化　360�ධ価にͮجくڭҭの受ऀߨ
 組৫力の向上　マネジメントڭҭ受ऀߨ

サステナブル調達 �5%
100%

100%
100%

⁞ サステナブル調達率※6

  35(に関する3.AP※� 適合ਫ਼࿉ॴ用率

コンプライアンス 100%
0件

⁞ コンプライアンスݚम受ߨ率
  重大なコンプライアンスҧ	�年)

҆શӴ生
0件
0件
0件

⁞ 重ಞな࿑ಇࡂ	�年）
  Րࡂ・ര発によるૢ業停ࢭ事ނ	�年)
 ֎部流ग़࿙Ӯ事ނ	�年)

人ݖଚ重 リスクநग़Ŋ現状Ѳ 人ݖ%%の実ࢪ⁞ 人ݖσューσィリジェンスの実ࢪ

コーポϨート・ガバナンス 実効性ධ価の実ࢪと重点՝ରԠ⁞ 取క会の構成Ŋӡ営のありํの؍点をؚめた実効性のܧଓ的向上

サイバーセキュリティ ⁞ 0件　  100%　 2回⁞ 重大なインシσント	�年)　   ݚम受ߨ率　  ରԠ܇࿅	�年) 	୯体）

製品 0件⁞ 重大品࣭クϨーϜ	�年)

⁞ 「One Sumibe活動」の成果として、顧客とテーマ化した件�年
  事業部ԣஅで取り組むインハウスలࣔ会�年

⁞ S%(sݙߩ製品売上ऩ益比率
  Թࣨ効果ガス	()()ഉग़量減率※1 2021年比	2013年比)

4%
�0%
30%
50人
50人

10%
�0%
50%
�0人
�0人

定ࡦシステϜの構װج
1�1
1�1

50人
150人

(グローバル	システϜのσータ౷合װج

2�0
2�0

150人
450人

*Ӧのॏཁ՝�,1ܦ

※1 SDPQF12をରɹ※2 ର૯߹৬ɹ※3 2023を1とͨ͠ൺɹ※4 ओཁ製品をରɺݶքར益�ਓ࣌Ͱࢉग़ɹ※5 ཧ෦ɾใγεςϜ෦をରɺରؒ࣌�	ରؒ࣌ݮ�ؒ࣌
Ͱࢉग़
※6 +&*5"h ͋Δا業ߦಈΨΠυϥΠϯ のɦࣗݾධ価γートを༻͍ͯɺηάϝϯト͝とのߪೖ্Ґ�ׂのओཁαϓϥΠϠーの͏ͪɺॴఆのج४をຬׂͨ͢߹
※� 35G�εζɾλϯλϧɾλϯάεςϯɾۚ ɺ͋Δ߭อূϓϩηεʢ3."1ɿ3FsQPOsJCMF .JOFSBMs "ssVSBODF 1SPDFssʣ

12の経営の重要՝にはそれͧれに,PIを設定し、「2030年ありたい࢟」の達成を目指して、
。൫の一の強化に取り組みますج業価値の向上と事業ا
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12の経営の重要՝にはそれͧれに,PIを設定し、「2030年ありたい࢟」の達成を目指して、
。൫の一の強化に取り組みますج業価値の向上と事業ا

தܦظӦܭը202��2023の振り返り

2021-2023年度の実績

IC5 モビリティ ϔルスケア

શମ ・ॳのࡒ目標（売上ऩ益2500ԯԁ、事業利益250ԯ
ԁ)を中期経営計画ॳ年度（2021年度）に前しで達成

・最ऴ年度にたる2023年度は、上ํमਖ਼した事業利益目
標は未達ながら、աڈ最高益2�5ԯԁを達成

%9 ・.I※1推進プロジェクトを発足。.I導入とσータサイエン
ティストҭ成を推進

・AI�Io5、ロボティクスを࠾用し、モノͮくりج൫を強化
※1 .Iɿマテリアルζ・インフォマティクス

環境 ・S%(sݙߩ製品売上ऩ益比率、Թࣨ効果ガス（()(※2）
ഉग़量減は前しで目標達成

※2 ()(ɿグリーンハウスガス

ॏ領域
IC5

モビリティ
ϔルスケア

・半導体需要૿を受け、૿産ࢿを実ࢪ。グローバルでਝ
にରԠし૿益達成

ଓ的成が見込まれるモビリティ用成形材料の૿産ܧ・
モビリティઓུ3製品※3の拡ൢを計画前し。ࢪを実ࢿ

・ϔルスケア領域でങऩした化ֶ工業との౷合が進ల
※3 モーター࣓ੴݻ定用෧ࢭ材、EC6一ׅ෧ࢭ材、パワーモジュール用෧ࢭ材

※5 2022年5݄16ܾࢉ発දで売上ऩ益�事業利益の目標値を上ํमਖ਼

エポキシ樹脂
෧ࢭ材料

パッケージ用
カバーテープ

モーター࣓ੴ
材ࢭ定用෧ݻ

フェノール樹脂
成形材料

݂液バッグ

中期経営計画2021-2023

売上ऩ益

2020年度
実績

20�0ԯԁ

1��ԯԁ

�.0%

�.0%

2�.�%

���

2�31ԯԁ

2��ԯԁ

10.1%

�.�%

2�.3%

2�4�ԯԁ

2�4ԯԁ

�.�%

�.4%

30.1%

��� ���

2��3ԯԁ

2��ԯԁ

�.�%

�.�%

32.1%

30ԯԁ

2�00ԯԁ

ˠ3000ԯԁ

2�0ԯԁ

ˠ300ԯԁ

10%

10%

30%Ҏ上

���

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
実績

2023年度
目標

	ॳˠ見し5※ޙ）

事業利益

事業利益率

3OE

性向

自ࣜגݾ取得
ワールドワイドシェア

/O�1※4
国内シェア

/O�1※4

※4 自社調

2021年度に、ॳの2023年度目標の売上ऩ益、事業利益を前しで達成し、2023年度にはաڈ最高の
事業利益2�5ԯԁをهするなど、さらなるඈ༂に向けてみのつく3年ؒになりました。
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事業利益

事業利益率

（売上ऩ益）

3OE

2�5ԯԁ

��6�

ʢ2��3ԯԁʣ

����

2023年度
実績

lχονˍτοϓγΣΞzΛ͠ࢦɺ
Ձʹͭͳ͕ΔϙʔτϑΥϦΦվֵʹ戦͢Δ

中期
ํ

2024年度
目標

300ԯԁ

����

ʢ30�0ԯԁʣ

---

2025年度
目標

340ԯԁ

10�5�

ʢ3250ԯԁʣ

---

2026年度
目標

400ԯԁ

11�5�

ʢ3450ԯԁʣ

��0%

2030年度
（ありたい࢟）

550ԯԁ

13�0�

ʢ4200ԯԁʣ

10�0%

中期経営計画2024-2026

製品構成を最適化し、
ଘ事業のऩ益力を強化ط

˔利益ج४へのస
˔製品ポートフォリオվ革に向けて高Ճ価値
　製品へシフト
˔S#-3OIC	社内指標)を活用してࢿຊ効率性の
　向上を図る
˔重点領域	IC5�モビリティ�ϔルスケア)に
　リソースをू中

中期ઓུ �
S%(sにଇした環境・社会価値を

༗する新品�新ソリューシϣンをग़

˔S%(sݙߩ製品のग़
˔ニッチˍトップシェアを目指し、カーボンニュー

トラルをҙࣝした新品�新ソリューシϣン開発
˔ઓをશ社でࢧԉ、提案型テーマの実ࢪを
　サポート
˔社֎との協業強化・しくみͮくり
˔中期ࢹ点で୳ࡧ領域を設定

中期ઓུ �
人の自性と組৫のݸ

一体感を高め、શ社力を最大化

˔人ؒ力向上、従業һエンήージメント向上を
　ҙࣝした各छ取り組みのا画・実行
˔自性の強化、組৫力の向上を目指した
ࢪҭプログラϜの実ڭ　
˔CS�OneSumibe活動の強化（組৫をえた
　自ओ的な連携）

中期ઓུ 3

中期経営計画2024ʵ2026

Ճ価値の高い製品܈へリソースをू中し、「2030年ありた
い࢟」の実現に向けて、着実にポートフォリオをసします。
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クオリティオブライフ関連製品

製品ߏΛ࠷ద化͠ɺطଘ事業のऩӹྗΛ強化

中期ઓུ中期経営計画2024ʵ2026 �

利益ج४への
స

各セグメントの
高Ճ価値製品

ऩ益力強化
のためのࡦࢪ

半導体関連材料 高機プラスチック

半導体෧ࢭ材 モビリティ用෧ࢭ材
（モーター、EC6、
パワーモジュール）

シンタリング
ϖースト

低৵ऻҩྍ機器 スキンパック アイウエア用
光ֶ材料

航空機内装材 Ϩジスト用
高熱樹脂

放熱材料

ʲҩྍ機器・バイオʳ
˔強化領域（݂内・ফ化器・内ڸࢹ領域）の
　製品ラインナップ拡ॆ
ԉ製品の拡ൢࢧྍ࣏ࢠ๔・Ҩࡉ˔
˔ओ力製品のւ֎売上拡大
（欧米ɿ低৵ऻҩྍ機器、アジアɿ݂液バッグ等）

ʲフィルϜ・シートʳ
˔モノマテリアルP5Pの欧州ల開
˔食品ロスの減にݙߩするスキンパックのೝ度向上
˔スマートファクトリー化の推進

ʲ産業機性材料ʳ
˔機材製品（光ֶ用途、電動車向けઈԑシート）の
　グローバルల開

ʲシートਫʳ
˔新築領域シェアのさらなる拡大

˔グローバルࢹ点での生産拠点の最適化
˔電動車、半導体関連、航空機などの強化領域での
　高Ճ価値製品（バッテリー用成形材料、樹脂化
　e-Axle、各छ電動パーπ、センサー・Ϩジスト用樹脂、
　パワーモジュール用樹脂、成形材料、航空機内装材
　など）のൢ売拡大
˔バイオマス製品の拡大
˔熱硬化性樹脂リサイクル技術開発の推進

˔半導体ࢢ場回復を見ӽした෧ࢭ材のグローバル供給�
サポート体制構築

˔)PC（チップϨット、)#.)、パワーσバイス用
　半導体材料（෧ࢭ材、感光性材料等）
˔オープンラボの拡ॆ
˔コンソーシアϜ、アカσミアとの協業
˔モビリティઓུ3�1製品のൢ売拡大
　欧米ɿ「製ൢݚサポート�新生産拠点ຊ格Քಇ�
　オープンラボ拡ॆ」による顧客ରԠ強化・ൢ ࿏拡大
˔インドࢢ場開

ࣄ
ۀ
ར
ӹ
 1�.�%

2023年度

20.�%

2026年度

ࣄ
ۀ
ར
ӹ 1�1ԯԁ

2023年度

230ԯԁ

2026年度

ࣄ
ۀ
ར
ӹ
 �.2%

2023年度

�.�%

2026年度

ࣄ
ۀ
ར
ӹ �3ԯԁ

2023年度

�0ԯԁ

2026年度

ࣄ
ۀ
ར
ӹ
 �.�%

2023年度

11.�%

2026年度

ࣄ
ۀ
ར
ӹ ��ԯԁ

2023年度

130ԯԁ

2026年度

利益ج४へのసࢿ、ຊ効率性をҙࣝし、製品ポートフォリオվ革に取り組みます。特に重点領域（IC5�モビリ
ティ�ϔルスケア）にリソースをू中し、高Ճ価値製品の構成比率を高めてऩ益力強化を図ります。

事業利益

事業利益率

（売上ऩ益）

3OE

2�5ԯԁ

��6�

ʢ2��3ԯԁʣ

����

2023年度
実績

lχονˍτοϓγΣΞzΛ͠ࢦɺ
Ձʹͭͳ͕ΔϙʔτϑΥϦΦվֵʹ戦͢Δ

中期
ํ

2024年度
目標

300ԯԁ

����

ʢ30�0ԯԁʣ

---

2025年度
目標

340ԯԁ

10�5�

ʢ3250ԯԁʣ

---

2026年度
目標

400ԯԁ

11�5�

ʢ3450ԯԁʣ

��0%

2030年度
（ありたい࢟）

550ԯԁ

13�0�

ʢ4200ԯԁʣ

10�0%

中期経営計画2024-2026

製品構成を最適化し、
ଘ事業のऩ益力を強化ط

˔利益ج४へのస
˔製品ポートフォリオվ革に向けて高Ճ価値
　製品へシフト
˔S#-3OIC	社内指標)を活用してࢿຊ効率性の
　向上を図る
˔重点領域	IC5�モビリティ�ϔルスケア)に
　リソースをू中

中期ઓུ �
S%(sにଇした環境・社会価値を

༗する新品�新ソリューシϣンをग़

˔S%(sݙߩ製品のग़
˔ニッチˍトップシェアを目指し、カーボンニュー

トラルをҙࣝした新品�新ソリューシϣン開発
˔ઓをશ社でࢧԉ、提案型テーマの実ࢪを
　サポート
˔社֎との協業強化・しくみͮくり
˔中期ࢹ点で୳ࡧ領域を設定

中期ઓུ �
人の自性と組৫のݸ

一体感を高め、શ社力を最大化

˔人ؒ力向上、従業һエンήージメント向上を
　ҙࣝした各छ取り組みのا画・実行
˔自性の強化、組৫力の向上を目指した
ࢪҭプログラϜの実ڭ　
˔CS�OneSumibe活動の強化（組৫をえた
　自ओ的な連携）

中期ઓུ 3

中期経営計画2024ʵ2026

Ճ価値の高い製品܈へリソースをू中し、「2030年ありた
い࢟」の実現に向けて、着実にポートフォリオをసします。
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4%(Tʹଇͨ͠環境తɾࣾ ձతՁΛ༗͢Δ৽品�৽ιϦϡʔγϣϯΛग़

社会実装・実績化
ઓུ3領域

の୳ࡧ

　中期ํ「lニッチˍトップシェアzを目指
し、価値につながるポートフォリオվ革
にઓする」のもと、中期ઓུᶄに関する中
期୳ࡧ指として、「IC5」、「モビリティ」、
͓よͼ「ϔルスケア」をઓུ3領域と設定し、
୳ࡧマップ（2024年度൛）を࡞成しました。
パワーモジュール�高ू積σバイス�AI半導
体向けの次ੈ半導体材料、電動車、低৵ऻ
用の先進ҩྍ機器やバイタルセンシンྍ࣏
グ等、現在進行中のプロジェクトや開発製品
については、中期経営計画期ؒ中に社会܈
実装を図り、ૣ 期の利益ݙߩを目指します。
中期にΘたるS%(sにଇしたの୳ࡧ領
域としては、テラϔルπ・光通信、eV5O-※、
エネ・電部材、͓ よͼσジタルϔルスソ
リューシϣンビジネスなど、これまでに築い
てきた「材料設計」「Ճ工・ෳ合」「ධ価ղੳ」
などのج൫技術やCS（顧客ຬ足）向上の取
り組みで得られた顧客との信頼関係などの
自社 の 強みを生かすことができる領 域を
ターήット܈として設定しました。積ۃ的な
社֎との協業�共（オープンイノϕーシϣ
ン）の取り組みを推進し、カーボンニュート
ラルをは͡めとする環境・社会՝のղܾに
する新品�新ソリューシϣンのग़をՃࢿ
します。ݸ人の自性と組৫の一体感を高
めてશ社力を最大化し、これらのઓ的なॾ
。を֬実に実行していきますࡦࢪ
※ eV5O-� EleDtriD VertiDal 5aLe Off anE -anEinH 

airDraft� 電力を動力ݯにਨに着できるり物（空ඈ
Ϳクルマなど）

ϔルスケア
領域

モビリティ
領域

IC5
領域

ଓ的࣋
成

ビジネス
モσル変革

新規
プロジェクト

ग़
新素材

環境ରԠ・循環型・バイオマス

革新的生産技術

୳ࡧマップ（2024年度൛）

バイタルセンシング

テラϔルπ・光通信

エネ・電部材

電動車

次ੈ半導体材料
（パワー �高ू積�AI）

eV5O-
（ܥޚ�制ܥ動ۦ）

σジタルϔルス
ソリューシϣンビジネス

（༧・அ・ྍ࣏）
先進ҩྍ機器
（低৵ऻྍ࣏）

マテリアルζ・ケモ
インフォマティクス

ケミカルリサイクル

パワーモジュール用
෧ࢭ材

光回࿏材料

樹脂化e-Axle

ଌ定σバイス

ウェアラブル用
ॊೈ৳ॖઢ材

感光性材料

ج
൫
ٕ
ज़

Ճ工・ෳ合

材料設計

ධ価ղੳ

中期ઓུ中期経営計画2024ʵ2026 �

自動車用
成形材料
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　中期ํでܝげた「価値につながる
ポートフォリオվ革」を成しげるには、自性
の高い人材と目標に向かう一体感を࣋った組
৫がඞ要です。社グループでは、3つめの中期
ઓུとして「ݸ人の自性と組৫の一体感を高
め、શ社力を最大化」することをڍげています。
強みの一つである「CS（顧客ຬ足）向上」では

「͓客༷のຬ足をえて、さらに感動いただける
ビジネスパートナー」を目指して、従業һのҙࣝ
変革を促すとともに活動の一の見える化を
進めていきます。શ社の連携を強化していく

「One Sumibe活動」では、顧客へのશ社的な
価値の提供を推進するために、顧客社内のイン
ハウスలࣔ会の開࠵などを通͡て͓客さまとと
もに新たな環境・社会価値のを目指しま
す。さらに従業һの自性を高めるための取り
組みも強化し、શ社力の最大化を目指します。
また、社内֎の活発なコミュニケーシϣンを図
るためのಇきやすい৬場ͮくりを進め、ೌ ࡚工
場、੩Ԭ工場に新たなް生ࢪ設をつくりました。
人の自性向上という点では、ଟ༷な人材ݸ　
が活༂できるよう%E�I推進ࣨを2023年度に
設ஔし、制度のॆ実とҙࣝのਁ透を図っていま
す。また、従業һのスキルアップをࢧԉするڭҭ
の「S#スクール」、実ફ力を高めるためܥम体ݚ
の「ւ֎トϨーニー制度」やڀݚテーマのग़
プログラϜである「S#inno」などを活用しなが
ら高い人ؒ力を࣋った人材のҭ成にめてい
ます。そして、ઓをしたݸ人がしっかりとධ価
される「人事制度」と組৫のエンήージメント
サーϕイを実ࢪすることにより定量的に成果を
ଌり、次のվળへとつなげています。

େ化࠷ΊɺશࣾྗΛߴΛײਓのࣗੑͱ৫のҰମݸ

ਓのࣗੑͱݸ
৫のҰମײΛߴΊɺ
શࣾྗΛ࠷େ化

重点取り組み事߲
˔ঁ性・キϟリア࠾用ऀ・シニア
　などଟ༷な人材が活༂できる制
　度のॆ実
˔ಇきํվ革（ॊೈなۈ形ଶ）
˔人事制度վ革のܧଓ

৫の
Ұମײ

ਓのݸ
ࣗੑ

社内ڭҭシステϜ ଟ༷性のଚ重

組৫ԣஅ CS（顧客ຬ足）向上

ಇきやすい৬場ͮくりʗ新たなް生ࢪ設

ւ֎トϨーニー制
テーマग़プログラϜ

ઓの機会の提供

組৫力の向上

ઓऀをࢌえる෩ৢ成

テーマग़プログラϜ

組৫ԣஅ組৫ԣஅ CS（顧客ຬ足）向上

組৫力の向上

中期ઓུ中期経営計画2024ʵ2026 3
4%(Tʹଇͨ͠環境తɾࣾ ձతՁΛ༗͢Δ৽品�৽ιϦϡʔγϣϯΛग़

社会実装・実績化
ઓུ3領域

の୳ࡧ

　中期ํ「lニッチˍトップシェアzを目指
し、価値につながるポートフォリオվ革
にઓする」のもと、中期ઓུᶄに関する中
期୳ࡧ指として、「IC5」、「モビリティ」、
͓よͼ「ϔルスケア」をઓུ3領域と設定し、
୳ࡧマップ（2024年度൛）を࡞成しました。
パワーモジュール�高ू積σバイス�AI半導
体向けの次ੈ半導体材料、電動車、低৵ऻ
用の先進ҩྍ機器やバイタルセンシンྍ࣏
グ等、現在進行中のプロジェクトや開発製品
については、中期経営計画期ؒ中に社会܈
実装を図り、ૣ 期の利益ݙߩを目指します。
中期にΘたるS%(sにଇしたの୳ࡧ領
域としては、テラϔルπ・光通信、eV5O-※、
エネ・電部材、͓ よͼσジタルϔルスソ
リューシϣンビジネスなど、これまでに築い
てきた「材料設計」「Ճ工・ෳ合」「ධ価ղੳ」
などのج൫技術やCS（顧客ຬ足）向上の取
り組みで得られた顧客との信頼関係などの
自社 の 強みを生かすことができる領 域を
ターήット܈として設定しました。積ۃ的な
社֎との協業�共（オープンイノϕーシϣ
ン）の取り組みを推進し、カーボンニュート
ラルをは͡めとする環境・社会՝のղܾに
する新品�新ソリューシϣンのग़をՃࢿ
します。ݸ人の自性と組৫の一体感を高
めてશ社力を最大化し、これらのઓ的なॾ
。を֬実に実行していきますࡦࢪ
※ eV5O-� EleDtriD VertiDal 5aLe Off anE -anEinH 

airDraft� 電力を動力ݯにਨに着できるり物（空ඈ
Ϳクルマなど）

ϔルスケア
領域

モビリティ
領域

IC5
領域

ଓ的࣋
成

ビジネス
モσル変革

新規
プロジェクト

ग़
新素材

環境ରԠ・循環型・バイオマス

革新的生産技術

୳ࡧマップ（2024年度൛）

バイタルセンシング

テラϔルπ・光通信

エネ・電部材

電動車

次ੈ半導体材料
（パワー �高ू積�AI）

eV5O-
（ܥޚ�制ܥ動ۦ）

σジタルϔルス
ソリューシϣンビジネス

（༧・அ・ྍ࣏）
先進ҩྍ機器
（低৵ऻྍ࣏）

マテリアルζ・ケモ
インフォマティクス

ケミカルリサイクル

パワーモジュール用
෧ࢭ材

光回࿏材料

樹脂化e-Axle

ଌ定σバイス

ウェアラブル用
ॊೈ৳ॖઢ材

感光性材料

ج
൫
ٕ
ज़

Ճ工・ෳ合

材料設計

ධ価ղੳ

中期ઓུ中期経営計画2024ʵ2026 �

自動車用
成形材料
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Ͱ
औ
Γ
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͢

取క ৗࣥ行һ

ฏҪ ढ़

ཧһܦࡒ
ϝοηʔδ

2022年度実績 ૿　減

売上ऩ益 0.8ˋ

事業利益 7.9ˋ

営業利益 9.6ˋ

会社のॴ༗ऀに
ଐする期利益ؼ 7.6ˋ

ROE

2023年度実績

2,873ԯԁ

275ԯԁ

272ԯԁ

218ԯԁ

7.8ˋ ー

2,849ԯԁ

254ԯԁ

248ԯԁ

203ԯԁ

8.4ˋ

2023年度࣮

લதܦظӦܭըの振り返り

ա3ڈؒの࣮ʢ࣌価૯ֹɺ30&ɺ1#3ͳͲʣのਪҠを
ͲのΑ͏ʹධ価͍ͯ͠Δ͔

　2021年4݄からスタートした前中期経営計画はॳ年度に
売上ऩ益、事業利益の目標を前しで達成し、新たな目標を
2022年4݄に設定しました。݁ 果として、新目標を達成する
ことはできまͤΜでしたが、売上ऩ益、事業利益、期利益は
աڈ最高をهしました。
から年にかけ࢝価は特に2023年にඈ༂的に৳ͼ、年ג　
て�0ˋ�上ঢし、P#3も1ഒをえました。これは、社グ
ループの業績やক来に向けた取り組みがࢢࣜג場でධ価さ
れた成果とߟえて͓ります。ただし、2023年度は3OEが���ˋ
にとどまってしまいましたので、この点は新中計期ؒにվળを
図ります。
ˎ 2023年1݄4࢝値3�05ԁ ˰

2023年12݄2�ऴ値�403ԁ　���6%上ঢ（ࣜגׂ前ϕース）

�͍ͯͭʹඪࡒ

ඪのશମ૾ࡒ

目標の設定にたり、一の利益を上げる会社となるたࡒ　
め「利益ج४」で目標設定をしました。そして、2030年度のࡒ
目標を事業利益550ԯԁ、事業利益率13%、3OE10%と最ॳに

定めました。ここからバックキϟストでどう成しげるかをߟえ
た上で設定した目標が2026年度事業利益400ԯԁ、事業利益
率11�5%、3OE�%となります。各セグメントがٞを重ねなが
ら֬実に達成すき目標として設定しています。

ຊޮੑʹ͍ͭͯʢ30&ɺ30*$ʣࢿ

　3OEの目標設定はגओࢿຊコストをྀߟした上で行いまし
た。現在の自ࢿݾຊの状گやޙࠓの見通しを౿まえて、この3
か年はしっかりと利益を֬อし、2030年度の3OE10%を達成
できるようめます。
にしたಠ自の指標ߟࢀຊ効率性については、3OICをࢿ　
S#-3OICを2020年度からӡ用し、そのվળにめています。そ
のߟえํやվળのポイントが社内に定着してきたので、この3
か年ではվળのスϐードを上げて取り組みます。

ɺੑݩओؐג

　経ࡁ成と࣋ଓ可なا業価値の向上を実現する上で、ג
ओとの信頼関係を構築することを重要ࢹして͓り、גओへの利
益ؐݩを、̓ 定的かつܧଓ的に行うํです。前中計期ؒ中に
͓いては、目標とした性向30%Ҏ上を達成し、また、2023
年には30ԯԁの自ࣜגݾ取得も実ࢪしました。新中計期ؒ中
に͓いても性向目標を引き上げ、40%を目指すこととし、
原ࢿとして300ԯԁのを設定しました。自ࣜגݾの取得につ
いては、その࣌ʑの業績、キϟッシュ等の状گを౿まえて機動
的に実ࢪしたいとߟえています。

ΩϟογϡΞϩέʔγϣϯʹ͍ͭͯ

ΩϟογϡΞϩέーγϣϯのશମ૾とࢿのํ͑ߟ

　新中計ではઓུにͮجきキϟッシュアロケーシϣンを明֬
に定め開ࣔをしました。新中計期ؒはまずऩ益性のվળを೦
಄に設උ500ࢿԯԁを設定しています。ここでは、従来のプ
ラントิमඅ用などにՃえ、AI�Io5やロボティクスの導入に
より生産性を高めていくことが最༏先事߲です。すでに国内
工場で進Μでいるスマートファクトリー化の取り組みをワー
ルドワイドにげ、社グループとしてすશ体の生産性向
上を目指します。
　ଓいて、成200ࢿԯԁは、中期ઓུに関連する新品・新
ソリューシϣンのग़につながるڀݚ開発、%9、(9を推進する
ために設定しました。%9として、σータドリブン経営を実現する
ためにશ社װجシステϜのج൫強化をݕ౼しています。また、ۙ
年ではۃめて重要ࢹされている環境ରԠの取り組み	(9)につ
いては、ଠཅ光発電システϜの導入やカーボンニュートラルに
。的に進めてまいりますۃする新たな技術の導入を積ࢿ

ʮ࢈ࢿίεトʯを౿·͑ͯܦӦݯࢿをʢ2024�2�ʣ

ΩϟογϡΞϩέーγϣϯ

設උ�00 ࢿԯԁ

300ԯԁ ݩओؐג

༻్ผࠐݟ్ۚࢿΈ

をタイϜリーに実行ࢿする設උࢿଘ事業のऩ益力強化（中期ઓུᶃ）・顧客への҆定供給にط

新品�新ソリューシϣンग़（中期ઓུᶄ）に向けたڀݚ開発、%9、(9ରԠを推進成200 ࢿԯԁ

༗案件発۷に向けたの୳ࡧ、オープンイノϕーシϣン推進、͓ よͼ事業ポートフォリオվ革にࢿする
ઓུ的.�Aを実行

l҆定的かつܧଓ的に利益をؐݩするz
性向ɿ40ˋఔ度Λࢦ ʢ͢ैདྷ҆30ˋҎ্͔Βมߋʣ

ઓུ的�00 ࢿԯԁ

ํݩओؐג

ओͱの対ג

　さまざまな形でࢿ家、גओのօさまとの点を૿やして
まいりたいとߟえています。
　機関ࢿ家をରとしたܾࢉઆ明会の内༰を新たに動画
で会社ϗーϜϖージにެ開することや、機関ࢿ家とのݸผ
取材の強化、スモールミーティングの開࠵、I3イϕントへのࢀ
Ճなど積ۃ的なରを通͡てا業価値の向上にめてまい
ります。
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　最ޙにઓུ的500ࢿԯԁです。これは事業ポートフォリオ
վ革にࢿする.�Aを実行するためのࢿとしてߟえています
が、ϕンチϟーキϟϐタルへのࢿなどを通͡て新たな事業の
பを୳ࡧする活動にも積ۃ的に活用してまいります。

ௐୡのऔΓΈۚࢿ

　自ۚࢿݾと新中計期ؒの営業キϟッシュフローを活用して
いくことを定していますが、֎部ۚࢿの活用など、その࣌ʑ
のࢢ場環境もྀߟした上で、社グループにとって最適かつ
༗利なखஈを機動的にબしていきます。

��������������������������������������
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2022年度実績 ૿　減

売上ऩ益 0.8ˋ

事業利益 7.9ˋ

営業利益 9.6ˋ

会社のॴ༗ऀに
ଐする期利益ؼ 7.6ˋ

ROE

2023年度実績

2,873ԯԁ

275ԯԁ

272ԯԁ

218ԯԁ

7.8ˋ ー

2,849ԯԁ

254ԯԁ

248ԯԁ

203ԯԁ

8.4ˋ

2023年度࣮

લதܦظӦܭըの振り返り

ա3ڈؒの࣮ʢ࣌価૯ֹɺ30&ɺ1#3ͳͲʣのਪҠを
ͲのΑ͏ʹධ価͍ͯ͠Δ͔

　2021年4݄からスタートした前中期経営計画はॳ年度に
売上ऩ益、事業利益の目標を前しで達成し、新たな目標を
2022年4݄に設定しました。݁ 果として、新目標を達成する
ことはできまͤΜでしたが、売上ऩ益、事業利益、期利益は
աڈ最高をهしました。
から年にかけ࢝価は特に2023年にඈ༂的に৳ͼ、年ג　
て�0ˋ�上ঢし、P#3も1ഒをえました。これは、社グ
ループの業績やক来に向けた取り組みがࢢࣜג場でධ価さ
れた成果とߟえて͓ります。ただし、2023年度は3OEが���ˋ
にとどまってしまいましたので、この点は新中計期ؒにվળを
図ります。
ˎ 2023年1݄4࢝値3�05ԁ ˰

2023年12݄2�ऴ値�403ԁ　���6%上ঢ（ࣜגׂ前ϕース）
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ඪのશମ૾ࡒ

目標の設定にたり、一の利益を上げる会社となるたࡒ　
め「利益ج४」で目標設定をしました。そして、2030年度のࡒ
目標を事業利益550ԯԁ、事業利益率13%、3OE10%と最ॳに

定めました。ここからバックキϟストでどう成しげるかをߟえ
た上で設定した目標が2026年度事業利益400ԯԁ、事業利益
率11�5%、3OE�%となります。各セグメントがٞを重ねなが
ら֬実に達成すき目標として設定しています。

ຊޮੑʹ͍ͭͯʢ30&ɺ30*$ʣࢿ

　3OEの目標設定はגओࢿຊコストをྀߟした上で行いまし
た。現在の自ࢿݾຊの状گやޙࠓの見通しを౿まえて、この3
か年はしっかりと利益を֬อし、2030年度の3OE10%を達成
できるようめます。
にしたಠ自の指標ߟࢀຊ効率性については、3OICをࢿ　
S#-3OICを2020年度からӡ用し、そのվળにめています。そ
のߟえํやվળのポイントが社内に定着してきたので、この3
か年ではվળのスϐードを上げて取り組みます。

ɺੑݩओؐג

　経ࡁ成と࣋ଓ可なا業価値の向上を実現する上で、ג
ओとの信頼関係を構築することを重要ࢹして͓り、גओへの利
益ؐݩを、̓ 定的かつܧଓ的に行うํです。前中計期ؒ中に
͓いては、目標とした性向30%Ҏ上を達成し、また、2023
年には30ԯԁの自ࣜגݾ取得も実ࢪしました。新中計期ؒ中
に͓いても性向目標を引き上げ、40%を目指すこととし、
原ࢿとして300ԯԁのを設定しました。自ࣜגݾの取得につ
いては、その࣌ʑの業績、キϟッシュ等の状گを౿まえて機動
的に実ࢪしたいとߟえています。

ΩϟογϡΞϩέʔγϣϯʹ͍ͭͯ

ΩϟογϡΞϩέーγϣϯのશମ૾とࢿのํ͑ߟ

　新中計ではઓུにͮجきキϟッシュアロケーシϣンを明֬
に定め開ࣔをしました。新中計期ؒはまずऩ益性のվળを೦
಄に設උ500ࢿԯԁを設定しています。ここでは、従来のプ
ラントิमඅ用などにՃえ、AI�Io5やロボティクスの導入に
より生産性を高めていくことが最༏先事߲です。すでに国内
工場で進Μでいるスマートファクトリー化の取り組みをワー
ルドワイドにげ、社グループとしてすશ体の生産性向
上を目指します。
　ଓいて、成200ࢿԯԁは、中期ઓུに関連する新品・新
ソリューシϣンのग़につながるڀݚ開発、%9、(9を推進する
ために設定しました。%9として、σータドリブン経営を実現する
ためにશ社װجシステϜのج൫強化をݕ౼しています。また、ۙ
年ではۃめて重要ࢹされている環境ରԠの取り組み	(9)につ
いては、ଠཅ光発電システϜの導入やカーボンニュートラルに
。的に進めてまいりますۃする新たな技術の導入を積ࢿ

ʮ࢈ࢿίεトʯを౿·͑ͯܦӦݯࢿをʢ2024�2�ʣ
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設උ�00 ࢿԯԁ

300ԯԁ ݩओؐג
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をタイϜリーに実行ࢿする設උࢿଘ事業のऩ益力強化（中期ઓུᶃ）・顧客への҆定供給にط

新品�新ソリューシϣンग़（中期ઓུᶄ）に向けたڀݚ開発、%9、(9ରԠを推進成200 ࢿԯԁ

༗案件発۷に向けたの୳ࡧ、オープンイノϕーシϣン推進、͓ よͼ事業ポートフォリオվ革にࢿする
ઓུ的.�Aを実行

l҆定的かつܧଓ的に利益をؐݩするz
性向ɿ40ˋఔ度Λࢦ ʢ͢ैདྷ҆30ˋҎ্͔Βมߋʣ

ઓུ的�00 ࢿԯԁ

ํݩओؐג

ओͱの対ג

　さまざまな形でࢿ家、גओのօさまとの点を૿やして
まいりたいとߟえています。
　機関ࢿ家をରとしたܾࢉઆ明会の内༰を新たに動画
で会社ϗーϜϖージにެ開することや、機関ࢿ家とのݸผ
取材の強化、スモールミーティングの開࠵、I3イϕントへのࢀ
Ճなど積ۃ的なରを通͡てا業価値の向上にめてまい
ります。
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　最ޙにઓུ的500ࢿԯԁです。これは事業ポートフォリオ
վ革にࢿする.�Aを実行するためのࢿとしてߟえています
が、ϕンチϟーキϟϐタルへのࢿなどを通͡て新たな事業の
பを୳ࡧする活動にも積ۃ的に活用してまいります。

ௐୡのऔΓΈۚࢿ

　自ۚࢿݾと新中計期ؒの営業キϟッシュフローを活用して
いくことを定していますが、֎部ۚࢿの活用など、その࣌ʑ
のࢢ場環境もྀߟした上で、社グループにとって最適かつ
༗利なखஈを機動的にબしていきます。

Sumitomo Bakelite Co., Ltd. Integrated Report 2024 ΠϯトϩμΫγϣϯ トοϓϝοηーδ 価値のาΈと強Έ ըܭӦܦظӦのॏཁ՝ தܦ ઓུɾ事業ઓུࡒ ॏཁ՝へのΞΫγϣϯ
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クオリティオブライフ関連製品

1021��ඦສԁ

食品แ装用フィルϜやҩༀ品パッケージ、ҩྍ機器など
にも、プラスチックが࣋つさまざまな特性が生かされて
います。ഓった技術力をۦして、らしや産業の中で
められるさまざまな機やσβイン性を実現したಠٻ
的な製品をੈの中にૹりग़しています。社会のଟ༷な
ニーζを的֬にଊえた෯い製品を提供することで、๛
かでշ適ならしの実現にݙߩしています。

˔ ҩྍ機器製品　˔ フィルϜ・シート　
˔ 度อ࣋フィルϜ「P-プラス�」
˔ プϨート製品　˔ ਫ関連　˔ バイオ関連製品

ҩྍثػ

όイオؔ࿈水ؔ࿈

ϑΟϧϜɾγート

プϨート

อ࣋ϑΟϧϜ「1�プラス�」

˔ 半導体෧ࢭ用エポキシ樹脂成形材料
˔ 感光性材料　˔ 半導体用μイボンσィングϖースト
˔ 半導体パッケージج൘材料「-Ћ;�」

半導体関連材料

�2�1�ඦສԁ

σリケートな半導体を࣪気やিܸからอޢする「半導
体෧ࢭ用エポキシ樹脂成形材料」の製をは͡め、ੈ
քでॳめてポジ型感光性ポリイミドの量産をスタート
さͤるなど、高度な技術力を最大ݶに生かした最先
のソリューシϣンで着ʑとマーケットを拡大してきま
した。半導体材料のリーσィング・カンパニーとし
て、ワールドワイドな生産体制で、શੈքへのスϜー
ζな供給を可にしています。

ಋମ෧ࢭ༻ΤϙΩγ
樹ࢷࡐܗྉ

ྉࡐੑޫײ ಋମ༻
μイϘϯσΟϯά
ϖースト

ಋମύοέージج൘
ྉ「-Ћ;��」ࡐ

˔ フェノール樹脂成形材料　˔ 工業用フェノール樹脂
˔ 成形品　˔ エポキシ樹脂ಔு積൘
˔ 航空機内装部品

自動車用のຎࡲ材などに用されるフェノール樹脂を
は͡め、熱性、ੇ๏҆定性、電気特性、機ց特性、
ຎ性などをバランスྑく݉ねඋえた、ハイスϖッ
クなプラスチック製品を次ʑとੈにૹりग़していま
す。国際化する需要にԠえ、ຊ、米国、欧州、アジ
アを生産拠点に、さらなるඈ༂を目指しています。

高機プラスチック

101401ඦສԁ

工ۀ༻ϑΣϊーϧ樹ࢷϑΣϊーϧ樹ࢷࡐܗྉ
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その他
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オブライフ
関連製品

半導体関連材料

高機プラスチック

革新的なプラスチック技術をۦしたଟ࠼な製品開発で、
社会のあらΏるシーンをࢧえています。

ॅ༑ϕʔΫϥΠτの事業領域
事業ポートフォリオ

��������������������������������������
�	�������� ΠϯトϩμΫγϣϯ トοϓϝοηーδ 価値のาΈと強Έ ըܭӦܦظӦのॏཁ՝ தܦ ઓུɾ事業ઓུࡒ ॏཁ՝へのΞΫγϣϯ

26



クオリティオブライフ関連製品

1021��ඦສԁ
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�2�1�ඦສԁ

σリケートな半導体を࣪気やিܸからอޢする「半導
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は͡め、熱性、ੇ๏҆定性、電気特性、機ց特性、
ຎ性などをバランスྑく݉ねඋえた、ハイスϖッ
クなプラスチック製品を次ʑとੈにૹりग़していま
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高機プラスチック

革新的なプラスチック技術をۦしたଟ࠼な製品開発で、
社会のあらΏるシーンをࢧえています。

ॅ༑ϕʔΫϥΠτの事業領域
事業ポートフォリオ

　ओ力製品である半導体෧ࢭ材や感光性材料をは͡めとする
半導体関連材料の新規ࢢ場開を進めます。パワーモジュー
ルやAI半導体向け次ੈ半導体材料への新規用途ల開を行
い、利益ݙߩにつなげます。また、2024年度に事業開発部
へঢ格した光通信用光回࿏材料の社会実装を図ります。
　中期ࢹ点でのの୳ࡧ領域として、ޙࠓ進లが進むテラ
ϔルπ・光通信を定しています。IC5は技術の進าがܹし
く、環境ରԠؚめ、素材にରする要ٻϨϕルがますます高ま
るイノϕーシϣン領域です。ج൫技術のさらなる高度化、マ
テリアルζ・インフォマティクス（.I）活用によるڀݚ開
発のスϐードアップにՃえ、社֎との協業・共（オープン
イノϕーシϣン）を推進します。顧客の՝ղܾにࢿする価
値をܧଓ的にग़すく、成ࢿやઓུ的ࢿを活用し、
新素材、革新的生産技術にかかΘる༗スタートアップの発
۷、技術導入等も積ۃ的に図ります。

　社グループでは、自動車の軽量化による೩අ向上をૂっ
てۚଐ部品にஔきΘるプラスチックの材料をࢢ場に提供し
てきました。ۙ年では、৳ஶしい電動車向けに、モビリ
ティઓུ3�1製品（モーター࣓ੴݻ定用෧ࢭ材、EC6一ׅ෧
材）とࢭ材ʴステーター用෧ࢭ材、パワーモジュール用෧ࢭ
いった半導体でഓった技術を生かした品を実績化し、
事業を拡大しています。また、社オリジナルの樹脂化
e-Axleの࡞製・ධ価に取り組み、খ型・軽量化、低ৼ動、低
૽Իなどの効果の実証を通͡てインバーターやバッテリーモ
ジュールなどで新たな材料の提案に取り組Μでいます。ここ
で得られた見は、次ੈモビリティのeV5O-（電動ਨ
着機）や電部材等のの୳ࡧにも生かしていきます。
　さらに、A%AS（先進ӡసࢧԉシステϜ）関連では、光回
࿏材料の技術を活用した光ハーネス用コネクタの製品化を共
同開発で取り組Μでいます。

　事業ઓུにܝげたऩ益力の強化には、ビジネスモσル変革
が重要です。現在開発ステージにある低৵ऻྍ࣏用先進ҩྍ
機器、ࡉ๔・Ҩࢧྍ࣏ࢠԉ製品、ༀࢧԉ用生体฿シス
テϜ（.PS）等の高Ճ価値製品の社会実装を中期経営計
画期ؒ中に目指します。また、ॊೈ電ۃをϕース技術と
したଌ定σバイス（#.Iソリューシϣン）のような新技
術を用いて新たな社会価値のग़にも取り組Μでいます。
　中期目ઢでのの୳ࡧの取り組みとしては、従来の
அ、ྍ࣏から༧まで拡大したର領域で、バイタルセンシ
ング用৳ॖ電ۃ部材などの適用が期されます。新品�新
ソリューシϣンの༗案件の૿Ճ、Ծઆݕ証のスϐード
アップを図るく、2024年にҩྍ機器開発に特化したファ
ンドにࢀ画しました。業քネットワークを拡ॆし、国内֎ス
タートアップا業との協業機会を૿やしながら、新たな価値
ग़に向けてઓします。

IC5
領域

モビリティ
領域

ϔルスケア
領域

住༑ϕークライトグループでは、積ۃ的な社内プロジェクトの推進やセグメントのを
えたަ流、社֎との協業を通͡て、イノϕーシϣンのՃに取り組Μでいます。৽品���৽ιϦϡʔγϣϯのग़

事業ポートフォリオ
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ಋମؔ࿈ࡐྉ
ηάϝϯトผ事業֓گ

事業のಛɾ強Έ

2023年度のηάϝϯτ業 ओͳ4%(Tඪ

事業ʹ͓͚ΔϦεΫͱػձ

˙ 半導体෧ࢭ材ੈքシェア/o�1、モビリティઓུ3ʴ1製品෧
૪力ڝ材で༏Ґなࢭ

˙ ワールドワイドで「生産・ൢ 売・ڀݚ」を一体化し、経営効
率を高めた事業体制

˙ ੈքのステークϗルμーと築いた信頼関係、高い技術力

˙ 半導体෧ࢭ材やμイボンσィングϖーストのようなޙ工ఔ
材料によるセットでの提案力

˙ オープンラボのグローバルల開による顧客との1ର1のີ
なコミュニケーシϣンとڀݚ開発のスϐードアップ

˙ 「One Sumibe活動」による事業ԣஅでのソリューシϣン提
案力

リ
ス
ク

˙ ओ力製品のڝ૪ܹ化

˙   ֶリスクによる、先 行き不 透 明 感やサプライ
チェーンの混乱

˙ スマートフォン、パソコンگࢢの回復れ

˙ 原料やエネルΪー、物流などのコストの高騰

˙ ੈք的なインフϨによる需要停滞

リ
ス
ク

˙ 通信度の向上や通信量の૿Ճにう半導体の高
機化

生エネルΪー由来の発電、サーバー、家電、車などの࠶ ˙
高機化によるパワー半導体の高電ѹ、大電流ରԠ

˙ 自動車のEV化のՃ

˙ アジアに͓ける半導体ࢢ場の拡大

機
会

˙ ച্収益

˙ 事業ར益

�2�ԯ1�ඦສԁ
前年比

4�2ˋ૿

161ԯ3�ඦສԁ
前年比

5�3ˋ૿取క ઐࣥ行һ

 հܓ

業のਪҠʢ࣮ͱதܦظӦܭըʣ

˔ 事業利益率˙ 売上ऩ益 ˙ 事業利益
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ステーター用෧ࢭ材

2023年度振り返り

半導体関連材料は、新型コロナウイルスの͝もりによる需
要૿Ճがありましたが、2022年度ޙ半から需要が落ち着きま
した。現在はAI関連のࢢ場が活気ͮいて͓り、ޙࠓスマート
フォンやパソコンなどもങい替え需要が૿Ճし、σータセン
ターはさらにࢢ場が拡大していくと見ています。また、ओ力製
品の半導体෧ࢭ用エポキシ樹脂成形材料は、ۙ 年モビリティ
用途へల開を開࢝しました。EVや)Vのモーター࣓ੴをݻ定
する用途や、EC6やパワーモジュールを一ׅ෧ࢭする材料が
৳しています。
　ւ֎ࢢ場に目を向けると、中国ではスマートフォンなどの内
需がܧଓ的に回復ج調であり、༌ग़૿Ճにॿけられました。そ
の一ํ、では民生・通信ܥの需要が低迷し、౦南アジアも
車ࡌ半導体の在庫ফ化にؒ࣌を要しています。
　શൠとしては、新型コロナウイルスによる影響での需要急回
復からの需要૿Ճ、Ҏ߱の急減ޙ、前中期経営計画3年目の
回復は؇やかにとどまりましたが、半導体の足౿みをモビリ
ティઓུ3製品が調を࣋ଓしたことでิし、૿ ऩ૿益とな
りました。

2024年度の事業戦略

・ パワー半導体、モビリティ、AI関連を強化領域に設定
し、メリハリのあるରԠを実ࢪ

2030をݟਾ͑ɺ強化ྖҬをܾఆ01. 

伸長ஶ͍͠ύϫーಋମ༻ࡐྉͰ
ੈքҰを͢ࢦ

02. 

・ 顧客の開発ロードマップにରԠする製品ラインナップ
の拡ॆ

・ オープンラボの拡ॆや「One Sumibe活動」によるશ
社提案により、重要顧客との関係を強化

ϞϏリςΟ༻ࡐܗྉのγΣΞ֦େ

03. 

・ オープンラボの拡ॆ、生ൢ一体での顧客ରԠ、産
ফなど、ワールドワイドでサービスのॆ実

・ グローバルで顧客との連携を強化し、新製品開発を強化
ઌಋମ༻ࡐྉを事業のபのҰͭへ

04. 

・ (P6や)#.͓よͼAI関連の製品ラインナップ拡ॆ
・ 重要顧客とのີなコミュニケーシϣンによる信頼関

係の構築とຊでのプϨθンス向上

SDGs貢献製品の֦ॆと製品ࠩผ化0�. 
・ 半導体෧ࢭ材に͓ける低Թ硬化材やモーター࣓ੴݻ

定用෧ࢭ材のқղ体材料など、環境ରԠ製品の拡ॆ

৽ɺ৽ϥΠϯをੜ͔ͨ͠
ઓུతΞϩέーγϣϯの࣮ݱ

0�. 

・ 、中国の新工場やϕルΪー、米国の新ラインを活用
し、最適な供給体制を構築

社֎ڠ業の強化0�. 
・ 顧客にՃえて、アカσミアやサプライϠーとも積ۃ的に

協業し、技術՝をղܾ

強化領域�ɿઌಋମ༻ࡐྉ 強化領域2ɿύϫʔಋମ༻ࡐྉ 強化領域3ɿϞϏϦςΟ༻ࡐܗྉ

半導体パッケージのさらなるখ型軽量化・
ল電力化・高信頼性にݙߩする

大電流・高電ѹ化・熱ストϨスの૿大にରԠし、
パワー半導体の高性化にݙߩする

EC6一ׅ෧ࢭ材モーター࣓ੴݻ定用
෧ࢭ材

パワーモジュール用
෧ࢭ材

半導体෧ࢭ材
（モールドアンμーフィル材、ᰒཻ材）

パッケージج൘材料（-Ћ;�） 感光性࠶ઢ材料 高熱導シンタリングۜϖースト

高ઈԑバッファーコート 高放熱・高ઈԑ෧ࢭ材
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用途へల開を開࢝しました。EVや)Vのモーター࣓ੴをݻ定
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ઓུతΞϩέーγϣϯの࣮ݱ

0�. 

・ 、中国の新工場やϕルΪー、米国の新ラインを活用
し、最適な供給体制を構築

社֎ڠ業の強化0�. 
・ 顧客にՃえて、アカσミアやサプライϠーとも積ۃ的に

協業し、技術՝をղܾ

強化領域�ɿઌಋମ༻ࡐྉ 強化領域2ɿύϫʔಋମ༻ࡐྉ 強化領域3ɿϞϏϦςΟ༻ࡐܗྉ

半導体パッケージのさらなるখ型軽量化・
ল電力化・高信頼性にݙߩする

大電流・高電ѹ化・熱ストϨスの૿大にରԠし、
パワー半導体の高性化にݙߩする

EC6一ׅ෧ࢭ材モーター࣓ੴݻ定用
෧ࢭ材

パワーモジュール用
෧ࢭ材

半導体෧ࢭ材
（モールドアンμーフィル材、ᰒཻ材）

パッケージج൘材料（-Ћ;�） 感光性࠶ઢ材料 高熱導シンタリングۜϖースト

高ઈԑバッファーコート 高放熱・高ઈԑ෧ࢭ材

Sumitomo Bakelite Co., Ltd. Integrated Report 2024 ΠϯトϩμΫγϣϯ トοϓϝοηーδ 価値のาΈと強Έ ըܭӦܦظӦのॏཁ՝ தܦ ઓུɾ事業ઓུࡒ ॏཁ՝へのΞΫγϣϯ
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ηάϝϯトผ事業֓گ

事業のಛɾ強Έ

2023年度のηάϝϯτ業 ओͳ4%(Tඪ

事業ʹ͓͚ΔϦεΫͱػձ

˙ 熱硬化性樹脂のパイオニアとして築いてきた技術力

˙ 樹脂、成形材料、成形品の一気通貫のバリューチェーン

˙ ओ要ࢢ場にରԠしたグローバル事業体制

˙ リグニン変性フェノール樹脂、バイオマスϕースポリマー

など、環境ରԠ技術と製品܈

˙ 自動車、エϨクトロニクス、航空機といったओ要産業の

サプライチェーンとの強いつながりと顧客との信頼関係

「̇One Sumibe活動」による事業ԣஅでのソリューシϣン
提案力

˙ 原材料、エネルΪー、物流コストの上ঢ

˙ ओ力製品のڝ૪ܹ化、またࢢ場成ख़化による

成のಷ化

˙ カーボンプライシング導入による製コストの૿大

˙ ച্収益

˙ 事業ར益

1014ԯ01ඦສԁ
前年比

0��ˋ減

53ԯ02ඦສԁ
前年比

14�3ˋ૿取క ઐࣥ行һ

᭣࣏ 伸Ұ

リ
ス
ク

˙ 自動車の電動化のՃ

˙ ੈք各の環境規制の強化

˙ 環境ରԠ製品の需要૿

˙ 中国内製化のՃと需要拡大

˙ 航空機需要のさらなる拡大

機
会

業のਪҠʢ࣮ͱதܦظӦܭըʣ

新中計期 （ؒ値は計画値）
新中計期 （ؒ値は計画値）

˔ 事業利益率˙ 売上ऩ益 ˙ 事業利益
（ԯԁ）
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強化領域の製品例

2023年度振り返り

　前中期経営計画は新型コロナウイルスにより先行き不透明な
中でスタートしました。中でも2年目の2022年度は、半導体不
足等による自動車の生産減少、国際物流の混乱や物流コストの
高騰などさまざまなネガティブ要素がありましたが、その中でも
特に原料価格の急騰が大きなインパクトを与えました。

2023年度もこの流れを引きずり、事業を取り巻く環境は大変厳
しいものでした。上期はスマートフォンやパソコン、家電などの民
生機器の需要の大きな落ち込みによる在庫調整や、欧州での物価
高騰による住宅需要停滞の影響を受けました。しかしながら、下
期に入ると民生機器用途の在庫調整が一巡し、ようやく回復の兆
しが見え、各拠点で連携しながら需要を取り込むことができまし
た。また、航空機事業につきましても、新型コロナウイルスによる低
迷から回復し、従来の北米だけではなく、新設した欧州拠点での新
規案件の獲得や、これまで積み重ねてきた合理化の成果により、黒
字を定着することができました。事業利益は、前中期経営計画は
未達ではあったものの、厳しい事業環境の中、事業ポートフォリオ
変革の取り組みの成果を実感することができました。

2024年度の事業戦略

既存事業の収益力を強化01. 
・ グローバルでの生産拠点の最適化
・ 人生産性向上を目的としたスマートファクトリー化
・ 中国南通工場にフェノール樹脂成形材料の新ラインを

立ち上げ
・ 最新鋭のスマートファクトリーのノウハウをグローバル

に活用

高付加価値製品へのポートフォリオ変革02. 
・ ＜強化領域＞モビリティ（xEV)、航空機用途、半導体関

連でのパワーモジュール用放熱材料、液状エポキシ樹脂、
感光性材料用ポリマーなどを順次拡大

・ 「One Sumibe活動」を軸に顧客への価値提案を行い、
信頼関係を高め相互協力を促進

循環型社会への適応03. 
・ 循環型社会の実現によるプラスチックとの共生を目指

し、熱硬化性樹脂のケミカルリサイクル技術の開発、社
会実装に取り組むプロジェクトを推進

SDGs貢献製品の伸長と高機能化04. 
・ 「樹脂、成形材料、成形品」一気通貫のバリューチェー

ンの強みを活用
・ 半導体領域では、熱マネジメント製品で高寿命化や熱

効率化を図る
・ モビリティ用途では、軽量化やCFP（カーボンフットプ

リント）が高い他素材から熱硬化樹脂成形材料への切
り替え

・ 非可食植物由来の樹脂や低VOC製品等の開発と供給
体制の構築

環境対応製品例

2023

2024

2026

2030

11%
15%

20%
45%

強化領域売上比率の実績・目標値

放熱材料

感光性材料用
ポリマー

e-Axle部品用
成形材料 

コーブライト
パネル 

ウインドウリビール
アッセンブリ 

バッテリーモジュール用成形材料※

パワーモジュール 
リグニン変性樹脂 フラン樹脂

ケミカルリサイクル実証プラント航空機内装部品※Fraunhofer Instituteとの共同開発

液状エポキシ樹脂
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強化領域の製品例

2023年度振り返り

　前中期経営計画は新型コロナウイルスにより先行き不透明な
中でスタートしました。中でも2年目の2022年度は、半導体不
足等による自動車の生産減少、国際物流の混乱や物流コストの
高騰などさまざまなネガティブ要素がありましたが、その中でも
特に原料価格の急騰が大きなインパクトを与えました。

2023年度もこの流れを引きずり、事業を取り巻く環境は大変厳
しいものでした。上期はスマートフォンやパソコン、家電などの民
生機器の需要の大きな落ち込みによる在庫調整や、欧州での物価
高騰による住宅需要停滞の影響を受けました。しかしながら、下
期に入ると民生機器用途の在庫調整が一巡し、ようやく回復の兆
しが見え、各拠点で連携しながら需要を取り込むことができまし
た。また、航空機事業につきましても、新型コロナウイルスによる低
迷から回復し、従来の北米だけではなく、新設した欧州拠点での新
規案件の獲得や、これまで積み重ねてきた合理化の成果により、黒
字を定着することができました。事業利益は、前中期経営計画は
未達ではあったものの、厳しい事業環境の中、事業ポートフォリオ
変革の取り組みの成果を実感することができました。

2024年度の事業戦略

既存事業の収益力を強化01. 
・ グローバルでの生産拠点の最適化
・ 人生産性向上を目的としたスマートファクトリー化
・ 中国南通工場にフェノール樹脂成形材料の新ラインを

立ち上げ
・ 最新鋭のスマートファクトリーのノウハウをグローバル

に活用

高付加価値製品へのポートフォリオ変革02. 
・ ＜強化領域＞モビリティ（xEV)、航空機用途、半導体関

連でのパワーモジュール用放熱材料、液状エポキシ樹脂、
感光性材料用ポリマーなどを順次拡大

・ 「One Sumibe活動」を軸に顧客への価値提案を行い、
信頼関係を高め相互協力を促進

循環型社会への適応03. 
・ 循環型社会の実現によるプラスチックとの共生を目指

し、熱硬化性樹脂のケミカルリサイクル技術の開発、社
会実装に取り組むプロジェクトを推進

SDGs貢献製品の伸長と高機能化04. 
・ 「樹脂、成形材料、成形品」一気通貫のバリューチェー

ンの強みを活用
・ 半導体領域では、熱マネジメント製品で高寿命化や熱

効率化を図る
・ モビリティ用途では、軽量化やCFP（カーボンフットプ

リント）が高い他素材から熱硬化樹脂成形材料への切
り替え

・ 非可食植物由来の樹脂や低VOC製品等の開発と供給
体制の構築

環境対応製品例

2023

2024

2026

2030

11%
15%

20%
45%

強化領域売上比率の実績・目標値

放熱材料

感光性材料用
ポリマー

e-Axle部品用
成形材料 

コーブライト
パネル 

ウインドウリビール
アッセンブリ 

バッテリーモジュール用成形材料※

パワーモジュール 
リグニン変性樹脂 フラン樹脂

ケミカルリサイクル実証プラント航空機内装部品※Fraunhofer Instituteとの共同開発

液状エポキシ樹脂
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ηάϝϯトผ事業֓گ

事業のಛɾ強Έ

2023年度のηάϝϯτ業

事業ʹ͓͚ΔϦεΫͱػձ

機
会

˙ ച্収益

˙ 事業ར益

1021ԯ�6ඦສԁ
前年比

0�1ˋ減

��ԯ23ඦສԁ
前年比

5�6ˋ૿

˙ （ҩྍ機器・バイオ関連）
・低৵ऻྍ࣏に͓けるҩྍ機器の製品開発力
・ポリマー設計、ඍࡉՃ工、アッセンブリ技術を活用したༀ

生ҩྍ、அༀへのల開࠶ԉやࢧ
˙ （フィルϜ・シート）各ニッチࢢ場での高シェア、顧客ニーζへ

のカスタϜରԠ力、%9活用による営業・モノͮくりの効率化
˙ （産業機性材料）ภ光・光ֶ制ޚ技術を用いたアイウエ

ア、車ࡌϔッドアップσィスプϨイ用光ֶ製品、電気
特性がトップϨϕルのઈԑ材などの高Ճ価値製品

˙ （シートਫ）住宅メーカーの高シェアにՃえて、ଠཅ光
パネル設ஔに͓けるՃ価値の高いアンカー製品のల開

「̇One Sumibe活動」による事業ԣஅでのソリューシϣン提案力

リ
ス
ク

˙ ϔルスケア関連製品に͓ける価格の下落、֎Պख術
の減少、ҩྍ機器ༀ事ڐೝ可の期化

˙ フィルϜ・シート事業での、プラスチックแ装製品の
૪ܹ化ڝ෩、ओ力製品のٯ

˙ 原材料価格の高騰

˙ ҩྍの高度化・低৵ऻྍ࣏拡大、࠶生ҩྍ業քのࢢ
場拡大

˙ フィルϜ・シート事業での、環境ରԠ材のニーζ拡
大、フードロスにରするҙࣝの高まり

˙ アイウエア、ϔッドアップσィスプϨイをは͡めとする
光ֶ製品のࢢ場拡大が成中

ओͳ4%(Tඪ

取క ઐࣥ行һ

খྛ 

業のਪҠʢ࣮ͱதܦظӦܭըʣ

中期経営計画期 （ؒ値は計画値）中期経営計画期 （ؒ値は計画値）

˔ 事業利益率˙ 売上ऩ益 ˙ 事業利益
（ԯԁ）
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戦略製品

2023年度振り返り 2024年度の事業戦略

　ϔルスケア関連では2021年10݄にS#カワスミが発足Ҏ来、
低৵ऻྍ࣏領域の݂内ྍ࣏σバイス͓よͼ、ফ化器内࣏ڸࢹ
ྍσバイスの品ͧΖえが๛となりシェアが拡大しました。
　フィルϜ・シート事業では、ҩༀ品แ装用P5Pは環境バイオマ
ス製品の上ࢢと高࣪製品が調で、աڈ最高の売上となりま
した。また、食品用แ装では環境ରԠや度อ࣋、ফඅ期ݶのԆ
といったニーζにରԠしたスキンパック製品のࢢ場ग़が進
み、拡ൢにつながっています。
　産業機性材料では、ओ力の൚用製品の量減少が響き減ऩ
となったものの、アイウエア、ϔッドアップσィスプϨイ用光ֶ材料
などのࠩผ化された機材製品へのసと、൚用材を中৺とした
生産効率化や価格ੋਖ਼も実ࢪしたことで、減ऩ૿益としています。
　そして、シートਫ事業では、ࠜのଠཅ光パネル設ஔ比率の
高まりを受け、ਫ一体型ソーラーアンカーが急৳し、ൢ 売・利
益にݙߩしました。新製品のࠜ材料スミルーフも֬実に量
૿Ճとଛ益վળができているため、ࠓ年度Ҏ߱も期を࣋って
力していきます。

৽製品のૣظ։ൃと収益力強化
ʢϔϧεέΞؔ࿈ʣ

01. 

・ ݂内ྍ࣏σバイスなどのࠩผ化製品の開発力を強化
し、新製品のパイプラインを拡大

・ バイオ事業は、࠶生ҩྍで顧客との協業により
高Ճ価値製品の開発を促進

・ ༀࢧԉではੳキットをアジアで拡ൢし、
ώトiPSࡉ๔をった生体฿システϜをج൫とした
事業の拡大

・ 不ࢉ࠾品の整理による製品ポートフォリオվ革と、
%9の推進による人生産性向上でऩ益力を強化

高γΣΞ製品のάϩーόϧల։を加
ʢフΟϧϜɾγートؔ࿈ʣ

03. 

・ ҩༀ品แ装用フィルϜは、環境ରԠラインナップ拡大と
PFAS替フィルϜの開発強化、モノマテリアルフィルϜ
の欧州スϖックインを図る

・ 産業用フィルϜは、中国OSA5向けに開発した高電
カバーテープを、アジア・アセアン新規顧客に拡大

・ 食品用フィルϜはスキンパックのೝ度を上げ新規ࢢ
場をग़

長ࢢͰのάϩーόϧల։
ʢ࢈業機能ੑࡐྉؔ࿈ʣ

02. 

・電動車やӡసࢧԉなどの先進自動車向け材料や、アイウ
エア・ϔッドアップσィスプϨイ用光ֶ材料などのࠩผ化
機製品をグローバルで強化し、事業ポートフォリオの
సをՃ

ॅྖҬの事業強化
ʢγートਫؔ࿈ʣ

04. 

・ Ϣニット部材によるプϨハブ工๏の価値を顧客とともに
ٻし、ࢪ工ํ๏も%9վ革推進

・ リフォーϜにも力し、ࠜ材などの新規ઓུ製品
とซͤたਫ関連事業の拡大を図る

ҩྍثػɾόΠΦ ϑΟϧϜɾγʔτ ྉࡐੑػ業࢈

γʔτਫ

アイウエア用光ֶ材料

ଠཅ光発電向けਫ部材

大動຺用ステントグラフト モノマテリアルP5P

スキンパック

.PSσバイス

ੜମ฿γεςϜ

ଁ器モσル

݂ 

ফ化ثɾڸࢹ 

ステアリングマイクロカテーテル

用ステント 大用ステント
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戦略製品

2023年度振り返り 2024年度の事業戦略

　ϔルスケア関連では2021年10݄にS#カワスミが発足Ҏ来、
低৵ऻྍ࣏領域の݂内ྍ࣏σバイス͓よͼ、ফ化器内࣏ڸࢹ
ྍσバイスの品ͧΖえが๛となりシェアが拡大しました。
　フィルϜ・シート事業では、ҩༀ品แ装用P5Pは環境バイオマ
ス製品の上ࢢと高࣪製品が調で、աڈ最高の売上となりま
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　そして、シートਫ事業では、ࠜのଠཅ光パネル設ஔ比率の
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૿Ճとଛ益վળができているため、ࠓ年度Ҏ߱も期を࣋って
力していきます。

৽製品のૣظ։ൃと収益力強化
ʢϔϧεέΞؔ࿈ʣ

01. 

・ ݂内ྍ࣏σバイスなどのࠩผ化製品の開発力を強化
し、新製品のパイプラインを拡大

・ バイオ事業は、࠶生ҩྍで顧客との協業により
高Ճ価値製品の開発を促進

・ ༀࢧԉではੳキットをアジアで拡ൢし、
ώトiPSࡉ๔をった生体฿システϜをج൫とした
事業の拡大

・ 不ࢉ࠾品の整理による製品ポートフォリオվ革と、
%9の推進による人生産性向上でऩ益力を強化

高γΣΞ製品のάϩーόϧల։を加
ʢフΟϧϜɾγートؔ࿈ʣ

03. 

・ ҩༀ品แ装用フィルϜは、環境ରԠラインナップ拡大と
PFAS替フィルϜの開発強化、モノマテリアルフィルϜ
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・ 食品用フィルϜはスキンパックのೝ度を上げ新規ࢢ
場をग़

長ࢢͰのάϩーόϧల։
ʢ࢈業機能ੑࡐྉؔ࿈ʣ

02. 

・電動車やӡసࢧԉなどの先進自動車向け材料や、アイウ
エア・ϔッドアップσィスプϨイ用光ֶ材料などのࠩผ化
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సをՃ

ॅྖҬの事業強化
ʢγートਫؔ࿈ʣ

04. 

・ Ϣニット部材によるプϨハブ工๏の価値を顧客とともに
ٻし、ࢪ工ํ๏も%9վ革推進

・ リフォーϜにも力し、ࠜ材などの新規ઓུ製品
とซͤたਫ関連事業の拡大を図る

ҩྍثػɾόΠΦ ϑΟϧϜɾγʔτ ྉࡐੑػ業࢈

γʔτਫ

アイウエア用光ֶ材料

ଠཅ光発電向けਫ部材

大動຺用ステントグラフト モノマテリアルP5P

スキンパック

.PSσバイス

ੜମ฿γεςϜ

ଁ器モσル

݂ 

ফ化ثɾڸࢹ 

ステアリングマイクロカテーテル

用ステント 大用ステント

Sumitomo Bakelite Co., Ltd. Integrated Report 2024 ΠϯトϩμΫγϣϯ トοϓϝοηーδ 価値のาΈと強Έ ըܭӦܦظӦのॏཁ՝ தܦ ઓུɾ事業ઓུࡒ ॏཁ՝へのΞΫγϣϯ

33



෭社長ºαεςφϏリςΟ୲һ ରஊ

   

Ҵ ɿ֞社グループの経営理೦は、サステナビリティのߟえํその
ものであり、従前より取り組みを行ってきました。サステナビリティ
推進ҕһ会は、社の最上ҐにҐஔするҕһ会で、その下部に
S%(sに関するࡦࢪのا画や実行を推進する「S%(s推進ҕһ会」、
カーボンニュートラルにかかΘる技術ݕ౼やશ製品のCFP（カー
ボンフットプリント）ࢉग़を進める「カーボンニュートラル推進ҕ
һ会」の΄か、「リスクマネジメントҕһ会」「コンプライアンスҕһ
会」の4つのҕһ会をஔき、それͧれの活動に指ࣔ�ঝೝをします。
めた201�年からサス࢝は社グループがS%(sの取り組みをࢲ
テナビリティ推進活動の指شをとってきました。
ԭɿ2023年4݄にはサステナビリティ推進のׂを୲うサステナ
ビリティ推進部が発足しました。その最も重要なׂは、期的
なサステナビリティઓུのࡦ定、提ݴ、実行をすることです。部の
メンバーがઐࣝと経ݧを積み重ね、より効果的なサステナ

ビリティ活動を行います。ઐ組৫のଘ在は、社内のҙࣝを高め、
社内֎との連携強化に立ちます。従業һにରしては、ڭҭプログ
ラϜやコミュニケーシϣン活動を通して、サステナビリティの重要
性や取り組みの価値もܒして͓り、社内のҙࣝ変革が促進され
ています。1社で取り組むのではなく、同༷な՝を๊えているا
業と積ۃ的にコミュニケーシϣンを取り、՝ղܾを目指します。
Ҵ ɿ֞サステナビリティ推進部にԭさΜを推નし、これまでࢲ
がめてきたS%(s推進ҕһ会ҕһも引き͗ܧました。社は、
201�年度にS%(s推進の४උプロジェクトを立ち上げましたが、
ԭさΜにはその際にओ力メンバーとして活動してもらった経Ң
があります。サステナビリティ関連の取り組みをよく理ղしてい
て、ਅ໘目で実行力があり、適だとߟえました。2023年に社
でॳのঁ性һになり、ޙࠓもݗ引してもらいたいと期してい
ます。
ԭɿこれまでҴ֞෭社が୲ってこられたサステナビリティ推進
のバトンを受け取ったことをਅに受けࢭめています。ࠓ年は

DialogueDialogueDialogueDialogue
αεςφϏϦςΟਪਐのότϯΛͭͳ͙

͢ࢦαεςφϒϧࣾձͱのڞੜ
20�0年ʹ͚ɺ環境ɾࣾ ձՁΛ࠷େ化�

αεςφϏϦςΟਪਐମ੍

サステナビリティ推進部（2023年4݄発足）が
શ社活動をओ導して推進

औకձ

αεςφϏϦςΟਪਐҕһձ

各部ʗ関係会社

S%(s
推進ҕһ会

C/�
推進ҕһ会

リスクマネジメント
ҕһ会

ঝೝ�指ࣔ ใ　ࠂ

ಜ ใ　ࠂ

ҕһɿ社ࣥ行һ
2か݄に1回ఔ度開࠵

コンプライアンス
ҕһ会

ˎカーボンニュートラル

2024年ですから、S%(sの期ݶである2030年まであと6年ऑで
す。たとえ、S%(sݙߩ製品の売上ऩ益比率を上げていく活動
は、2023年度には目標を前しで達成し60%をえましたが、
2030年度の目標である�0%Ҏ上を目指すにはさらなる推進が
ඞ要です。サステナビリティશൠに͓いても、ۙ 年は人的ࢿຊや
サステナブル調達など、従来よりもハイϨϕルな՝がଟあり
ます。́ かにも(9、%9、サーキュラーエコノミーなど、ॾ՝を
ਖ਼໘から受けࢭめて、いࢹでࡦࢪをߟえて実行していきます。
Ҵ ɿ֞これまではサステナビリティの֓೦をपするためにトッ
プμウンで進めてきましたが、े に理ղされたため、次のス
テージに進めていくきです。ԭさΜは、物ࠊがॊらかく୭もが
ҙ見をݴいやすい人ฑだとࢥいます。技術ऀとしての実績もあ
りますし、ࢲの฿をするのではなく、ੈ の中の変化をഽで感͡
ている現場のҙ見をٵい上げて、推進していくことを期してい
ます。

ԭɿ社はリスクマネジメントҕһ会の下部に5CF%タスクチー
Ϝをつくり、2040年の気ީ変動に関する機会とリスクを༧ଌし、

ओ要事業のシナリオੳを実ࢪしました。電動車を中৺とした
自動車関連製品、半導体関連製品、ৗԹอଘや度อ࣋機を
༗する食品แ装用高機フィルϜなどが「機会」になると見込Μ
でいます。また、電力などのエネルΪーや原材料価格の高騰や
カーボンプライスの導入などを「リスク」とଊえています。
Ҵ ɿ֞社グループでは、このような機会とリスクを౿まえてݚ
、開発を強化しています。このままԿもखをଧたなけれڀ
2040年は40ˆの気Թはたり前、෩�0メートルの෩が来
る可性もあります。そΜなੈքを回ආするために、技術開発や
設උࢿはඞਢです。用する原料や製品のഇغに関連してݴ
え、ݯࢿ循環（33ʴ3eneXable）の؍点から、ケミカルリサイ
クルやマテリアルリサイクル技術の֬立、バイオマス原料の活用
が不可ܽとೝࣝしています。また、新たなڀݚテーマは、すて
S%(sにݙߩすることが件です。ҕһ会やタスクチーϜなど、
組৫にいくつものԣ۲をுり巡らすことで、୭もが自͝ととし
てサステナビリティ活動に取り組むにして、ڀݚ開発を進め
ています。
ԭɿ「環境ビジϣン2050（ネットθロ）」は、ຊのഉग़減
目標にԊった2030年度の減目標を2023年度に前して達
成しました。そこで、パリ協定1�5ˆج४にԊった、より高い減
目標に切り替えて、SDoQe12にՃえSDoQe3をؚめた()(ഉग़
量の減に取り組Μでいます。国際的なഉग़減目標である
S#5i（SDienDe #aseE 5arHet initiatiWe）のೝ証取得に向けて
進めています。また、ۙ 年ではサプライチェーンの下に͓ける

製品・サービス用࣌の「減ݙߩ量」という֓೦もग़てきまし
た。自社はもとより、͓ 客さまとその先のバリューチェーンをؚ
めた減をߟえなくてはなりまͤΜ。2050年のカーボンニュー
トラル達成に向けて、ઓをଓけていきます。社グループでѻ
う製品の用途は෯いため、ᶃݯࢿ、ᶄエネルΪー�লエネル
Ϊー、ᶅ寿命、ᶆ33、ᶇ環境ରࡦといった5つのࢹ点で、カー
ボンニュートラルへの取り組みを引きଓき推進していきます。
Ҵ ɿ֞プラスチックが生まれて100年あまり、その҆શ性、շ適さ、
ศ利さΏえに、ࢲたちのの回りにはプラスチックがあ;れてい
ます。一ํで、環境というキーワードから見れ、化ੴ೩料を
うプラスチックはマイナスイメージが先行しがちです。だからこそ、
社グループは、プラスチックの機をٻして、環境・社会に
。する製品をੈの中にૹりग़していかなけれなりまͤΜݙߩ
զʑが目指しているのは、プラスチックが共生できるサステナブ
ル社会の実現です。

環境ɾࣾ ձՁの
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ݯࢿ 長ण໋

バイオマスフィルϜ 光回࿏材料 期ٱ性ਫシステϜ

低Թ硬化材、ৗԹอ材 ި性ポリカシート 熱硬化性樹脂の
 ケミカル�マテリアルリサイクル技術

VOCフェノール樹脂シートϨアメタル回ऩのための
熱硬化性樹脂のқղ体材料

˔バイオマス原料
˔෭生CO2活用
（プラスチック合成技術）

˔軽量化部材
˔エネ�電部材
˔熱マネジメント部材
˔লエネルΪーݙߩ材料

˔高ި性
˔高信頼性

˔リサイクルプロセス
˔қղ体樹脂
˔モノマテリアル化
˔減༰化・ബ化
˔リサイクル原料

生可エネルΪー拡大࠶˔
˔電気ボイラー化
˔VOC※2低減

リグニン変性樹脂 フラン樹脂 શ製品のCFP※3

価値提供への取り組み

Τω�লΤω 環ڥର1˞33ࡦ

ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧの
औりΈ
ʙٕज़ɾ製品։ൃʙ

※1  33�3eEuDe 3euse 3eDZDle
※2  VOCɿش発性༗機化合物
※3  CFP�̘ arbon FootQrint of ProEuDts

2030年のઌΛݟਾ͑ͯɺϓϥενοΫの
৽ͨͳՁΛ͢Δ

環ڥɾ社会価値の
෭社長ºαεςφϏリςΟ୲һ ରஊ
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Ҵ ɿ֞社グループの経営理೦は、サステナビリティのߟえํその
ものであり、従前より取り組みを行ってきました。サステナビリティ
推進ҕһ会は、社の最上ҐにҐஔするҕһ会で、その下部に
S%(sに関するࡦࢪのا画や実行を推進する「S%(s推進ҕһ会」、
カーボンニュートラルにかかΘる技術ݕ౼やશ製品のCFP（カー
ボンフットプリント）ࢉग़を進める「カーボンニュートラル推進ҕ
һ会」の΄か、「リスクマネジメントҕһ会」「コンプライアンスҕһ
会」の4つのҕһ会をஔき、それͧれの活動に指ࣔ�ঝೝをします。
めた201�年からサス࢝は社グループがS%(sの取り組みをࢲ
テナビリティ推進活動の指شをとってきました。
ԭɿ2023年4݄にはサステナビリティ推進のׂを୲うサステナ
ビリティ推進部が発足しました。その最も重要なׂは、期的
なサステナビリティઓུのࡦ定、提ݴ、実行をすることです。部の
メンバーがઐࣝと経ݧを積み重ね、より効果的なサステナ

ビリティ活動を行います。ઐ組৫のଘ在は、社内のҙࣝを高め、
社内֎との連携強化に立ちます。従業һにରしては、ڭҭプログ
ラϜやコミュニケーシϣン活動を通して、サステナビリティの重要
性や取り組みの価値もܒして͓り、社内のҙࣝ変革が促進され
ています。1社で取り組むのではなく、同༷な՝を๊えているا
業と積ۃ的にコミュニケーシϣンを取り、՝ղܾを目指します。
Ҵ ɿ֞サステナビリティ推進部にԭさΜを推નし、これまでࢲ
がめてきたS%(s推進ҕһ会ҕһも引き͗ܧました。社は、
201�年度にS%(s推進の४උプロジェクトを立ち上げましたが、
ԭさΜにはその際にओ力メンバーとして活動してもらった経Ң
があります。サステナビリティ関連の取り組みをよく理ղしてい
て、ਅ໘目で実行力があり、適だとߟえました。2023年に社
でॳのঁ性һになり、ޙࠓもݗ引してもらいたいと期してい
ます。
ԭɿこれまでҴ֞෭社が୲ってこられたサステナビリティ推進
のバトンを受け取ったことをਅに受けࢭめています。ࠓ年は

2024年ですから、S%(sの期ݶである2030年まであと6年ऑで
す。たとえ、S%(sݙߩ製品の売上ऩ益比率を上げていく活動
は、2023年度には目標を前しで達成し60%をえましたが、
2030年度の目標である�0%Ҏ上を目指すにはさらなる推進が
ඞ要です。サステナビリティશൠに͓いても、ۙ 年は人的ࢿຊや
サステナブル調達など、従来よりもハイϨϕルな՝がଟあり
ます。́ かにも(9、%9、サーキュラーエコノミーなど、ॾ՝を
ਖ਼໘から受けࢭめて、いࢹでࡦࢪをߟえて実行していきます。
Ҵ ɿ֞これまではサステナビリティの֓೦をपするためにトッ
プμウンで進めてきましたが、े に理ղされたため、次のス
テージに進めていくきです。ԭさΜは、物ࠊがॊらかく୭もが
ҙ見をݴいやすい人ฑだとࢥいます。技術ऀとしての実績もあ
りますし、ࢲの฿をするのではなく、ੈ の中の変化をഽで感͡
ている現場のҙ見をٵい上げて、推進していくことを期してい
ます。

ԭɿ社はリスクマネジメントҕһ会の下部に5CF%タスクチー
Ϝをつくり、2040年の気ީ変動に関する機会とリスクを༧ଌし、

ओ要事業のシナリオੳを実ࢪしました。電動車を中৺とした
自動車関連製品、半導体関連製品、ৗԹอଘや度อ࣋機を
༗する食品แ装用高機フィルϜなどが「機会」になると見込Μ
でいます。また、電力などのエネルΪーや原材料価格の高騰や
カーボンプライスの導入などを「リスク」とଊえています。
Ҵ ɿ֞社グループでは、このような機会とリスクを౿まえてݚ
、開発を強化しています。このままԿもखをଧたなけれڀ
2040年は40ˆの気Թはたり前、෩�0メートルの෩が来
る可性もあります。そΜなੈքを回ආするために、技術開発や
設උࢿはඞਢです。用する原料や製品のഇغに関連してݴ
え、ݯࢿ循環（33ʴ3eneXable）の؍点から、ケミカルリサイ
クルやマテリアルリサイクル技術の֬立、バイオマス原料の活用
が不可ܽとೝࣝしています。また、新たなڀݚテーマは、すて
S%(sにݙߩすることが件です。ҕһ会やタスクチーϜなど、
組৫にいくつものԣ۲をுり巡らすことで、୭もが自͝ととし
てサステナビリティ活動に取り組むにして、ڀݚ開発を進め
ています。
ԭɿ「環境ビジϣン2050（ネットθロ）」は、ຊのഉग़減
目標にԊった2030年度の減目標を2023年度に前して達
成しました。そこで、パリ協定1�5ˆج४にԊった、より高い減
目標に切り替えて、SDoQe12にՃえSDoQe3をؚめた()(ഉग़
量の減に取り組Μでいます。国際的なഉग़減目標である
S#5i（SDienDe #aseE 5arHet initiatiWe）のೝ証取得に向けて
進めています。また、ۙ 年ではサプライチェーンの下に͓ける

製品・サービス用࣌の「減ݙߩ量」という֓೦もग़てきまし
た。自社はもとより、͓ 客さまとその先のバリューチェーンをؚ
めた減をߟえなくてはなりまͤΜ。2050年のカーボンニュー
トラル達成に向けて、ઓをଓけていきます。社グループでѻ
う製品の用途は෯いため、ᶃݯࢿ、ᶄエネルΪー�লエネル
Ϊー、ᶅ寿命、ᶆ33、ᶇ環境ରࡦといった5つのࢹ点で、カー
ボンニュートラルへの取り組みを引きଓき推進していきます。
Ҵ ɿ֞プラスチックが生まれて100年あまり、その҆શ性、շ適さ、
ศ利さΏえに、ࢲたちのの回りにはプラスチックがあ;れてい
ます。一ํで、環境というキーワードから見れ、化ੴ೩料を
うプラスチックはマイナスイメージが先行しがちです。だからこそ、
社グループは、プラスチックの機をٻして、環境・社会に
。する製品をੈの中にૹりग़していかなけれなりまͤΜݙߩ
զʑが目指しているのは、プラスチックが共生できるサステナブ
ル社会の実現です。

ݯࢿ 長ण໋

バイオマスフィルϜ 光回࿏材料 期ٱ性ਫシステϜ

低Թ硬化材、ৗԹอ材 ި性ポリカシート 熱硬化性樹脂の
 ケミカル�マテリアルリサイクル技術

VOCフェノール樹脂シートϨアメタル回ऩのための
熱硬化性樹脂のқղ体材料

˔バイオマス原料
˔෭生CO2活用
（プラスチック合成技術）

˔軽量化部材
˔エネ�電部材
˔熱マネジメント部材
˔লエネルΪーݙߩ材料

˔高ި性
˔高信頼性

˔リサイクルプロセス
˔қղ体樹脂
˔モノマテリアル化
˔減༰化・ബ化
˔リサイクル原料

生可エネルΪー拡大࠶˔
˔電気ボイラー化
˔VOC※2低減

リグニン変性樹脂 フラン樹脂 શ製品のCFP※3

価値提供への取り組み

Τω�লΤω 環ڥର1˞33ࡦ

ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧの
औりΈ
ʙٕज़ɾ製品։ൃʙ

※1  33�3eEuDe 3euse 3eDZDle
※2  VOCɿش発性༗機化合物
※3  CFP�̘ arbon FootQrint of ProEuDts

2030年のઌΛݟਾ͑ͯɺϓϥενοΫの
৽ͨͳՁΛ͢Δ

環ڥɾ社会価値の
෭社長ºαεςφϏリςΟ୲һ ରஊ
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SDGs貢献へのํ͑ߟ SDGs貢献製品ɾ貢献ٕज़ɾ貢献׆ಈೝఆのྲྀΕɾ࣮ ɾඪ

下هの（1）ʙ（�）のೝ定ରを一つҎ上ຬたすものをର
とする。
ॏ領域の4%(Tඪ

（1） 目標3ɿ݈ するものࢿの促進にࢱと߁
（2） 目標�ɿエネルΪー効率のվળ、新エネルΪー

（エネルΪーؚむ）の実現にࢿするもの
（3） 目標�ɿಇきがいと経ࡁ成にࢿするもの
（4） 目標�ɿ環境にྀした技術の拡大、産業と技術革新

のج൫にࢿするもの
（5） 目標12ɿഇغ物（食料をؚむ）、༗物࣭の減や

環境ෛՙ低減にࢿするもの、
リサイクル、লݯࢿ化の実現にࢿするもの

（6） 目標13ɿ気ީ変動へのରࡦ、気ީࡂ・自વࡂへの
適Ԡ力の強化にࢿするもの

（�） 目標14ɿւ༸・ւ༸ݯࢿのอશ・利用、ւ༸Ԛછの
・ࢭ減にࢿするもの重点領域Ҏ֎のS%(s目標

（�）上هの目標3、�、�、�、12、13、14Ҏ֎の
S%(s1�目標のうち、一つҎ上の目標達成へのݙߩ
にࢿするもの

社グループは201�年度より、製品・技術・活動のうち、S%(sにݙߩするものをS%(sݙߩ製品・ݙߩ技術・ݙߩ活動と
してೝ定しています。

ʲೝఆ対ʳ

৹߲ࠪͱఆج४
w ݙߩについての۩体的なઆ明ɿ実σータもしくは

ެ開ใにͮجき客؍的に値によりࣔされていること
w ݙߩするS%(s目標ɿ適切にબされていること

ʲೝఆのྲྀΕʳ

ʲඪʳ

2030年度ച্ऩӹൺ�0ˋҎ্

ʲ2023年度࣮ʳ
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※ 売上ऩ益比率は、S%(sݙߩ製品・ݙߩ技術の売上ऩ益×売上ऩ益（国際会計ج४ϕース）
によりࢉ定しています。

֤事業෦ʢؔ࿈ձؚࣾΉʣ
ਃऀ ૭ޱ ౷һ

ਃॻ࡞ ਃのঝೝɾ൱ೝਃॻऔりまとΊ

4%(Tਪਐҕһձ
৹ࠪ

ҕһ��෭ҕһ��ҕһ
৹ࠪձ४උ
ࣄװ

αεςφϏϦςΟਪਐҕһձ

ҕһ��෭ҕһ��ҕһ
ೝఆ݁Ռのঝೝɾ൱ೝ

　社グループのS%(sの取り組みは、「S%(sの取り組み
ʹ社会のニーζʹ社の事業目的・جຊํ（社ੋ）」として
΄΅等しくつながっているという理ղのもとに行Θれてい
ます。S%(sは社グループがプラスチックメーカーとし
て進むきํ向をࣔしてくれる拠りॴの一つであるとߟえ
ています。S%(sは1�の目標と、それらを達成するための
16�の۩体的なターήットで構成されていますが、社グ
ループの事業、強みが生かͤる目標を重点領域目標と
して「6�1」と定めています。サステナビリティ推進に向け
た経営の重要՝として、環境・社会価値のをڍげて
͓り、その中でS%(sݙߩに取り組Μでいます。社グルー
プの製品・技術・活動のうち、S%(sにݙߩするものをS%(s
活動としてೝ定しています。ターݙߩ・技術ݙߩ・製品ݙߩ
ήットが適切にબされていること、۩体的なઆ明が実
σータもしくはެ開ใにͮجき客؍的な値によりࣔさ
れていることを定ج४とし、S%(s推進ҕһ会でೝ定し、
サステナビリティ推進ҕһ会でঝೝを行って͓り、年ʑ売
上ऩ益に͓けるS%(sݙߩ製品比率は高まっています。

ॅ༑ϕーΫϥΠトͰ貢献Ͱ͖Δ�ͭのඪと
社会શମͰ貢献͖͢1ͭのඪ

ʮ�ʴ�ʯ
ॅ༑ϕʔΫϥΠτの4%(Tॏ領域ඪ

環ڥɾ社会価値の
SDGs貢献製品の૿େ

4%(Tݙߩ製品ɾٕݙߩज़のച্ऩӹʢ࿈݁ʣ

���

環ڥɾ社会価値の
SDGs貢献製品の૿େ

දతͳSDGs貢献製品

ઢΧοτ
ϙϦΧʔϘωʔτγʔτ

　「ポリカエースὼ」熱ઢࣹグϨードは特घな熱ઢ
ࣹフィラーをポリカーボネートに࿅り込むことにより、
従来の熱ઢٵऩグϨードよりもさらに高い熱ઢカット効
果を実現しました。（熱ઢカット率��ˋ）
　高い熱ઢカット効果によるプϨート下部への熱低減が
লエネルΪー・շ適性にݙߩします。また、パネルは光
のあるシルバー৭調で෯い用途に用できます。

ύϫʔϞδϡʔϧ༻
ӷঢ়ΤϙΩγथࢷ

　パワーモジュール（ケースタイプ）の෧ࢭを従来のシ
リコーンήルからຊ製品にすることで、素材が࣋つ高
熱性と低ઢு係により、ৗԹから高Թ࣌の合部材
などへのԠ力が低減し、パワーモジュールの期信頼性
向上にݙߩします。

ΠϨενϡʔϒγϦʔζ

　イϨウス（のࡥڱ・ด࠹）にରして、ඓ・ᡗか
らૠ入したチューブをհして内の減ѹ・ٵ引を目的
に用される製品であり、特にૣ期イϨウスにରするॳ
期ྍ࣏でվળがೝめられます。
　未用࣌に比ֱして、อଘ的ྍ࣏から֎Պख術へҠ行
するׂ合を大෯に制することでऀױの術ޙ社会復ؼ、
クオリティオブライフ向上にݙߩします。

ਫγʔτҰମܕ
ιʔϥʔΞϯΧʔ

　ຊਫアンカーは、ਫࢪ工ޙの取りけを可と
し、ࢪ工が؆қとなります。シートと一体化すること
で、ਫの信頼性も高くシートਫと同͡อ証年と
期かつݻ定強度もソーラーパネル発電อ証強度の2ഒҎ
上とेな信頼性を֬อでき、ソーラーパネルの設ஔ信
頼度の向上、それにう発電にݙߩします。

 9.4 環境ྀ技術拡大
 13.1 気ީࡂ・自વࡂにରする適Ԡ力強化
 13.2 気ީ変動ରࡦ

 8.1 一人たりの経ࡁ成࣋ଓ

 13.1 気ީࡂ・自વࡂにରする適Ԡ力強化

 7.3 エネルΪー効率վળ
 9.4 環境ྀ技術拡大
 13.2 気ީ変動ରࡦ

৽ͨʹೝఆ͞ΕͨSDGs貢献製品

　パワー半導体のઈԑอޢບとしてはこれまでネガ型
バッファーコートが用されて͓り、༗機༹ࡎ現૾液が
用されていました。ポジ型バッファーコートの՝で
あった下材とのີ着性をվળ、アウトガスの発生をղ
ܾすることでパワー半導体に適用可となりました。こ
れにより、ຊ製品を適用することで、現૾機を༗機༹ࡎ
からアルカリਫ༹液へஔきえることが可となり、化
ֶ物࣭の放ग़減にݙߩします。

ύϫʔಋମ༻όοϑΝʔίʔτࡐ

 12.4 化ֶ物࣭の放ग़減
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環ڥɾ社会価値の
SDGs貢献製品の૿େ

දతͳSDGs貢献製品

ઢΧοτ
ϙϦΧʔϘωʔτγʔτ

　「ポリカエースὼ」熱ઢࣹグϨードは特घな熱ઢ
ࣹフィラーをポリカーボネートに࿅り込むことにより、
従来の熱ઢٵऩグϨードよりもさらに高い熱ઢカット効
果を実現しました。（熱ઢカット率��ˋ）
　高い熱ઢカット効果によるプϨート下部への熱低減が
লエネルΪー・շ適性にݙߩします。また、パネルは光
のあるシルバー৭調で෯い用途に用できます。

ύϫʔϞδϡʔϧ༻
ӷঢ়ΤϙΩγथࢷ

　パワーモジュール（ケースタイプ）の෧ࢭを従来のシ
リコーンήルからຊ製品にすることで、素材が࣋つ高
熱性と低ઢு係により、ৗԹから高Թ࣌の合部材
などへのԠ力が低減し、パワーモジュールの期信頼性
向上にݙߩします。

ΠϨενϡʔϒγϦʔζ

　イϨウス（のࡥڱ・ด࠹）にରして、ඓ・ᡗか
らૠ入したチューブをհして内の減ѹ・ٵ引を目的
に用される製品であり、特にૣ期イϨウスにରするॳ
期ྍ࣏でվળがೝめられます。
　未用࣌に比ֱして、อଘ的ྍ࣏から֎Պख術へҠ行
するׂ合を大෯に制することでऀױの術ޙ社会復ؼ、
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ਫγʔτҰମܕ
ιʔϥʔΞϯΧʔ

　ຊਫアンカーは、ਫࢪ工ޙの取りけを可と
し、ࢪ工が؆қとなります。シートと一体化すること
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 9.4 環境ྀ技術拡大
 13.1 気ީࡂ・自વࡂにରする適Ԡ力強化
 13.2 気ީ変動ରࡦ

 8.1 一人たりの経ࡁ成࣋ଓ

 13.1 気ީࡂ・自વࡂにରする適Ԡ力強化

 7.3 エネルΪー効率վળ
 9.4 環境ྀ技術拡大
 13.2 気ީ変動ରࡦ

৽ͨʹೝఆ͞ΕͨSDGs貢献製品

　パワー半導体のઈԑอޢບとしてはこれまでネガ型
バッファーコートが用されて͓り、༗機༹ࡎ現૾液が
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ֶ物࣭の放ग़減にݙߩします。

ύϫʔಋମ༻όοϑΝʔίʔτࡐ

 12.4 化ֶ物࣭の放ग़減
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ॅ༑ϕーΫϥΠトάϧーϓのʮ環ڥϏδϣϯ20�0ʢωοトθϩʣʯ

　社グループが事業を行うためには、ٿ環境から得られるݯࢿやエネルΪーがܽかͤまͤ
Μ。一ํ、事業活動を通͡てഇغ物や大気へのഉग़、ഉਫ等がඞず発生します。このため、環境
関連๏規を順कし、ٿ環境に与えるෛՙをۃখ化しながら事業活動を行うとともに、製品・
サービスを通͡て社会શ体の環境ෛՙを低減する取り組みが重要であるとߟえています。
　社グループでは、の2050年カーボンニュートラルએݴ（2020年）、͓ よͼそれにଓ
く2030年()(46%Ҏ上減（2013年度比）目標の提ࣔに合Θͤて、2050目標「カーボン
ニュートラルにઓ」、2030目標「CO2ഉग़量46%Ҏ上減（2013年度比）」を2021年度に

ըࢀ変ಈϓϩάϥϜへのऔΓΈɾ5$'DのऔΓΈɾG9リーάへのީؾ
　C%P2023※2の調ࠪでは、ӡ用ࢿ産૯ֹ136兆米ドルに達する�40の機関ࢿ家をද
して調ࠪが行Θれ、23000社Ҏ上のا業が、C%Pを通͡て環境σータを開ࣔしています。
社グループは、2023年度のC%Pの回要にରԠし、2024年2݄、気ީ変動「Aʵ」、ਫセ
キュリティ「#」ධ価を受けました。2024年度も、気ީ変動͓よͼਫセキュリティへの回要
を受けて͓り、回を行いました。また、2021年2݄にࢍ同をද明した5CF%の取り組み
については、ウェブサイトでհしています。
　新たな取り組みとしては、2022年度経ࡁ産業লがެදした「(9リーグجຊ構」へのࢍ

SDoQe 1
プロセス効率վ革
生可エネルΪー由来の電力への切り替え࠶
ଠཅ光発電の導入

ボイラーの電化
ਫ素・アンモニア೩料の導入

カテΰリー 1ɼ4ɼ5ɼ12の減

SDoQe 2

SDoQe 3
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13年度比 ˛4�ˋ

2050年
ネットθロへઓ

設定し取り組Μできましたが、2023年度にはCO2ഉग़量減実績が4�%と目標を前しで
達成することができました。S#5iೝ定取得（1�5ˆ目標相）を目指すため、2024年2݄に
S#5iへのコミットメントを行い、次のように目標を見しました。

  2050目標　「カーボンニュートラルにઓ」

  2030目標　()(ഉग़量　「スコープ1ʴ2ɿ4�ˋҎ上減（2021年度比）」 
「スコープ3　  ɿ25ˋҎ上減（2021年度比）」

同のද明にଓき、2023年5݄にࢀ画ا業となった「(9リーグ※3」については、住༑ϕークラ
イト国内グループに͓ける目標値を設定し取り組みを進めています。
　社グループはޙࠓも、気ީ変動にかかΘるリスク͓よͼ機会に関する積ۃ的なใ開
ࣔを行い、ステークϗルμーのօさまへのઆ明を果たしていきます。

※1 .aterial FloX Cost ADDountinH（マテリアルフローコスト会計）のུで、環境ෛՙ低減とコスト低減の྆立を同࣌にٻすることを目的とした環境
理会計のख๏です。社グループではੳख๏として活用しています。

※2 C%PɿҎ前の「5he Carbon %isDlosure ProKeDt」。現在は「C%P」がਖ਼໊ࣜশ。
※3 (9リーグɿ2050年カーボンニュートラル実現と社会変革を見ਾえて、(9ϔのઓを行い、現在͓よͼ未来

社会に͓ける࣋ଓ的な成実現を目指すا業が同༷の取り組みを行うا業܈を・ֶ とともに協ಇする場。

環境Ϗδϣϯ20�0ʢωοτθϩʣɹ

0���()(ഉग़ ʢྔ4DPQF��ɺ2ʣΛɺ20�0年lθϩzʹ͚ͯ戦͠·͢ɻ

02��αϓϥΠνΣʔϯΛؚΊͨ()(͠ݙߩʹݮ·͢ɻ

˔�ライϑαイΫϧの()(ݮをྀߟした։ൃ�
ʢޮߴ、ܰ ྔԽߴ、 ण໋、ϦαイΫϧ、όイオϚス、ϞϊϚςϦΞϧԽɿ-$"׆༻ʣ
˔�αプライνΣーϯとのྗڠ

˔�লΤωϧΪー׆動ɾ.'$"˞׆�動ɾプϩセスޮվֵにΑり、()(ഉग़ྔをݮ
˔�ϘイラーのిԽ、水ૉΞϯϞχΞ೩ྉのಋೖ
ੜՄΤωϧΪー༝དྷのిྗのׂ߹を૿やす࠶、いͭͭߦ情のѲをࣄのిྗࠃ֤�˔

環ڥɾ社会価値の
環ڥϏδϣϯ20�0

　IC5では、AIサーバーなど高・大༰量通信をক来ࢧえる
光電༥合技術に関して、光回࿏材料をૣ期にࢢ場へల開す
く光回࿏事業開発部とともにマーケティング活動を行って
います。
　モビリティでは、樹脂化e-Axleやパワーモジュール関連
材料で各事業部と連携をਂめながらビジネス拡大にめ、
新領域であるeV5O-（電動ਨ着機）のモーターなどに
も社技術をల開しています。さらに、̓ શ・̓ ৺をࢧえる
A%AS（先進ӡసࢧԉシステϜ）にかかΘる光通信でも光回
࿏材料の技術を生かしていきます。
　ϔルスケアでは、༧ҩྍやԕִҩྍなどで期されるバ
イタルセンシング技術関連材料へのニーζを顧客よりώア
リングし、ڀݚॴへ՝を落とし込み、材料開発にݙߩして
いきます。
　エネルΪーではカーボンニュートラルにݙߩするক来༗
な࠶生エネルΪーに目し、グローバルにల開してい
るメンバーでマーケティングを行っています。
　このように各領域で期的なࢹ点を࣋って、新たな価値を
શ社力でग़できるよう進めます。

　重点領域で「顧客との共」を実現するために、社グルー
プは装ஔメーカーや原料メーカー、アカσミアなどとも協
業して、顧客にソリューシϣンを提案し、価値をしてい
きます。また、社グループの技術や製品を顧客にってい
ただくプロモーシϣン活動も重要です。۩体的には各域
で開࠵されている大規なలࣔ会へのग़లや重要顧客への
インハウスలࣔ会です。これらのイϕントは「One Sumibe
活動」の一環として各事業部ともີに連携を図りなが
ら、顧客にマッチしたలࣔ品や見ͤํの工を行い、ํに
とって༗ҙٛなలࣔ会となるよう৺ֻけています。ಓな
取り組みとコミュニケーシϣンの工が次のステップへと
つながっていくのです。

　ಓなマーケティング活動やطଘ事業の顧客との関係か
らともに新しい価値をする取り組みが࢝まっています。
 社 グ ル ー プ は「CS（顧 客 ຬ 足）向 上」を20年 Ҏ 上 前 か ら
ᨳって͓り、顧客のをฉき、ともに՝に取り組むا業෩
があります。社グループが経営の重要՝としてܝげ
た「環境・社会価値の」の実現をՃしていくために、よ
りଟくの顧客と新たな価値のを目指していきたいとߟ
えています。
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　グローバルマーケティングຊ部は社グループが࣋つ技
術༏Ґ性や事業領域をख़したメンバーが෯いࢹを
って、શ社製品のマーケティングを行う組৫です。「新」に࣋
こだΘりを࣋ち、「新領域」へのࢀ入や「新ࢢ場」のग़を目
指しています。そして、そのために重要なのが「顧客との共
」です。新しいで先進的なڀݚ開発を行っている顧客
を見ۃめて関係構築を図っていきます。

グローバルマーケティングຊ部はຊにՃえて、中国、欧
州、米国といった社グループがビジネスを行うओ要域に
人材をஔし、さらに、ࢢ場拡大が見込まれるインドにも
2024年に社һをݣしました。グローバルにஔされたメ
ンバーが定期的にコミュニケーシϣンを取り合い、一体感を
たちが特に目していࢲ、って取り組Μでいます。そして࣋
るは、શ社で重点領域と定めたIC5、モビリティ、ϔルス
ケアと、さらにエネルΪーです。これらの領域はࢢ場規が
大きく、%9や(9に関連しているのでޙࠓの成性も期で
き、社会にݙߩできるです。શ社の各部とコミュニケー
シϣンを取り合い、One Sumibeで新しいのマーケティ
ングを行います。
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෭社ࣥ行һ
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きます。また、社グループの技術や製品を顧客にってい
ただくプロモーシϣン活動も重要です。۩体的には各域
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た「環境・社会価値の」の実現をՃしていくために、よ
りଟくの顧客と新たな価値のを目指していきたいとߟ
えています。

ॅ༑ిؾ業ࣜגձ༷ࣾ�º�ॅ༑ϕʔΫϥΠτ

2026年度実用化を目指す車ࡌ用光ハーネスシステϜの
モックアップ（住༑電気工業༷͝提供）

光回࿏フィルϜ（ࣸਅࠨ）とコネクタポリマー光導࿏
（ࣸਅӈ）

ޫذίωΫλंࡌ༻ޫϋʔωε
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車ࡌ用ワイϠーハーネスは、このରԠのために電ઢをଠくする
ඞ要があり、ハーネス重量の૿Ճや車体組みけがࠔになる
などの՝が生͡ています。
　住༑電気工業༷は、光通信技術とワイϠーハーネス技術で高
い技術力を࣋って͓り、これらを組み合Θͤた光ハーネスの製
品化を目指しています。光ハーネスは光ファイバなどܘࡉ、かつ
軽量な材料を用いて信߸ૹすることで、高・大༰量通信と軽
量化を྆立できる点が特となります。
　しかし、光ファイバには࣌のଛࣦ૿Ճなど技術的な՝
もあり、ղܾに向けて自由に光回࿏をでき、ଛࣦも少な
い社開発のポリマー光導࿏を提案しました。住༑電気工業
༷にはこの機にメリットを感͡ていただき、光ハーネスと組
み合Θͤた製品開発に取り組Μでいます。
　2023年度には国内֎のలࣔ会で開発品を用いたө૾ૹσ
モをలࣔし、自動車メーカーや部品メーカーからも強い関৺を
をࡌいただきました。現在は、2030年を目途に用車ͤد͓
目指して開発を進めています。

振ɾਖੑΛඋ͑ͨޫذίωΫλΛ։ൃ

　グローバルマーケティングຊ部は社グループが࣋つ技
術༏Ґ性や事業領域をख़したメンバーが෯いࢹを
って、શ社製品のマーケティングを行う組৫です。「新」に࣋
こだΘりを࣋ち、「新領域」へのࢀ入や「新ࢢ場」のग़を目
指しています。そして、そのために重要なのが「顧客との共
」です。新しいで先進的なڀݚ開発を行っている顧客
を見ۃめて関係構築を図っていきます。

グローバルマーケティングຊ部はຊにՃえて、中国、欧
州、米国といった社グループがビジネスを行うओ要域に
人材をஔし、さらに、ࢢ場拡大が見込まれるインドにも
2024年に社һをݣしました。グローバルにஔされたメ
ンバーが定期的にコミュニケーシϣンを取り合い、一体感を
たちが特に目していࢲ、って取り組Μでいます。そして࣋
るは、શ社で重点領域と定めたIC5、モビリティ、ϔルス
ケアと、さらにエネルΪーです。これらの領域はࢢ場規が
大きく、%9や(9に関連しているのでޙࠓの成性も期で
き、社会にݙߩできるです。શ社の各部とコミュニケー
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ʮ٬ސͱのڞʯΛ࣮͢ݱΔͨΊʹ
Λங͘٬ͱのؔސ

ʮ٬ސͱのڞʯʹ Αりɺ
৽ͨͳ環境ɾࣾ ձՁのग़

価値のΞΫηϧʗ٬ސとのڞ
άϩーόϧϚーέςΟϯά୲һϝοηーδ

車ࡌ用光コネクタº2
（EC6ଆ）　

車ࡌ用光コネクタº1
（カメラモジュールଆ）

マルチモード型
光ファイバ

社 光ذコネクタ
（2・ૹ受信）
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ాத ް

2024年度CS�One Sumibe体制

社グループは1���年に「CS（顧客ຬ足）向上」をܝげ、顧
客のにࣖをけ一ॹに՝ղܾに取り組み、信頼関係を構
築することで事業ج൫を強ݻなものにしてきました。このCS
のਫ਼ਆは社グループの事業ӡ営のجຊ的なߟえํとしてࠜ
いています。
　CS向上のためのࡦࢪは、社をҕһとする「CS推進ҕ
һ会」でٞされています。この3年ؒのํは「顧客ຬ足」
から一า౿み込Μだ「顧客感動」を目指し、従業һのҙࣝվ
革を促すとともに活動の見える化を促進することです。こ
のࡦࢪの一つが「One Sumibe活動」です。

　「One Sumibe活動」は、201�年にCS向上のߟえのもと、各
事業部がԣஅ的に連携し、顧客に社グループとしてソ
リューシϣンを提供していくためにスタートしました。

「Sumibe」 とは、住༑ϕークライトにѪ着を࣋ってくださっ
ている͓客さまや社グループの従業һがҎ前からݺΜでい
る「住（スミϕ）」というѪশから取りました。ॳは、社
グループがより強ݻな関係を構築していきたい重要な顧客に
ରして部ԣஅのチーϜ（「重点顧客実ફチーϜ」）を݁成し、
さまざまな活動をしてきました。従来の部ॎׂりの進めํ
ではなかなか実現できなかった顧客事業ॴでのશ社技術・製
品のインハウスలࣔ会などで実績を積みながら、ଟくの顧客
との信頼関係を築いてきました。
　「One Sumibe活動」は、CS推進ҕһ会のもとで営業ຊ部
や事業部がࢀ画するOne Sumibe推進協ٞ会でຖ年の活動
をا画・実行・Ϩビューしています。最ॳは、顧客との関係構
築にओ؟をஔいた「One Sumibe活動」でしたが、部ԣஅの

活動が社内の活性化につながることがΘかってきました。重
点顧客実ફチーϜで活動したメンバーはをそΖえて、「ԣの
つながりができてྑかった」とݴうのです。そこで、中期経営
計画が新しくなるこのタイミングで、վめてOne Sumibeの
理のありたい࢟を見し「自的な連携で、新たな価値を
するOne Sumibe活動」と定めました。この新中期経営計
画の目標は「One Sumibeが組৫จ化として国内֎、製ൢݚ、
拠点をΘず、ࠜ いている」状ଶとして、これまでの営業・
マーケティングのメンバーを中৺とした重点顧客実ફチーϜ
にՃえて、ڀݚや工場のメンバーもࢀ画する「重点領域拡ൢ
チーϜ」や各部の取り組みのใ共༗を進め、グループ内の
連携をさらに強く、ଠくしていく「インフルエンサーチーϜ」
を݁成しました。これらの活動を༗機的につなげていき、͓
客さまが感動するような製品・サービスをಧけていきたいと
。えていますߟ

ॅ༑ϕʔΫϥΠτάϧʔϓの$4ʢ٬ސຬʣ্

৫ԣஅͰ٬ސのਅのχʔζʹ応͑Δ
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価値のΞΫηϧʗ٬ސとのڞ
0OF SVNJCF׆ಈ ୲һϝοηーδ
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2024年度CS�One Sumibe体制

社グループは1���年に「CS（顧客ຬ足）向上」をܝげ、顧
客のにࣖをけ一ॹに՝ղܾに取り組み、信頼関係を構
築することで事業ج൫を強ݻなものにしてきました。このCS
のਫ਼ਆは社グループの事業ӡ営のجຊ的なߟえํとしてࠜ
いています。
　CS向上のためのࡦࢪは、社をҕһとする「CS推進ҕ
һ会」でٞされています。この3年ؒのํは「顧客ຬ足」
から一า౿み込Μだ「顧客感動」を目指し、従業һのҙࣝվ
革を促すとともに活動の見える化を促進することです。こ
のࡦࢪの一つが「One Sumibe活動」です。

　「One Sumibe活動」は、201�年にCS向上のߟえのもと、各
事業部がԣஅ的に連携し、顧客に社グループとしてソ
リューシϣンを提供していくためにスタートしました。

「Sumibe」 とは、住༑ϕークライトにѪ着を࣋ってくださっ
ている͓客さまや社グループの従業һがҎ前からݺΜでい
る「住（スミϕ）」というѪশから取りました。ॳは、社
グループがより強ݻな関係を構築していきたい重要な顧客に
ରして部ԣஅのチーϜ（「重点顧客実ફチーϜ」）を݁成し、
さまざまな活動をしてきました。従来の部ॎׂりの進めํ
ではなかなか実現できなかった顧客事業ॴでのશ社技術・製
品のインハウスలࣔ会などで実績を積みながら、ଟくの顧客
との信頼関係を築いてきました。
　「One Sumibe活動」は、CS推進ҕһ会のもとで営業ຊ部
や事業部がࢀ画するOne Sumibe推進協ٞ会でຖ年の活動
をا画・実行・Ϩビューしています。最ॳは、顧客との関係構
築にओ؟をஔいた「One Sumibe活動」でしたが、部ԣஅの

活動が社内の活性化につながることがΘかってきました。重
点顧客実ફチーϜで活動したメンバーはをそΖえて、「ԣの
つながりができてྑかった」とݴうのです。そこで、中期経営
計画が新しくなるこのタイミングで、վめてOne Sumibeの
理のありたい࢟を見し「自的な連携で、新たな価値を
するOne Sumibe活動」と定めました。この新中期経営計
画の目標は「One Sumibeが組৫จ化として国内֎、製ൢݚ、
拠点をΘず、ࠜ いている」状ଶとして、これまでの営業・
マーケティングのメンバーを中৺とした重点顧客実ફチーϜ
にՃえて、ڀݚや工場のメンバーもࢀ画する「重点領域拡ൢ
チーϜ」や各部の取り組みのใ共༗を進め、グループ内の
連携をさらに強く、ଠくしていく「インフルエンサーチーϜ」
を݁成しました。これらの活動を༗機的につなげていき、͓
客さまが感動するような製品・サービスをಧけていきたいと
。えていますߟ
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2024年度よりશ事業セグメントにかかΘる重点領域にର
して、՝型で自的に取り組む「重点領域拡ൢチーϜ」
を発足しました。取り組む領域はパワーモジュールです。パ
ワーモジュールはଠཅ光発電や෩力発電、మಓ、電動車、産
業機器、サーバーなど、エネルΪー効率がٻめられるで
利用される半導体σバイスで、パワー半導体やपล回࿏が
1パッケージ化されています。パワーモジュールは、লエネ
や環境へのྀがٻめられる現社会に͓いて需要がます
ます拡大すると見込まれています。そして、エネルΪー効率
を高めるために、さらなる高性化がٻめられています。
　「重点領域拡ൢチーϜ」の一つとして݁成されたパワーモ
ジュール・チーϜには各事業部から自ओ的にूまった営
業、マーケティングやڀݚ開発のメンバーがそΖっていま
す。各事業部が࣋つ素材や技術をマーケティング୲ऀ
がੈք中の顧客にհし、顧客が๊えている՝を֬ೝし
ています。技術的な՝はڀݚ開発のメンバーにもつͿさ
に共༗され、社グループが࣋つ高機な材料の組み合Θ
ͤにより、パワーモジュールの機向上につながるソリュー
シϣンの提案を行っています。
　社グループは、高性なパワーモジュールにٻめられ
る特性を༗した材料を各事業部でอ༗して͓り、1छྨの
材料でもෳの材料の組み合Θͤでも顧客のニーζに合Θ
ͤて提案できる点が強みです。パワーモジュールには、用途
や機にԠ͡て「モールドタイプ」や「ケースタイプ」といっ
た構がありますが、それͧれの構にԠ͡た๛な材料
ラインナップがあります。
　パワーモジュールの領域にશ社力を݁ूし、顧客ととも
に新たな環境・社会価値をしていきます。

શࣾのॏ領域Λ՝ܕͰऔりΉ
ʙύϫʔϞδϡʔϧɾνʔϜʙ

価値のΞΫηϧʗ٬ސとのڞ
0OF SVNJCF׆ಈ

エネルΪー మಓ 電動車 産業機器 サーバー

ύϫーϞδϡーϧɾνーϜのϝϯόーの

ϞʔϧυλΠϓ

ύϫーϞδϡーϧの༻్ྫ

༻్機能ʹ応ͯ͡ҟͳΔλΠϓのύϫーϞδϡーϧとॅ༑ϕーΫϥΠトのࡐྉϥΠϯφοϓ

έʔελΠϓ

パワーモジュール用材料ラインナップ

高5Hエポキシ෧ࢭ材料 シンタリングϖースト 放熱材料

ウェハーコート樹脂 液状エポキシ樹脂 フェノールケース

「One Sumibe活動」を通͡て、社の࣋つ「材料」の
組み合Θͤをって、͓ 客さまの「製品」ϨϕルでԿ
ができるのかૌٻし、ਅのソリューシϣン提案につ
なげられています。ক来、ඞ要となる「製品」機を見
ਾえ、パワーモジュールのあるき࢟をアカσミア、
顧客、装ஔ・部材メーカーのօさまと共༗し、ソリュー
シϣンを協できる環境をつくっていきます。

「One Sumibe活動」は人຺のがりや୲Ҏ֎の材
料にも自વとڵຯを࣋つことになるので人材ҭ成の
໘でも立っています。次ੈパワー半導体のීٴ
とともに成するこのに、社はさまざまな材
料とソリューシϣンを提案することができます。͓
客さまのうれしさにつながる活動で、࣋ଓ可な社
会の実現に向けてݙߩできるようશ社一ؙとなって
進めていきます。

ُඌޫੜ
ʢSVNJUPNP #BLFMJUF  &VSPQFʢGIFOUʣ/7 .BSLFUJOH � SBMFs DJSFDUPSʣ

�࠸（放熱材料事業開発部）

��������������������������������������
�	�������� ΠϯトϩμΫγϣϯ トοϓϝοηーδ 価値のาΈと強Έ ըܭӦܦظӦのॏཁ՝ தܦ ઓུɾ事業ઓུࡒ ॏཁ՝へのΞΫγϣϯ

42



2024年度よりશ事業セグメントにかかΘる重点領域にର
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ジュール・チーϜには各事業部から自ओ的にूまった営
業、マーケティングやڀݚ開発のメンバーがそΖっていま
す。各事業部が࣋つ素材や技術をマーケティング୲ऀ
がੈք中の顧客にհし、顧客が๊えている՝を֬ೝし
ています。技術的な՝はڀݚ開発のメンバーにもつͿさ
に共༗され、社グループが࣋つ高機な材料の組み合Θ
ͤにより、パワーモジュールの機向上につながるソリュー
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ラインナップがあります。
　パワーモジュールの領域にશ社力を݁ूし、顧客ととも
に新たな環境・社会価値をしていきます。

શࣾのॏ領域Λ՝ܕͰऔりΉ
ʙύϫʔϞδϡʔϧɾνʔϜʙ

価値のΞΫηϧʗ٬ސとのڞ
0OF SVNJCF׆ಈ

エネルΪー మಓ 電動車 産業機器 サーバー

ύϫーϞδϡーϧɾνーϜのϝϯόーの

ϞʔϧυλΠϓ

ύϫーϞδϡーϧの༻్ྫ

༻్機能ʹ応ͯ͡ҟͳΔλΠϓのύϫーϞδϡーϧとॅ༑ϕーΫϥΠトのࡐྉϥΠϯφοϓ

έʔελΠϓ

パワーモジュール用材料ラインナップ

高5Hエポキシ෧ࢭ材料 シンタリングϖースト 放熱材料

ウェハーコート樹脂 液状エポキシ樹脂 フェノールケース

「One Sumibe活動」を通͡て、社の࣋つ「材料」の
組み合Θͤをって、͓ 客さまの「製品」ϨϕルでԿ
ができるのかૌٻし、ਅのソリューシϣン提案につ
なげられています。ক来、ඞ要となる「製品」機を見
ਾえ、パワーモジュールのあるき࢟をアカσミア、
顧客、装ஔ・部材メーカーのօさまと共༗し、ソリュー
シϣンを協できる環境をつくっていきます。

「One Sumibe活動」は人຺のがりや୲Ҏ֎の材
料にも自વとڵຯを࣋つことになるので人材ҭ成の
໘でも立っています。次ੈパワー半導体のීٴ
とともに成するこのに、社はさまざまな材
料とソリューシϣンを提案することができます。͓
客さまのうれしさにつながる活動で、࣋ଓ可な社
会の実現に向けてݙߩできるようશ社一ؙとなって
進めていきます。

ُඌޫੜ
ʢSVNJUPNP #BLFMJUF  &VSPQFʢGIFOUʣ/7 .BSLFUJOH � SBMFs DJSFDUPSʣ

�࠸（放熱材料事業開発部）

　社グループの強みである「CS向上」の取り組みの共༗と
従業һへのҙࣝ向上を図るため、2005年度からຖ年1回

「CS౼会」を実ࢪしてきました。2023年度からは、໊ শを
「CSアワード」に変ߋし、従来の国内の営業活動の事ྫ共༗

を中৺とした౼会から製・ڀݚやւ֎グループ会社も
一ॹにࢀՃできる場に変ߋし、従業һのさらなるモチϕー
シϣン向上を促すようになりました。2023年度は�部か
らの発දがあり、ւ֎から3拠点、ڀݚや製もࢀՃした発
ද が4件 さ れ ま し た。ま た、શ 社 ԣ அ の 取 り 組 み で あ る

「One Sumibe活動」の活動事ྫを共༗する「One Sumibe
活動ใࠂ会」を201�年度よりຖ年1回開࠵して͓り、重点顧
客にରする活動の工や実績などをଟくの従業һと共༗し
ています。これらのใ共༗の場を通͡て、ݸ人のモチϕー
シϣンや自性を高めるとともに組৫の一体感をৢ成し、
顧客との共を推進していきます。

༗ڞのݧܦΛੜΈग़ͨ͢Ίのڞ٬ͱのސ
ʮ$4Ξϫʔυʯʮ0OF�4VNJCF׆ಈใࠂձʯ

価値のΞΫηϧʗ٬ސとのڞ
ಈ׆をੜΈग़͢$Sਪਐڞ٬とのސ

新しい価値をするには、新たな顧客や新しい用途を見いだす活動がඞ要です。社グループでは、重点領域͝とにग़ల
するలࣔ会をܾめて部ԣஅのチーϜ体制で計画を立案し、లࣔ会へのग़లを行っています。また、各事業部でもݸผにల
ࣔ会へのग़లやプライϕートセミナーなどをا画し、新たな顧客とのネットワーク形成を進めています。

৽ͨͳ٬ސͱのωοτϫʔΫΛͭ͘Δలࣔձのग़ల

CSアワード ୈ16回 国際カーエϨクトロニクス技術ల CEA5EC 2023

2023ʹग़లͨ͠ओͳలࣔ会

లࣔ会໊ 期ؒ 開࠵国

I/5E3.O-% 2023 2023 年 4 ݄ 12 ʙ 4 ݄ 15  ຊ

AirDraft Interiors ShoX 2023 年 6 ݄ 6 ʙ 6 ݄ �  ドイπ

人とくるまのテクノロジーల2023 /A(O:A 2023 年 � ݄ 5 ʙ � ݄ �  ຊ

ケミカルマテリアル +aQan2023 2023 年 10 ݄ 23 ʙ 11 ݄ 2�  ຊ（8E#）

CEA5EC 2023 2023 年 10 ݄ 1� ʙ 10 ݄ 20  ຊ

SE.ICO/ +APA/ 2023 2023 年 12 ݄ 13 ʙ 12 ݄ 15  ຊ

ୈ16回 国際カーエϨクトロニクス技術ల 2024 年 1 ݄ 24 ʙ 1 ݄ 26  ຊ

#harat .obilitZ (lobal ExQo 2024 年 2 ݄ 1 ʙ 2 ݄ 3  インド

スキンパックポップアップストア 2023 年 6 ݄ 2�  ʙ � ݄ 1  ຊ

ҩༀ品แ装プライϕートセミナー 2023 年 11 ݄ 21 、11 ݄ 22 、12݄6 ຊ

ୈ54回 ຊᢄଁֶ会大会 2023 年 � ݄ 21  ʙ � ݄ 22  ຊ

ୈ30回 ݐ築・ݐ材ల 2024 2024 年 3 ݄ 12 ʙ 3 ݄ 15  ຊ
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　コーポϨートڀݚ開発では、社グループの࣋ଓ的成に
ܽかͤない「環境・社会価値を༗する新品」のग़が重要だ
とߟえています。ক来༗なڀݚ開発テーマはプロジェクト
を݁成し、熱ҙのあるメンバーをूめて、期ू中で開発を
進めます。前中期経営計画期ؒには、電ࢠ調光σバイスや放熱
材料などをプロジェクトから事業部に引き͗ܧました。こ
れらの製品はまもなく事業にݙߩする見通しです。そして新
中 期 経 営 計 画 期 ؒ は、光 回 ࿏ 材 料 や#.I（#rain .aDhine 
InterfaDe)、環境ରԠといったテーマをプロジェクト化し、開
発を進めていきます。
　また、新事業テーマの発۷も期的؍点から重要です。新
中期経営計画では、ઓུ3領域として、①IC5、ᶄモビリティ、
ᶅϔルスケアを定めましたが、これにՃえて、エネルΪーや
環境ରԠのような社会՝をղܾする素材の開発も重要な
テーマとしてߟえています。これらのにかかΘるڀݚ開
発テーマを、一つでもଟく事業化することがࢲたちの命で

す。社はաڈに事業化できなかったڀݚテーマをϨビュー
した上で、その要Ҽを明֬にするイノϕーシϣンマネジメン
トシステϜ（I.S）を構築し、ӡ用を開࢝しました。これまで
ଐ人的だったج४を明֬にしたことで、ڀݚ開発の成ޭ֬率
が高まるとともに、ҙܾࢥ定のスϐードアップやऀڀݚのϨ
ϕルアップにつなげていきます。
　これらの取り組みにՃえて、「One Sumibe活動」を活用し
たطଘ事業のࢧԉや、マテリアルζ・インフォマティクス

（.I）、オープンイノϕーシϣンの推進によるڀݚ開発の効率
化にも力を入れていきます。同࣌に、人材ަ流、ใ共༗を活
発に行い、ݸʑのऀڀݚの人ؒ力を高めることやରによる
アイσアのग़にも力します。社のような中規のا業
では、ؒऀڀݚや他部とのシナジーがサステナブルな事業
活動にݙߩできるとߟえています。2030年度にはこれらのࢪ
を通して新事業テーマをग़し、事業利益100ԯԁを目指ࡦ
します。

からボトϜアップで提案を受けたテーマからプロジェクऀڀݚ
トをग़する取り組みを進めています。その中で、ক来的に期
が࣋てる製品は順次事業開発部にঢ格さͤたいとߟえていま
す。また、各ڀݚॴからڍがってきたক来の事業化の可性が
高い技術や製品についてもプロジェクト化することで重点的に
リソースを入し、イノϕーシϣンのग़をૂいます。

Ҋ݅のϓϩδΣΫτ化ਪਐظ

価値のΞΫηϧ

Πϊϕʔγϣϯ  ڀݚ։ൃ୲һϝοηーδ

৽ۀࣄςʔϚͷൃ۷ͱ
ϓϩδΣΫτԽͷਪਐͰɺ
ଓతͳΠϊϕʔγϣϯ࣋
創ग़ମ੍をߏஙする
։ൃຊ෦長ڀݚһɹߦࣥ

த ༤ٱ

「新製品」ग़のために、先進的なڀݚを行っている大ֶやا
業との協業を積ۃ的に進めています。また、自たちにできる
ことを環境・社会՝と݁ͼけ、提案ができる人材のҭ成も
進めています。その一環として2023年度からは、これまで実
のަ流会も開ऀڀݚॴ会ٞにՃえて、एखڀݚしていたࢪ
。しました࢝

৽製品։ൃΛ強化

価値のΞΫηϧʗΠϊϕーγϣϯ
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情ใ௨৴ࡐྉڀݚॴ

৽ͨͳՁΛੜΉɺֵ ৽తͳ製品܈

開発活動では、IC5、モビリティ、ϔルスケアのઓུڀݚ　
領域に͓いて、S%(sへのݙߩとカーボンニュートラルの
実現に向けて、社会・顧客ニーζにԠえるڀݚテーマの構
・ا画、技術開発をスϐード感を࣋ってシーϜϨスに行
うことを目指しています。
　ࢠ設計や৮ഔ技術を用いて新たな機を発現する

「材料設計」、༗機�ແ機の合や成形などで従来の樹脂に
ない機を発現する「Ճ工・ෳ合」、構と機の関連をղ
き明かす「ධ価ղੳ」をج൫技術として、さらなる製品開
発力の૿大を目指しσータۦ動型開発へのҠ行を推進
しています。
　2023年度には、「次ੈパネルϨϕルパッケージ用ᰒ
ཻ෧ࢭ材」「パワーモジュール向け高熱5I.用AHシン
タリング材」「128高放熱ボンσィングシート」「セン
サー用ポリシクロオϨフィン樹脂」「ྍ࣏ࡥڱ用ステン
ト」「ੳ自動前ॲ理用サンプル調製キット」などの
新製品を開発・上ࢢしました。

άϩʔόϧχʔζʹ応͑Δࠃ֎のڀݚମ੍

　国内は、ڀݚ開発の中期的ࢹに立ち、新製品やその
要素技術のڀݚを୲する先材料ڀݚॴ͓よͼバイ
オ・サイエンスڀݚॴ、生産技術開発を୲するコーポ
Ϩートエンジニアリングセンターの΄かに、新製品の
品化やطଘ製品のվྑڀݚを୲する5つのԠ用ڀݚॴ
という体制をとっています。国֎では、米国オハイオ州ア
クロンに設けたコーポϨート部拠点をは͡め、半導体
関連材料の拠点や高機プラスチック関係拠点を、欧米・
アジアの各国・域にそれͧれ設けています。
　また、組৫としてイノϕーシϣンをܧଓ的にग़しଓ
けるために、社に適したイノϕーシϣンマネジメント
システϜを構築・ల開し、フィージビリティスタσィをਝ
に進めることで、新規事業へのઓをଓけています。

2024年度のओཁͳऔりΈ

ᶃ৽事業ςーϚɾϓϩδΣΫトग़

「環境・社会価値を༗する新品」のग़を進めます。環
境価値に関しては、33（リσュース、リϢース、リサイク
ル）、バイオマス原料へのシフトに力、社会価値に関し
てはエネ、電といった領域での新テーマの発۷に力
します。

ᶄςーϚاըɾਪਐͰ͖Δਓࡐのҭ

　社内֎の連携を促進し、新たなテーマをग़する機会
を૿やします。۩体的にはこれまでも実ࢪしてきました

「ເのある品を発案ऀ自らがا画・実行し、新事業の立
ち上げを目指す」新品開発プログラϜ（S#inno）、શ社
開発ਞが一ಊに会してٞする技術౼会・技術ަ流会、
社グループをࢧえている技術をֶͿษ強会の実ࢪ、社֎

（アカσミア、ا業）との技術ަ流会の実ࢪなどによるݚ
。ॴの活性化を図りますڀݚ開発人材のスキル向上とڀ

ᶅ既存事業֦େαポート

っていることがあれࠔॴがڀݚଘの事業でԠ用ط　
積ۃ的にサポートしていきます。۩体的には、欧米に技
術ற在һをஔすることによるワールドワイドでのਝ
な新規技術・新規プロセス調ࠪ、ナノテラスなどの高度
ੳ技術開発によるࠩผ化技術の取得、Ԡ用ڀݚॴとࢠ会
社であるੳ会社・住ϕリサーチࣜג会社との連携によ
るղܾなどにより、中期ならͼに2030年度の売上・
利益目標達成にݙߩします。

։ൃඅʢ2023年度ʣɹڀݚ

։ൃ৫ڀݚ
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価値のΞΫηϧʗΠϊϕーγϣϯ
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開発活動では、IC5、モビリティ、ϔルスケアのઓུڀݚ　
領域に͓いて、S%(sへのݙߩとカーボンニュートラルの
実現に向けて、社会・顧客ニーζにԠえるڀݚテーマの構
・ا画、技術開発をスϐード感を࣋ってシーϜϨスに行
うことを目指しています。
　ࢠ設計や৮ഔ技術を用いて新たな機を発現する

「材料設計」、༗機�ແ機の合や成形などで従来の樹脂に
ない機を発現する「Ճ工・ෳ合」、構と機の関連をղ
き明かす「ධ価ղੳ」をج൫技術として、さらなる製品開
発力の૿大を目指しσータۦ動型開発へのҠ行を推進
しています。
　2023年度には、「次ੈパネルϨϕルパッケージ用ᰒ
ཻ෧ࢭ材」「パワーモジュール向け高熱5I.用AHシン
タリング材」「128高放熱ボンσィングシート」「セン
サー用ポリシクロオϨフィン樹脂」「ྍ࣏ࡥڱ用ステン
ト」「ੳ自動前ॲ理用サンプル調製キット」などの
新製品を開発・上ࢢしました。

άϩʔόϧχʔζʹ応͑Δࠃ֎のڀݚମ੍

　国内は、ڀݚ開発の中期的ࢹに立ち、新製品やその
要素技術のڀݚを୲する先材料ڀݚॴ͓よͼバイ
オ・サイエンスڀݚॴ、生産技術開発を୲するコーポ
Ϩートエンジニアリングセンターの΄かに、新製品の
品化やطଘ製品のվྑڀݚを୲する5つのԠ用ڀݚॴ
という体制をとっています。国֎では、米国オハイオ州ア
クロンに設けたコーポϨート部拠点をは͡め、半導体
関連材料の拠点や高機プラスチック関係拠点を、欧米・
アジアの各国・域にそれͧれ設けています。
　また、組৫としてイノϕーシϣンをܧଓ的にग़しଓ
けるために、社に適したイノϕーシϣンマネジメント
システϜを構築・ల開し、フィージビリティスタσィをਝ
に進めることで、新規事業へのઓをଓけています。

2024年度のओཁͳऔりΈ

ᶃ৽事業ςーϚɾϓϩδΣΫトग़

「環境・社会価値を༗する新品」のग़を進めます。環
境価値に関しては、33（リσュース、リϢース、リサイク
ル）、バイオマス原料へのシフトに力、社会価値に関し
てはエネ、電といった領域での新テーマの発۷に力
します。

ᶄςーϚاըɾਪਐͰ͖Δਓࡐのҭ

　社内֎の連携を促進し、新たなテーマをग़する機会
を૿やします。۩体的にはこれまでも実ࢪしてきました

「ເのある品を発案ऀ自らがا画・実行し、新事業の立
ち上げを目指す」新品開発プログラϜ（S#inno）、શ社
開発ਞが一ಊに会してٞする技術౼会・技術ަ流会、
社グループをࢧえている技術をֶͿษ強会の実ࢪ、社֎

（アカσミア、ا業）との技術ަ流会の実ࢪなどによるݚ
。ॴの活性化を図りますڀݚ開発人材のスキル向上とڀ

ᶅ既存事業֦େαポート

っていることがあれࠔॴがڀݚଘの事業でԠ用ط　
積ۃ的にサポートしていきます。۩体的には、欧米に技
術ற在һをஔすることによるワールドワイドでのਝ
な新規技術・新規プロセス調ࠪ、ナノテラスなどの高度
ੳ技術開発によるࠩผ化技術の取得、Ԡ用ڀݚॴとࢠ会
社であるੳ会社・住ϕリサーチࣜג会社との連携によ
るղܾなどにより、中期ならͼに2030年度の売上・
利益目標達成にݙߩします。

։ൃඅʢ2023年度ʣɹڀݚ

։ൃ৫ڀݚ
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事業ऩӹ͢ࢿʹ্Δɺ戦略తͳ׆ࡒಈΛਪਐ

　社グループの的ࡒ産（Ҏ下、ࡒ）活動は、事業ઓ
૪力ڝઓུを推進し、事業ࡒ開発ઓུにԊったڀݚ、ུ
の向上にݙߩすることを目指しています。それを達成す
るための中期的な目標として、ࡒ	ݖ)の活用により、事
業ڝ૪力の向上にݙߩすることをܝげています。 ڀݚ開
発のグローバル化にରԠするため、ւ֎関係会社のࡒ
関連規定の整උ（৬発明規定、ൿີใ理規定）や発
明が生まれた際の取りѻいルールなどの取りܾめを、各
関係会社と進めています。ࡒ活動に関するجຊํは
ӈهの6つですが、ޙࠓはこれまでの活動をϕースにしな
がら、事業ऩ益向上にݙߩするઓུ的なࡒ活動を推進
していきます。
　特に新中期経営計画の期ؒでは、ᶃIC5、モビリティ、
ϔルスケアのઓུ3領域にରするઓུ的ग़ئ、ᶄ環境՝
にରするઓུ的ग़ئ、ᶅインドでの事業を୲อするため
のݖࡒ取得、ᶆIPランドスケープの実ફにより事業ڝ
૪力向上にࢿする新テーマの提案といった՝にू中的
に取り組Μでいきます。
　先行きが不透明な経営環境にあっては、環境変化への
は社グループにとっࡒ業のରԠ力がΘれます。ا
て、革新的な技術や新製品と݁ͼいて͓り、そのରԠ力
のݯઘとなるものです。ޙࠓもઓུ的なࡒ活動を通し
て、見を積・ॆ 実さͤ、事業機会をいちૣくଊえるܖ
機としたいߟえです。

4%(Tݙߩ製品ɾٕݙߩज़ʹؔ࿈͢Δಛڐਃ

　2023年度のग़ئのうち、S%(sݙߩ製品・ݙߩ技術に関連するग़ئはશ体の4�ˋでした。
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にߦઓུのཱҊと࣮ࡒ෦のओཁにରするۀࣄ֤�⁞
Αり、ڝۀࣄ૪ྗをڧԽする。

にߦઓུのཱҊと࣮ࡒॴのओཁςーϚにରするڀݚ֤ 
Αり、ڝࡒ૪ྗをڧԽする。

�ࡒϦスΫのରԠを໌֬にし、ۀࣄϦスΫをݮする。

ଓにܧԉする༧๏のࢧγφϦオをڀݚ、γφϦオۀࣄ
Ճえ、ఏҊܕの༧๏を࣮ࢪする。

�ॅ༑ϕーΫライトάϧープશମʢಛにւ֎ؔձࣾʣのࡒ
ཧମ੍をҡ࣋ɾཧする。

�*1ラϯυスέープの࣮ફにΑり、ڝۀࣄ૪ྗの্にݙߩする。

׆ࡒಈʹؔ͢Δجຊํ

ݪɿࢲは住༑ϕークライトに入社して、20年
ۙくになります。Ҏ前は͓客さまからの要ٻに
材料提案のみでରԠすることが΄とΜどでし
たが、最ۙは顧客のプロセスをؚめて、最ऴ製
品にࢸるまでのࠔり͝とを理ղして、それをい
かにશ社の製品や技術でղܾできるかを提案
することをҙࣝして取り組Μでいます。現場の
従業һもؚめてօがશ社力でソリューシϣン

提供ができるようさらにϨϕルを上げていき
たいと感͡ています。
ڀݚがॴଐするバイオ・サイエンスࢲɿޱࡕ
ॴは、現場の୲ऀがओ導で提案したボトϜ
アップ型の開発テーマがଟいです。自たち
で顧客のニーζを設定し、ক来の目標設定ま
でܾめていきます。Ҏ前は、ڀݚॴ内だけで
ۙ、することがଟかったのですが݁ 年では
֎部のا業やS#カワスミ、他事業部と一ॹ
に取り組Μで、自たちの࣋つ技術と組み合
Θͤた開発もするようになりました。

खɿࢲは営業৬で1�年目ですが、入社࣌
から10年ؒ΄どはモノを売るのが中৺でし
た。それがここ5ʙ6年で急ܹに、マーケティ
ングや技術的なࢹ点を࣋って、͓ 客さまと一
ॹにղܾのํ๏をߟえるケースが૿え
ました。ࢲがѻう製品は素材なので、それを
いかに形にするかという点で、現場を最もよ
くる営業のׂは大きいです。そのಇき次
ୈで、͓ 客さまのتͼや新たな案件がつくり
ग़ͤると感͡ています。
ɿいいことですね。どの事業も、社୯ಠݪ౻

ではԿもできまͤΜ。֎部のا業や機関と一ॹ
に事をすることは、とてもษ強になるはずで
す。
点でも、ここ年で、性ผに؍ɿ%EˍIのޱࡕ
かかΘらず৬にबく機会がۉ等に与えられ
るようになったと感͡ます。社で、一度に2
໊のঁ性がһにबされたことはڻきまし
た。ಇきやすさというҙຯでは、利ް生はҎ
前からॆ実しています。ࢲもग़産した際は、ҭ
ՋをしっかりいただきまٳޙՋや産前産ٳࣇ
したし、最ۙでは、ଟくのஉ性社һがҭٳࣇ

ਓͱ৫͕Ұମͱͳりɺݸ
৽ͨͳ٬ސՁʹ戦

Ջを取得できているのではないでしΐうか。
ݪɿそうですね。ࢲの部下は΄΅100%ۙく
取得しています。取りやすいというよりも、む
しΖ取りなさいというงғ気になっています。
ɿ社グループは%EˍIにදされるଟݪ౻
༷性を重ࢹしていますからね。従業һのօさ
Μにはಇきやすい環境でくಇいて΄しいも
のです。ຊ来%EˍIは、ଟ༷な人材のݸ性や
力を৳し、事業の発లに活用するための
ものなので、ޙࠓは֎国人やোがいのあるํ
など、よりଟ༷な人材がこれまでҎ上に活༂
できる会社にしていきたいです。

खɿࢲのॴଐするマテリアルζソリューシϣ
ン営業ຊ部は、ボトϜアップのจ化がࠜい

てきたと感͡ています。最ۙの開発活動では、
Ҏ前に比てڀݚ・営業の୲ऀ同࢜でつ
くった提案内༰を上࢘を巻き込Μでࢼ行ޡࡨ
しながらブラッシュアップして、͓ 客さまに提
案する機会が૿えました。その提案を͓客さ
まがتΜでくれて、材料の࠾用につながってい
ます。৬やॴଐ部ॺをえて目標に向かっ
て協力し合える組৫であることはとてもあり
がたいですし、目標にରしてメンバーの熱いࢥ
いもあるからこそ一体感を࣋ってؤுれます。
ݪɿ住༑ϕークライトは、組৫としてઓを
。いますࢥԡししてくれるงғ気があるとޙ
自自もएखのうちからւ֎トϨーニーと
して、シンガポールでಇく機会をいただきま
した。そこで現のローカルスタッフや͓客
さまとかかΘり合い、ಠ自のจ化や
特༗のߟえํなど、و重な見を得ることが
できました。ؼ国ޙはこのときの経ݧが製品
ͮくりのաఔにेに生かされています。ੲ
からそういう社෩だったとࢥいますが、ここ
に、ઓすることがධ価されるしくみͮくりも
ってきていると感͡ます。
ɿ2021年に人事制度を大きく変えたこݪ౻
とが、ྑ い影響を与えていますね。特にこだ
Θったのは、ධ価要素に「チϟϨンジ度」をՃ
えたことです。大きな目標にઓした人がよ
り高いධ価を得られるようにしました。こうし
たงғ気をޙԡしして「ઓऀをࢌえる෩
」がより高まっていけ、組৫はさらにྑい
ํ向に変化していくとࢥいます。
実ݎは原さΜとはҧって、社はࢲɿޱࡕ
な組৫のイメージです。ਆށのバイオ・サイエ

ンスڀݚॴは、住༑ϕークライトの中では
৺的なڀݚをしていました。でも他社の人と
すと、まだまだ͓となしいҹです。最ۙは、
さまざまなا業からస৬してきたํからの
ܹも受けますし、社内のしくみも変Θり、ここ
からいよいよチϟϨンジするͧというஈ֊か
なとࢥっています。

खɿ「One Sumibe活動」では、重点顧客に
ରしてશ社の製品を提案していくため、部ॺ
ؒでԣ۲のかかΘりが生まれます。これまで
は各部ॺがݸผに顧客ରԠしていたため、た
とえ͓客さまから自の୲製品Ҏ֎の
をされた際に、適切なରԠがࠔでした。
それが、「One Sumibe活動」でԣのつなが
りができたことで、この案件はあの部ॺのあ
の人に同行してもら͓うなど、相効果のあ
るアクシϣンにつながっています。
ݪɿ「One Sumibe活動」はマインドのよう
なものだとࢥいます。どの部もօؒなの

で、ԣのนをつくらず、ී ஈからのかかΘり合
いがあれ、他部の製品をհすることも
もっと૿えていくのではないでしΐうか。
खɿ最ۙでは社内の活性化を目的とした

「One Sumibe活動」で、एखからϕテランが
ަ流する機会も設けています。実は、ࠓࢲ
たちがूまったこのコミュニケーシϣンス
ϖース（One 3oom）も、この活動の提案か
ら生まれたものです。एखの従業һが熱量を
って取り組Μで、最ऴ的に౻原社に͝ঝ࣋
ೝいただきました。
が気軽にूまれる場ॴをつ࢜ɿ従業һ同ݪ౻
くることで、新型コロナウイルスの影響で減っ
てしまったコミュニケーシϣンを૿やそうとい
うا画ҙ図だったため、す͙に࠾用をܾめまし
た。こうした໘നみのある提案が、ボトϜアッ
プからग़てきたことがとてもうれしいですね。

たちのグループでࢲ、ɿԣ۲という点ではޱࡕ
は業上の՝ղܾに「One Sumibe活動」
を活用しています。ࢲたちのઐ֎であ
る装ஔ設計を行うにたって、コーポϨート
エンジニアリングセンターの設උ装ஔ技術に
強いメンバーに協力してもらっています。装ஔ
メーカーとの技術的なやり取りに入っていた
だくことで、こちらのҙ図が装ஔメーカーに
ਖ਼֬にΘり、目的の装ஔ開発がスϜーζに
進Μでいます。ࢢ場調ࠪの໘でも、他部ॺの
営業୲と組むことで、༗益なώアリングが
できたり、技術のվྑにඞ要なใが得られ
たりと、関係部と連携を図りながらチーϜ
で業に取り組むことで新しいઓがしやす
くなっています。

ݪɿࢢ場、トϨンドを౿まえて、社がޙࠓ
どうしていくきかというࢹ点でৗにษ強を
ଓけたいです。一人ͻとりがそうして、自ओ的
にߟえて行動できるようになった上で、օで
同͡ํ向に向かっていけるかが組৫の一体
感向上のݤだとࢥいます。
ߩの部ॺはまだेに売上や利益でࢲɿޱࡕ
できていないと感͡ているため、まずは成ݙ
ޭྫをつくりたいです。օでつくったものが
製品化されて、ੈ にೝめられるプロセスをօ
でかち合うためにࢲがしなけれいけな
いことは、「未来ઓུのストーリーͮくり」を
しっかりすることです。成ޭ体ݧを積み重ね
て、組৫の一体感とチϟϨンジਫ਼ਆのৢ成に

つなげたいです。
खɿݸ人としては、自のࢤ向やҙࢥをよ
り明֬にࣔしていきたいと感͡ています。組
৫としては、電動車やエネルΪー関連などੈ
の中の新技術に適した社の新材料を࠾用
してもらうことが目標です。それには一の
ֶͼがٻめられますし、ԣの人ؒ関係も重ࢹ
しながら力していきたいです。
、みでしたがࢼஊ会はॳの࠲ɿこのようなݪ౻
օさΜが現場のパイプとしてฃಆしながら
も、しっかりと未来を見ਾえていて頼もしい
ったݴが社になって最ॳにࢲ。りですݶ

「人ؒ力」の向上の定着を感͡ます。次のス
テージとしては「શ社力の最大化」をڍげて
います。従業һのօさΜの「人ؒ力」を向上さ
ͤたԆઢ上に、「One Sumibe活動」やCS

（顧客ຬ足）があるように、ࠓ度は現場のօさ
Μのҙ見やஅを最大ݶにଚ重し、「શ社力
の最大化」を図ることで、一ॹに͓客さまに
感動を与えていきましΐう。

ʮݸਓのࣗੑʯΛߴΊΔதͰɺ
�Δಇ͖ํのม化͡ײ

ՁのΞΫηϧ

ਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ   社長º社һ ࠲ஊ会

ใ通信材料ڀݚॴ 
部ڀݚ 部ڀݚ

߁ ݪೋ

住༑ϕークライトࣜג会社 
ද取క社 社ࣥ行һ 

Ұ ݪ౻

バイオ・サイエンスڀݚॴ 
S-バイオڀݚ部 ओࠪ

ɹป ޱࡕ )PP事業部
マテリアルζソリューシϣン

営業ຊ部 ෳ合材料・成形品営業部 ओࠪ
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ݪɿࢲは住༑ϕークライトに入社して、20年
ۙくになります。Ҏ前は͓客さまからの要ٻに
材料提案のみでରԠすることが΄とΜどでし
たが、最ۙは顧客のプロセスをؚめて、最ऴ製
品にࢸるまでのࠔり͝とを理ղして、それをい
かにશ社の製品や技術でղܾできるかを提案
することをҙࣝして取り組Μでいます。現場の
従業һもؚめてօがશ社力でソリューシϣン

提供ができるようさらにϨϕルを上げていき
たいと感͡ています。
ڀݚがॴଐするバイオ・サイエンスࢲɿޱࡕ
ॴは、現場の୲ऀがओ導で提案したボトϜ
アップ型の開発テーマがଟいです。自たち
で顧客のニーζを設定し、ক来の目標設定ま
でܾめていきます。Ҏ前は、ڀݚॴ内だけで
ۙ、することがଟかったのですが݁ 年では
֎部のا業やS#カワスミ、他事業部と一ॹ
に取り組Μで、自たちの࣋つ技術と組み合
Θͤた開発もするようになりました。

खɿࢲは営業৬で1�年目ですが、入社࣌
から10年ؒ΄どはモノを売るのが中৺でし
た。それがここ5ʙ6年で急ܹに、マーケティ
ングや技術的なࢹ点を࣋って、͓ 客さまと一
ॹにղܾのํ๏をߟえるケースが૿え
ました。ࢲがѻう製品は素材なので、それを
いかに形にするかという点で、現場を最もよ
くる営業のׂは大きいです。そのಇき次
ୈで、͓ 客さまのتͼや新たな案件がつくり
ग़ͤると感͡ています。
ɿいいことですね。どの事業も、社୯ಠݪ౻

ではԿもできまͤΜ。֎部のا業や機関と一ॹ
に事をすることは、とてもษ強になるはずで
す。
点でも、ここ年で、性ผに؍ɿ%EˍIのޱࡕ
かかΘらず৬にबく機会がۉ等に与えられ
るようになったと感͡ます。社で、一度に2
໊のঁ性がһにबされたことはڻきまし
た。ಇきやすさというҙຯでは、利ް生はҎ
前からॆ実しています。ࢲもग़産した際は、ҭ
ՋをしっかりいただきまٳޙՋや産前産ٳࣇ
したし、最ۙでは、ଟくのஉ性社һがҭٳࣇ

ਓͱ৫͕Ұମͱͳりɺݸ
৽ͨͳ٬ސՁʹ戦

Ջを取得できているのではないでしΐうか。
ݪɿそうですね。ࢲの部下は΄΅100%ۙく
取得しています。取りやすいというよりも、む
しΖ取りなさいというงғ気になっています。
ɿ社グループは%EˍIにදされるଟݪ౻
༷性を重ࢹしていますからね。従業һのօさ
Μにはಇきやすい環境でくಇいて΄しいも
のです。ຊ来%EˍIは、ଟ༷な人材のݸ性や
力を৳し、事業の発లに活用するための
ものなので、ޙࠓは֎国人やোがいのあるํ
など、よりଟ༷な人材がこれまでҎ上に活༂
できる会社にしていきたいです。

खɿࢲのॴଐするマテリアルζソリューシϣ
ン営業ຊ部は、ボトϜアップのจ化がࠜい

てきたと感͡ています。最ۙの開発活動では、
Ҏ前に比てڀݚ・営業の୲ऀ同࢜でつ
くった提案内༰を上࢘を巻き込Μでࢼ行ޡࡨ
しながらブラッシュアップして、͓ 客さまに提
案する機会が૿えました。その提案を͓客さ
まがتΜでくれて、材料の࠾用につながってい
ます。৬やॴଐ部ॺをえて目標に向かっ
て協力し合える組৫であることはとてもあり
がたいですし、目標にରしてメンバーの熱いࢥ
いもあるからこそ一体感を࣋ってؤுれます。
ݪɿ住༑ϕークライトは、組৫としてઓを
。いますࢥԡししてくれるงғ気があるとޙ
自自もएखのうちからւ֎トϨーニーと
して、シンガポールでಇく機会をいただきま
した。そこで現のローカルスタッフや͓客
さまとかかΘり合い、ಠ自のจ化や
特༗のߟえํなど、و重な見を得ることが
できました。ؼ国ޙはこのときの経ݧが製品
ͮくりのաఔにेに生かされています。ੲ
からそういう社෩だったとࢥいますが、ここ
に、ઓすることがධ価されるしくみͮくりも
ってきていると感͡ます。
ɿ2021年に人事制度を大きく変えたこݪ౻
とが、ྑ い影響を与えていますね。特にこだ
Θったのは、ධ価要素に「チϟϨンジ度」をՃ
えたことです。大きな目標にઓした人がよ
り高いධ価を得られるようにしました。こうし
たงғ気をޙԡしして「ઓऀをࢌえる෩
」がより高まっていけ、組৫はさらにྑい
ํ向に変化していくとࢥいます。
実ݎは原さΜとはҧって、社はࢲɿޱࡕ
な組৫のイメージです。ਆށのバイオ・サイエ

ンスڀݚॴは、住༑ϕークライトの中では
৺的なڀݚをしていました。でも他社の人と
すと、まだまだ͓となしいҹです。最ۙは、
さまざまなا業からస৬してきたํからの
ܹも受けますし、社内のしくみも変Θり、ここ
からいよいよチϟϨンジするͧというஈ֊か
なとࢥっています。

खɿ「One Sumibe活動」では、重点顧客に
ରしてશ社の製品を提案していくため、部ॺ
ؒでԣ۲のかかΘりが生まれます。これまで
は各部ॺがݸผに顧客ରԠしていたため、た
とえ͓客さまから自の୲製品Ҏ֎の
をされた際に、適切なରԠがࠔでした。
それが、「One Sumibe活動」でԣのつなが
りができたことで、この案件はあの部ॺのあ
の人に同行してもら͓うなど、相効果のあ
るアクシϣンにつながっています。
ݪɿ「One Sumibe活動」はマインドのよう
なものだとࢥいます。どの部もօؒなの

で、ԣのนをつくらず、ී ஈからのかかΘり合
いがあれ、他部の製品をհすることも
もっと૿えていくのではないでしΐうか。
खɿ最ۙでは社内の活性化を目的とした

「One Sumibe活動」で、एखからϕテランが
ަ流する機会も設けています。実は、ࠓࢲ
たちがूまったこのコミュニケーシϣンス
ϖース（One 3oom）も、この活動の提案か
ら生まれたものです。एखの従業һが熱量を
って取り組Μで、最ऴ的に౻原社に͝ঝ࣋
ೝいただきました。
が気軽にूまれる場ॴをつ࢜ɿ従業һ同ݪ౻
くることで、新型コロナウイルスの影響で減っ
てしまったコミュニケーシϣンを૿やそうとい
うا画ҙ図だったため、す͙に࠾用をܾめまし
た。こうした໘നみのある提案が、ボトϜアッ
プからग़てきたことがとてもうれしいですね。

たちのグループでࢲ、ɿԣ۲という点ではޱࡕ
は業上の՝ղܾに「One Sumibe活動」
を活用しています。ࢲたちのઐ֎であ
る装ஔ設計を行うにたって、コーポϨート
エンジニアリングセンターの設උ装ஔ技術に
強いメンバーに協力してもらっています。装ஔ
メーカーとの技術的なやり取りに入っていた
だくことで、こちらのҙ図が装ஔメーカーに
ਖ਼֬にΘり、目的の装ஔ開発がスϜーζに
進Μでいます。ࢢ場調ࠪの໘でも、他部ॺの
営業୲と組むことで、༗益なώアリングが
できたり、技術のվྑにඞ要なใが得られ
たりと、関係部と連携を図りながらチーϜ
で業に取り組むことで新しいઓがしやす
くなっています。

ݪɿࢢ場、トϨンドを౿まえて、社がޙࠓ
どうしていくきかというࢹ点でৗにษ強を
ଓけたいです。一人ͻとりがそうして、自ओ的
にߟえて行動できるようになった上で、օで
同͡ํ向に向かっていけるかが組৫の一体
感向上のݤだとࢥいます。
ߩの部ॺはまだेに売上や利益でࢲɿޱࡕ
できていないと感͡ているため、まずは成ݙ
ޭྫをつくりたいです。օでつくったものが
製品化されて、ੈ にೝめられるプロセスをօ
でかち合うためにࢲがしなけれいけな
いことは、「未来ઓུのストーリーͮくり」を
しっかりすることです。成ޭ体ݧを積み重ね
て、組৫の一体感とチϟϨンジਫ਼ਆのৢ成に

つなげたいです。
खɿݸ人としては、自のࢤ向やҙࢥをよ
り明֬にࣔしていきたいと感͡ています。組
৫としては、電動車やエネルΪー関連などੈ
の中の新技術に適した社の新材料を࠾用
してもらうことが目標です。それには一の
ֶͼがٻめられますし、ԣの人ؒ関係も重ࢹ
しながら力していきたいです。
、みでしたがࢼஊ会はॳの࠲ɿこのようなݪ౻
օさΜが現場のパイプとしてฃಆしながら
も、しっかりと未来を見ਾえていて頼もしい
ったݴが社になって最ॳにࢲ。りですݶ

「人ؒ力」の向上の定着を感͡ます。次のス
テージとしては「શ社力の最大化」をڍげて
います。従業һのօさΜの「人ؒ力」を向上さ
ͤたԆઢ上に、「One Sumibe活動」やCS

（顧客ຬ足）があるように、ࠓ度は現場のօさ
Μのҙ見やஅを最大ݶにଚ重し、「શ社力
の最大化」を図ることで、一ॹに͓客さまに
感動を与えていきましΐう。
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ਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ   社長º社һ ࠲ஊ会

ใ通信材料ڀݚॴ 
部ڀݚ 部ڀݚ

߁ ݪೋ

住༑ϕークライトࣜג会社 
ද取క社 社ࣥ行һ 

Ұ ݪ౻

バイオ・サイエンスڀݚॴ 
S-バイオڀݚ部 ओࠪ

ɹป ޱࡕ )PP事業部
マテリアルζソリューシϣン

営業ຊ部 ෳ合材料・成形品営業部 ओࠪ
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ݪɿࢲは住༑ϕークライトに入社して、20年
ۙくになります。Ҏ前は͓客さまからの要ٻに
材料提案のみでରԠすることが΄とΜどでし
たが、最ۙは顧客のプロセスをؚめて、最ऴ製
品にࢸるまでのࠔり͝とを理ղして、それをい
かにશ社の製品や技術でղܾできるかを提案
することをҙࣝして取り組Μでいます。現場の
従業һもؚめてօがશ社力でソリューシϣン

提供ができるようさらにϨϕルを上げていき
たいと感͡ています。
ڀݚがॴଐするバイオ・サイエンスࢲɿޱࡕ
ॴは、現場の୲ऀがओ導で提案したボトϜ
アップ型の開発テーマがଟいです。自たち
で顧客のニーζを設定し、ক来の目標設定ま
でܾめていきます。Ҏ前は、ڀݚॴ内だけで
ۙ、することがଟかったのですが݁ 年では
֎部のا業やS#カワスミ、他事業部と一ॹ
に取り組Μで、自たちの࣋つ技術と組み合
Θͤた開発もするようになりました。

खɿࢲは営業৬で1�年目ですが、入社࣌
から10年ؒ΄どはモノを売るのが中৺でし
た。それがここ5ʙ6年で急ܹに、マーケティ
ングや技術的なࢹ点を࣋って、͓ 客さまと一
ॹにղܾのํ๏をߟえるケースが૿え
ました。ࢲがѻう製品は素材なので、それを
いかに形にするかという点で、現場を最もよ
くる営業のׂは大きいです。そのಇき次
ୈで、͓ 客さまのتͼや新たな案件がつくり
ग़ͤると感͡ています。
ɿいいことですね。どの事業も、社୯ಠݪ౻

ではԿもできまͤΜ。֎部のا業や機関と一ॹ
に事をすることは、とてもษ強になるはずで
す。
点でも、ここ年で、性ผに؍ɿ%EˍIのޱࡕ
かかΘらず৬にबく機会がۉ等に与えられ
るようになったと感͡ます。社で、一度に2
໊のঁ性がһにबされたことはڻきまし
た。ಇきやすさというҙຯでは、利ް生はҎ
前からॆ実しています。ࢲもग़産した際は、ҭ
ՋをしっかりいただきまٳޙՋや産前産ٳࣇ
したし、最ۙでは、ଟくのஉ性社һがҭٳࣇ

Ջを取得できているのではないでしΐうか。
ݪɿそうですね。ࢲの部下は΄΅100%ۙく
取得しています。取りやすいというよりも、む
しΖ取りなさいというงғ気になっています。
ɿ社グループは%EˍIにදされるଟݪ౻
༷性を重ࢹしていますからね。従業һのօさ
Μにはಇきやすい環境でくಇいて΄しいも
のです。ຊ来%EˍIは、ଟ༷な人材のݸ性や
力を৳し、事業の発లに活用するための
ものなので、ޙࠓは֎国人やোがいのあるํ
など、よりଟ༷な人材がこれまでҎ上に活༂
できる会社にしていきたいです。

खɿࢲのॴଐするマテリアルζソリューシϣ
ン営業ຊ部は、ボトϜアップのจ化がࠜい

てきたと感͡ています。最ۙの開発活動では、
Ҏ前に比てڀݚ・営業の୲ऀ同࢜でつ
くった提案内༰を上࢘を巻き込Μでࢼ行ޡࡨ
しながらブラッシュアップして、͓ 客さまに提
案する機会が૿えました。その提案を͓客さ
まがتΜでくれて、材料の࠾用につながってい
ます。৬やॴଐ部ॺをえて目標に向かっ
て協力し合える組৫であることはとてもあり
がたいですし、目標にରしてメンバーの熱いࢥ
いもあるからこそ一体感を࣋ってؤுれます。
ݪɿ住༑ϕークライトは、組৫としてઓを
。いますࢥԡししてくれるงғ気があるとޙ
自自もएखのうちからւ֎トϨーニーと
して、シンガポールでಇく機会をいただきま
した。そこで現のローカルスタッフや͓客
さまとかかΘり合い、ಠ自のจ化や
特༗のߟえํなど、و重な見を得ることが
できました。ؼ国ޙはこのときの経ݧが製品
ͮくりのաఔにेに生かされています。ੲ
からそういう社෩だったとࢥいますが、ここ
に、ઓすることがධ価されるしくみͮくりも
ってきていると感͡ます。
ɿ2021年に人事制度を大きく変えたこݪ౻
とが、ྑ い影響を与えていますね。特にこだ
Θったのは、ධ価要素に「チϟϨンジ度」をՃ
えたことです。大きな目標にઓした人がよ
り高いධ価を得られるようにしました。こうし
たงғ気をޙԡしして「ઓऀをࢌえる෩
」がより高まっていけ、組৫はさらにྑい
ํ向に変化していくとࢥいます。
実ݎは原さΜとはҧって、社はࢲɿޱࡕ
な組৫のイメージです。ਆށのバイオ・サイエ

ンスڀݚॴは、住༑ϕークライトの中では
৺的なڀݚをしていました。でも他社の人と
すと、まだまだ͓となしいҹです。最ۙは、
さまざまなا業からస৬してきたํからの
ܹも受けますし、社内のしくみも変Θり、ここ
からいよいよチϟϨンジするͧというஈ֊か
なとࢥっています。

खɿ「One Sumibe活動」では、重点顧客に
ରしてશ社の製品を提案していくため、部ॺ
ؒでԣ۲のかかΘりが生まれます。これまで
は各部ॺがݸผに顧客ରԠしていたため、た
とえ͓客さまから自の୲製品Ҏ֎の
をされた際に、適切なରԠがࠔでした。
それが、「One Sumibe活動」でԣのつなが
りができたことで、この案件はあの部ॺのあ
の人に同行してもら͓うなど、相効果のあ
るアクシϣンにつながっています。
ݪɿ「One Sumibe活動」はマインドのよう
なものだとࢥいます。どの部もօؒなの

で、ԣのนをつくらず、ී ஈからのかかΘり合
いがあれ、他部の製品をհすることも
もっと૿えていくのではないでしΐうか。
खɿ最ۙでは社内の活性化を目的とした

「One Sumibe活動」で、एखからϕテランが
ަ流する機会も設けています。実は、ࠓࢲ
たちがूまったこのコミュニケーシϣンス
ϖース（One 3oom）も、この活動の提案か
ら生まれたものです。एखの従業һが熱量を
って取り組Μで、最ऴ的に౻原社に͝ঝ࣋
ೝいただきました。
が気軽にूまれる場ॴをつ࢜ɿ従業һ同ݪ౻
くることで、新型コロナウイルスの影響で減っ
てしまったコミュニケーシϣンを૿やそうとい
うا画ҙ図だったため、す͙に࠾用をܾめまし
た。こうした໘നみのある提案が、ボトϜアッ
プからग़てきたことがとてもうれしいですね。

たちのグループでࢲ、ɿԣ۲という点ではޱࡕ
は業上の՝ղܾに「One Sumibe活動」
を活用しています。ࢲたちのઐ֎であ
る装ஔ設計を行うにたって、コーポϨート
エンジニアリングセンターの設උ装ஔ技術に
強いメンバーに協力してもらっています。装ஔ
メーカーとの技術的なやり取りに入っていた
だくことで、こちらのҙ図が装ஔメーカーに
ਖ਼֬にΘり、目的の装ஔ開発がスϜーζに
進Μでいます。ࢢ場調ࠪの໘でも、他部ॺの
営業୲と組むことで、༗益なώアリングが
できたり、技術のվྑにඞ要なใが得られ
たりと、関係部と連携を図りながらチーϜ
で業に取り組むことで新しいઓがしやす
くなっています。

ݪɿࢢ場、トϨンドを౿まえて、社がޙࠓ
どうしていくきかというࢹ点でৗにษ強を
ଓけたいです。一人ͻとりがそうして、自ओ的
にߟえて行動できるようになった上で、օで
同͡ํ向に向かっていけるかが組৫の一体
感向上のݤだとࢥいます。
ߩの部ॺはまだेに売上や利益でࢲɿޱࡕ
できていないと感͡ているため、まずは成ݙ
ޭྫをつくりたいです。օでつくったものが
製品化されて、ੈ にೝめられるプロセスをօ
でかち合うためにࢲがしなけれいけな
いことは、「未来ઓུのストーリーͮくり」を
しっかりすることです。成ޭ体ݧを積み重ね
て、組৫の一体感とチϟϨンジਫ਼ਆのৢ成に

つなげたいです。
खɿݸ人としては、自のࢤ向やҙࢥをよ
り明֬にࣔしていきたいと感͡ています。組
৫としては、電動車やエネルΪー関連などੈ
の中の新技術に適した社の新材料を࠾用
してもらうことが目標です。それには一の
ֶͼがٻめられますし、ԣの人ؒ関係も重ࢹ
しながら力していきたいです。
、みでしたがࢼஊ会はॳの࠲ɿこのようなݪ౻
օさΜが現場のパイプとしてฃಆしながら
も、しっかりと未来を見ਾえていて頼もしい
ったݴが社になって最ॳにࢲ。りですݶ

「人ؒ力」の向上の定着を感͡ます。次のス
テージとしては「શ社力の最大化」をڍげて
います。従業һのօさΜの「人ؒ力」を向上さ
ͤたԆઢ上に、「One Sumibe活動」やCS

（顧客ຬ足）があるように、ࠓ度は現場のօさ
Μのҙ見やஅを最大ݶにଚ重し、「શ社力
の最大化」を図ることで、一ॹに͓客さまに
感動を与えていきましΐう。
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1��0年住༑ϕークライト入社。 2003年バイオ製品
開発プロジェクトチーϜリーμー、 200�年S-バイオ
開発部、200�年S-バイオ事業部、 ࣥ行һ、
2013年ৗࣥ行һ、2014年取క、2016年ઐ
ࣥ行һ、201�年ද取క社にब。 
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CFSs

200�年入社。入社࣌より高機プラスチック製品の営
業にかかΘり、2016年から4年ؒ、タイෝを経ݧ。
2024年よりマテリアルζソリューシϣン営業ຊ部 ෳ
合材料・成形品営業部にॴଐし、高機プラスチック

（フェノール成形材料）のا画ൢ売営業に携Θり、෯
い材料ࣝをもとに、顧客要にԠえている。

)PP事業部
マテリアルζソリューシϣン
営業ຊ部 ෳ合材料・
成形品営業部 ओࠪ

ख ্

2006年入社。౻原社とはプロジェクトチーϜ࣌
の上࢘と部下の関係。2021年よりバイオ・サイエンス
部にॴଐし、バイオ関連製品のڀݚॴ S-バイオڀݚ
関連製品や新規開発に携Θっている。ओにڀݚ
அༀを中৺に開発に取り組Μでいる。

バイオ・サイエンスڀݚॴ 
S-バイオڀݚ部 ओࠪ

ɹป ޱࡕ

2006年入社。एखのࠒからւ֎トϨーニーとしてシ
ンガポールにݣ、グループ会社にற在するなど、
ւ֎顧客とかかΘりながら半導体関連材料のڀݚ開
発に従事。現在はใ通信材料ڀݚॴ ڀݚ部を
め、先σバイスにΘれるエポキシ樹脂成形材料
やシンタリングϖースト材料のڀݚ開発に取り組む。

ใ通信材料ڀݚॴ 
部ڀݚ 部ڀݚ

߁ ݪೋ

住༑ϕークライトࣜג会社 
ද取క社 
社ࣥ行һ

Ұ ݪ౻

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
社長º社һ ࠲ஊ会

ݪɿࢲは住༑ϕークライトに入社して、20年
ۙくになります。Ҏ前は͓客さまからの要ٻに
材料提案のみでରԠすることが΄とΜどでし
たが、最ۙは顧客のプロセスをؚめて、最ऴ製
品にࢸるまでのࠔり͝とを理ղして、それをい
かにશ社の製品や技術でղܾできるかを提案
することをҙࣝして取り組Μでいます。現場の
従業һもؚめてօがશ社力でソリューシϣン

提供ができるようさらにϨϕルを上げていき
たいと感͡ています。
ڀݚがॴଐするバイオ・サイエンスࢲɿޱࡕ
ॴは、現場の୲ऀがओ導で提案したボトϜ
アップ型の開発テーマがଟいです。自たち
で顧客のニーζを設定し、ক来の目標設定ま
でܾめていきます。Ҏ前は、ڀݚॴ内だけで
ۙ、することがଟかったのですが݁ 年では
֎部のا業やS#カワスミ、他事業部と一ॹ
に取り組Μで、自たちの࣋つ技術と組み合
Θͤた開発もするようになりました。

खɿࢲは営業৬で1�年目ですが、入社࣌
から10年ؒ΄どはモノを売るのが中৺でし
た。それがここ5ʙ6年で急ܹに、マーケティ
ングや技術的なࢹ点を࣋って、͓ 客さまと一
ॹにղܾのํ๏をߟえるケースが૿え
ました。ࢲがѻう製品は素材なので、それを
いかに形にするかという点で、現場を最もよ
くる営業のׂは大きいです。そのಇき次
ୈで、͓ 客さまのتͼや新たな案件がつくり
ग़ͤると感͡ています。
ɿいいことですね。どの事業も、社୯ಠݪ౻

ではԿもできまͤΜ。֎部のا業や機関と一ॹ
に事をすることは、とてもษ強になるはずで
す。
点でも、ここ年で、性ผに؍ɿ%EˍIのޱࡕ
かかΘらず৬にबく機会がۉ等に与えられ
るようになったと感͡ます。社で、一度に2
໊のঁ性がһにबされたことはڻきまし
た。ಇきやすさというҙຯでは、利ް生はҎ
前からॆ実しています。ࢲもग़産した際は、ҭ
ՋをしっかりいただきまٳޙՋや産前産ٳࣇ
したし、最ۙでは、ଟくのஉ性社һがҭٳࣇ

Ջを取得できているのではないでしΐうか。
ݪɿそうですね。ࢲの部下は΄΅100%ۙく
取得しています。取りやすいというよりも、む
しΖ取りなさいというงғ気になっています。
ɿ社グループは%EˍIにදされるଟݪ౻
༷性を重ࢹしていますからね。従業һのօさ
Μにはಇきやすい環境でくಇいて΄しいも
のです。ຊ来%EˍIは、ଟ༷な人材のݸ性や
力を৳し、事業の発లに活用するための
ものなので、ޙࠓは֎国人やোがいのあるํ
など、よりଟ༷な人材がこれまでҎ上に活༂
できる会社にしていきたいです。

खɿࢲのॴଐするマテリアルζソリューシϣ
ン営業ຊ部は、ボトϜアップのจ化がࠜい

てきたと感͡ています。最ۙの開発活動では、
Ҏ前に比てڀݚ・営業の୲ऀ同࢜でつ
くった提案内༰を上࢘を巻き込Μでࢼ行ޡࡨ
しながらブラッシュアップして、͓ 客さまに提
案する機会が૿えました。その提案を͓客さ
まがتΜでくれて、材料の࠾用につながってい
ます。৬やॴଐ部ॺをえて目標に向かっ
て協力し合える組৫であることはとてもあり
がたいですし、目標にରしてメンバーの熱いࢥ
いもあるからこそ一体感を࣋ってؤுれます。
ݪɿ住༑ϕークライトは、組৫としてઓを
。いますࢥԡししてくれるงғ気があるとޙ
自自もएखのうちからւ֎トϨーニーと
して、シンガポールでಇく機会をいただきま
した。そこで現のローカルスタッフや͓客
さまとかかΘり合い、ಠ自のจ化や
特༗のߟえํなど、و重な見を得ることが
できました。ؼ国ޙはこのときの経ݧが製品
ͮくりのաఔにेに生かされています。ੲ
からそういう社෩だったとࢥいますが、ここ
に、ઓすることがධ価されるしくみͮくりも
ってきていると感͡ます。
ɿ2021年に人事制度を大きく変えたこݪ౻
とが、ྑ い影響を与えていますね。特にこだ
Θったのは、ධ価要素に「チϟϨンジ度」をՃ
えたことです。大きな目標にઓした人がよ
り高いධ価を得られるようにしました。こうし
たงғ気をޙԡしして「ઓऀをࢌえる෩
」がより高まっていけ、組৫はさらにྑい
ํ向に変化していくとࢥいます。
実ݎは原さΜとはҧって、社はࢲɿޱࡕ
な組৫のイメージです。ਆށのバイオ・サイエ

ンスڀݚॴは、住༑ϕークライトの中では
৺的なڀݚをしていました。でも他社の人と
すと、まだまだ͓となしいҹです。最ۙは、
さまざまなا業からస৬してきたํからの
ܹも受けますし、社内のしくみも変Θり、ここ
からいよいよチϟϨンジするͧというஈ֊か
なとࢥっています。

खɿ「One Sumibe活動」では、重点顧客に
ରしてશ社の製品を提案していくため、部ॺ
ؒでԣ۲のかかΘりが生まれます。これまで
は各部ॺがݸผに顧客ରԠしていたため、た
とえ͓客さまから自の୲製品Ҏ֎の
をされた際に、適切なରԠがࠔでした。
それが、「One Sumibe活動」でԣのつなが
りができたことで、この案件はあの部ॺのあ
の人に同行してもら͓うなど、相効果のあ
るアクシϣンにつながっています。
ݪɿ「One Sumibe活動」はマインドのよう
なものだとࢥいます。どの部もօؒなの

で、ԣのนをつくらず、ී ஈからのかかΘり合
いがあれ、他部の製品をհすることも
もっと૿えていくのではないでしΐうか。
खɿ最ۙでは社内の活性化を目的とした

「One Sumibe活動」で、एखからϕテランが
ަ流する機会も設けています。実は、ࠓࢲ
たちがूまったこのコミュニケーシϣンス
ϖース（One 3oom）も、この活動の提案か
ら生まれたものです。एखの従業һが熱量を
って取り組Μで、最ऴ的に౻原社に͝ঝ࣋
ೝいただきました。
が気軽にूまれる場ॴをつ࢜ɿ従業һ同ݪ౻
くることで、新型コロナウイルスの影響で減っ
てしまったコミュニケーシϣンを૿やそうとい
うا画ҙ図だったため、す͙に࠾用をܾめまし
た。こうした໘നみのある提案が、ボトϜアッ
プからग़てきたことがとてもうれしいですね。

たちのグループでࢲ、ɿԣ۲という点ではޱࡕ
は業上の՝ղܾに「One Sumibe活動」
を活用しています。ࢲたちのઐ֎であ
る装ஔ設計を行うにたって、コーポϨート
エンジニアリングセンターの設උ装ஔ技術に
強いメンバーに協力してもらっています。装ஔ
メーカーとの技術的なやり取りに入っていた
だくことで、こちらのҙ図が装ஔメーカーに
ਖ਼֬にΘり、目的の装ஔ開発がスϜーζに
進Μでいます。ࢢ場調ࠪの໘でも、他部ॺの
営業୲と組むことで、༗益なώアリングが
できたり、技術のվྑにඞ要なใが得られ
たりと、関係部と連携を図りながらチーϜ
で業に取り組むことで新しいઓがしやす
くなっています。

ݪɿࢢ場、トϨンドを౿まえて、社がޙࠓ
どうしていくきかというࢹ点でৗにษ強を
ଓけたいです。一人ͻとりがそうして、自ओ的
にߟえて行動できるようになった上で、օで
同͡ํ向に向かっていけるかが組৫の一体
感向上のݤだとࢥいます。
ߩの部ॺはまだेに売上や利益でࢲɿޱࡕ
できていないと感͡ているため、まずは成ݙ
ޭྫをつくりたいです。օでつくったものが
製品化されて、ੈ にೝめられるプロセスをօ
でかち合うためにࢲがしなけれいけな
いことは、「未来ઓུのストーリーͮくり」を
しっかりすることです。成ޭ体ݧを積み重ね
て、組৫の一体感とチϟϨンジਫ਼ਆのৢ成に

つなげたいです。
खɿݸ人としては、自のࢤ向やҙࢥをよ
り明֬にࣔしていきたいと感͡ています。組
৫としては、電動車やエネルΪー関連などੈ
の中の新技術に適した社の新材料を࠾用
してもらうことが目標です。それには一の
ֶͼがٻめられますし、ԣの人ؒ関係も重ࢹ
しながら力していきたいです。
、みでしたがࢼஊ会はॳの࠲ɿこのようなݪ౻
օさΜが現場のパイプとしてฃಆしながら
も、しっかりと未来を見ਾえていて頼もしい
ったݴが社になって最ॳにࢲ。りですݶ

「人ؒ力」の向上の定着を感͡ます。次のス
テージとしては「શ社力の最大化」をڍげて
います。従業һのօさΜの「人ؒ力」を向上さ
ͤたԆઢ上に、「One Sumibe活動」やCS

（顧客ຬ足）があるように、ࠓ度は現場のօさ
Μのҙ見やஅを最大ݶにଚ重し、「શ社力
の最大化」を図ることで、一ॹに͓客さまに
感動を与えていきましΐう。

શࣾྗΛ࠷େ化͢ΔͨΊʹɺ
ະདྷࢤのνϟϨϯδΛଓ͚Δ

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
社長º社һ ࠲ஊ会
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ۙくになります。Ҏ前は͓客さまからの要ٻに
材料提案のみでରԠすることが΄とΜどでし
たが、最ۙは顧客のプロセスをؚめて、最ऴ製
品にࢸるまでのࠔり͝とを理ղして、それをい
かにશ社の製品や技術でղܾできるかを提案
することをҙࣝして取り組Μでいます。現場の
従業һもؚめてօがશ社力でソリューシϣン

提供ができるようさらにϨϕルを上げていき
たいと感͡ています。
ڀݚがॴଐするバイオ・サイエンスࢲɿޱࡕ
ॴは、現場の୲ऀがओ導で提案したボトϜ
アップ型の開発テーマがଟいです。自たち
で顧客のニーζを設定し、ক来の目標設定ま
でܾめていきます。Ҏ前は、ڀݚॴ内だけで
ۙ、することがଟかったのですが݁ 年では
֎部のا業やS#カワスミ、他事業部と一ॹ
に取り組Μで、自たちの࣋つ技術と組み合
Θͤた開発もするようになりました。

खɿࢲは営業৬で1�年目ですが、入社࣌
から10年ؒ΄どはモノを売るのが中৺でし
た。それがここ5ʙ6年で急ܹに、マーケティ
ングや技術的なࢹ点を࣋って、͓ 客さまと一
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感動を与えていきましΐう。

શࣾྗΛ࠷େ化͢ΔͨΊʹɺ
ະདྷࢤのνϟϨϯδΛଓ͚Δ

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
社長º社һ ࠲ஊ会
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　社では、すての従業һが成を目指ͤる環境ͮくり
を進めています。۩体的には、2021年度には理社һ、
2023年度には一ൠ社һをରに、人事制度をվ定しまし
た。実績にԠ͡たॲ۰とすることや適ٓධ価のフィード
バックが得られることで、एखでもԲͤずઓするจ化の
ৢ成を目指しています。
　社グループはありたい࢟の一つに「社һが生き生きと
活༂できる会社」を定めています。この実現のためには、従
業һ各ʑの৺と体の݈߁が重要です。そこで、݈ ૿・࣋ҡ߁
進を積ۃ的にࢧԉする「住༑ϕークライトグループ݈߁એ
経営༏ྑ๏人2024（大規߁݈」年3݄にはࠓ、しࢪを実「ݴ
๏人部）」にೝ定されました。ೝ定はあくまでୈ一าと
して、引きଓきさまざまな݈ࢧ߁ԉࡦࢪを推進することで、
会社の࣋ଓ的な成をޙԡししたいとࢥいます。
　ۙ年では、%EˍI推進も重要な՝です。ଟ༷な従業һが

し、生産性向上やイノϕーシϣンのग़ش性や力を発ݸ
につなげていくために、人事ຊ部の中に%E�I推進ࣨを立
ち上げました。2023年度は、ঁ 性活༂ワーキンググループ
を発足し、࠲ஊ会を開いてঁ性社һのをूめ、人事制度へ
のөも行っています。
　また、社グループは、エンήージメントサーϕイにも取
り組Μでいます。そのੳ݁果では社グループの従業һ
が、「社会的をຬたしている」「ا業ྙ理を順कしてい
る」の2߲目で、ຊا業のฏۉを大きくえることがࣔさ
れました。組৫の可ࢹ化ใから社グループの人材の強
みを֬࠶ೝするとともに、ඞ要なࡦࢪをとり、従業һのパ
フォーマンス向上を図りたいߟえです。
　新中期経営計画では、この΄かにもσジタル推進人材の
ҭ成やキϟリア࠾用の強化も促進し、શ社力向上に向けた
人材のҭ成を進めてまいります。

һɹਓ事ຊ෦長ߦࣥ

ࢁ ೡٱ

ଟ༷ੑのଚॏ
　イノϕーシϣンग़のためにଟ
༷性のଚ重が重要な՝となりま
す。その中でもঁ性の活༂推進をୈ
一 า と し て、「ঁ 性  理 ৬ 比 率（୯
体）」、「உ 性 の ҭ ࣇ ٳ 業 取 得 率（୯
体）」を,PIとして定めています。ま
た、「キϟリア࠾用比率（୯体）」をஈ
֊的に૿やしていき、ଟ༷な人材が
活༂する会社を目指しています。

ࣗੑの強化
　従業һが͓互いにܹし合い自
性を高めていくため、360�ධ価を
活用したڭҭプログラϜを活用し
ます。「360�ධ価にͮجくڭҭの受
」を,PIに定め、自性が高ऀߨ
くओ体的に՝ղܾにྟむ従業һ
を૿やし、新たな価値につなげ
ていきます。

৫ྗの্
　組৫の一体感を高めるマネジメン
トを実ફできる人材をҭ成するため

「マネジメントڭҭ受ऀߨ」を,PI
の一つに設定しました。組৫への影
響力が高いマネジϟーが環境・社会
価値のを目指して、組৫の一体
感をৢ成していくことでا業価値を
高めていきます。

શࣾྗͷ࠷େԽに向けてɺ
ͱΓ͕͍を࣮ײͰ͖る
ਓࡐҭࡦを࣮ࢪ

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
ਓ事୲һϝοηーδ

「くるみΜ」は次ੈҭ成ࢧԉରࡦ推
進๏にͮجき、一定のج४をຬたし
たا業が「ࢠҭてサポートا業」とし
て、ް 生࿑ಇ大ਉのೝ定を受けるこ
とができる制度です。

「くるみΜプラス」は2022年に新設さ
れた制度でくるみΜೝ定の要件をຬ
たすا業で、不ྍ࣏と事の྆立
に取り組むا業をೝ定する制度です。

D&�*ํ

1�「μイバーシティ・エクイティ�インクルージϣン
（%E�I）の推進」を住༑ϕークライトグループの経営
に͓ける՝の一つとして取り組む。

2�ঁ性の活༂推進をୈ一าとして、ଟ༷な人材の活༂
にࢹ点をஔいた取り組みを推進していく。

3�ଟ༷な人材の活༂を図るために、ワーク・ライフ・
バランスや、ライフイϕントとの྆立ࢧԉを中৺とし
たଟ༷なಇきํの実現を目指す。

͑ߟຊతͳج ɾํD&�*ํ

　2022年�݄に社グループとしてμイバーシティ・エ
クイティˍインクルージϣン（%E�I）の推進に取り組
むことをએݴし、%E�Iํにͮجき、ଟ༷な人材がݸ
性や力を発شし、一人ͻとりの状گにԠ͡たެਖ਼な機
会が提供され、相互の理ղとଚ重のもとで生き生きと活
༂できる会社の実現に向けて取り組Μで͓ります。
　ঁ性の活༂推進をୈ一าとして、հޢやোがいなどで
ब業に制がある従業һや、จ化的എܠがҟなる֎国
人、-(#52のํなど、ଟ༷な人材が活༂できる会社に
していきます。
　%EˍI推進により、ଟ༷なࢹ点を࣋つ人材が、ҟなる
ҙ見を࣋ちدり、ॊೈな発を生かすことで、イノϕー
シϣンをग़します。

ଟ༷ͳਓ׆͕ࡐ༂Ͱ͖Δ੍のॆ࣮

　ঁ性ワーキンググループから得られた社һのҙ見をもと
に、ঁ 性活༂につながる制度を新たに設けました。

・在宅ۈ制度の拡 （ॆհޢ・ҭࣇ中の社һの在宅ۈの上
（拡大等ݶ

発の実ܒ・Ջ制度の新設ٳྍ࣏՝へのରԠ（不߁݈・
（用要件拡大等のٳ積立年・ࢪ

・生理ٳՋの取得՝のվળ（エフٳՋへの໊শ変・ߋ用
要件の拡大・理ղ促進ڭҭの実ࢪ）

　また、従業һがग़産・ҭࣇといったライフイϕントと
事とを྆立することができるようग़産・ҭࣇに関するॾ制
度を๏定Ҏ上にॆ実するとともにe-ラーニングなどで制度
が利用しやすい環境整උにも力を入れています。2023年
度は、உ性従業һがҭٳを取得することができる෩をৢ
成すく、ҭࣇと事の྆立ࢧԉڭҭや、事ऀのの
հを実ࢪし、உ性ҭٳ制度取得率は65�5ˋとなりました。
͓、事の྆立に関する取り組みҭてとࢠ よͼ、不ྍ࣏
をࢧԉする取り組みが૯合的にධ価され、「くるみΜプラ
ス」ೝ定を受けています。

ঁੑの׆༂ਪਐ

　ঁ性社һが自のライフイϕントとキϟリアを྆立で
きるよう、下هの実現を目標に取り組Μでいます。

ᶃ ҆定的、期的にಇきଓけることができる
ᶄ 高いパフォーマンスを発شすることができる
ᶅ 高い৬Ґを目指すことができる

　2024年3݄のঁ性理社һは3�໊となり、ঁ性
理৬比率は3��4%になりました。また、2020年4݄にࡦ
定した行動計画では、૯合৬に͓けるঁ性のׂ合が少な
いという՝にରして、「૯合৬࠾用に͓けるঁ性のׂ合
をຖ年20%Ҏ上とする」という目標を定めて取り組Μで
います。2023年度の新ଔ࠾用ではঁ性࠾用比率は26ˋ
でした。
　2023年度には、ঁ性活༂ワーキンググループを発足し、
国内のશ事業ॴでঁ性社һをରに࠲ஊ会を開࠵しまし
た。ঁ性社һのをもとに、制度のվ定・ܒ発活動の強
化など、ঁ性の活༂につながる༗効性の高いࡦࢪを実行
しています。また、ঁ性社һ同࢜がそれͧれのߟえํや
ҙ見を共༗し、相ஊできる関係の構築を促しています。

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
ଟ༷ੑのଚॏ

※ ࣥ行һをআく理社һをରとしています。
※ 住༑ϕークライト୯体の字です。
※ 理社һのࢿ格を༗したग़向ऀをؚみます。
※ 各年度3݄࣌点のσータになります。
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「くるみΜ」は次ੈҭ成ࢧԉରࡦ推
進๏にͮجき、一定のج४をຬたし
たا業が「ࢠҭてサポートا業」とし
て、ް 生࿑ಇ大ਉのೝ定を受けるこ
とができる制度です。

「くるみΜプラス」は2022年に新設さ
れた制度でくるみΜೝ定の要件をຬ
たすا業で、不ྍ࣏と事の྆立
に取り組むا業をೝ定する制度です。

D&�*ํ

1�「μイバーシティ・エクイティ�インクルージϣン
（%E�I）の推進」を住༑ϕークライトグループの経営
に͓ける՝の一つとして取り組む。

2�ঁ性の活༂推進をୈ一าとして、ଟ༷な人材の活༂
にࢹ点をஔいた取り組みを推進していく。

3�ଟ༷な人材の活༂を図るために、ワーク・ライフ・
バランスや、ライフイϕントとの྆立ࢧԉを中৺とし
たଟ༷なಇきํの実現を目指す。

͑ߟຊతͳج ɾํD&�*ํ

　2022年�݄に社グループとしてμイバーシティ・エ
クイティˍインクルージϣン（%E�I）の推進に取り組
むことをએݴし、%E�Iํにͮجき、ଟ༷な人材がݸ
性や力を発شし、一人ͻとりの状گにԠ͡たެਖ਼な機
会が提供され、相互の理ղとଚ重のもとで生き生きと活
༂できる会社の実現に向けて取り組Μで͓ります。
　ঁ性の活༂推進をୈ一าとして、հޢやোがいなどで
ब業に制がある従業һや、จ化的എܠがҟなる֎国
人、-(#52のํなど、ଟ༷な人材が活༂できる会社に
していきます。
　%EˍI推進により、ଟ༷なࢹ点を࣋つ人材が、ҟなる
ҙ見を࣋ちدり、ॊೈな発を生かすことで、イノϕー
シϣンをग़します。

ଟ༷ͳਓ׆͕ࡐ༂Ͱ͖Δ੍のॆ࣮

　ঁ性ワーキンググループから得られた社һのҙ見をもと
に、ঁ 性活༂につながる制度を新たに設けました。

・在宅ۈ制度の拡 （ॆհޢ・ҭࣇ中の社һの在宅ۈの上
（拡大等ݶ

発の実ܒ・Ջ制度の新設ٳྍ࣏՝へのରԠ（不߁݈・
（用要件拡大等のٳ積立年・ࢪ

・生理ٳՋの取得՝のվળ（エフٳՋへの໊শ変・ߋ用
要件の拡大・理ղ促進ڭҭの実ࢪ）

　また、従業һがग़産・ҭࣇといったライフイϕントと
事とを྆立することができるようग़産・ҭࣇに関するॾ制
度を๏定Ҏ上にॆ実するとともにe-ラーニングなどで制度
が利用しやすい環境整උにも力を入れています。2023年
度は、உ性従業һがҭٳを取得することができる෩をৢ
成すく、ҭࣇと事の྆立ࢧԉڭҭや、事ऀのの
հを実ࢪし、உ性ҭٳ制度取得率は65�5ˋとなりました。
͓、事の྆立に関する取り組みҭてとࢠ よͼ、不ྍ࣏
をࢧԉする取り組みが૯合的にධ価され、「くるみΜプラ
ス」ೝ定を受けています。

ঁੑの׆༂ਪਐ

　ঁ性社һが自のライフイϕントとキϟリアを྆立で
きるよう、下هの実現を目標に取り組Μでいます。

ᶃ ҆定的、期的にಇきଓけることができる
ᶄ 高いパフォーマンスを発شすることができる
ᶅ 高い৬Ґを目指すことができる

　2024年3݄のঁ性理社һは3�໊となり、ঁ性
理৬比率は3��4%になりました。また、2020年4݄にࡦ
定した行動計画では、૯合৬に͓けるঁ性のׂ合が少な
いという՝にରして、「૯合৬࠾用に͓けるঁ性のׂ合
をຖ年20%Ҏ上とする」という目標を定めて取り組Μで
います。2023年度の新ଔ࠾用ではঁ性࠾用比率は26ˋ
でした。
　2023年度には、ঁ性活༂ワーキンググループを発足し、
国内のશ事業ॴでঁ性社һをରに࠲ஊ会を開࠵しまし
た。ঁ性社һのをもとに、制度のվ定・ܒ発活動の強
化など、ঁ性の活༂につながる༗効性の高いࡦࢪを実行
しています。また、ঁ性社һ同࢜がそれͧれのߟえํや
ҙ見を共༗し、相ஊできる関係の構築を促しています。

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
ଟ༷ੑのଚॏ

※ ࣥ行һをআく理社һをରとしています。
※ 住༑ϕークライト୯体の字です。
※ 理社һのࢿ格を༗したग़向ऀをؚみます。
※ 各年度3݄࣌点のσータになります。
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ઓऀを͑ࢌΔ෩のৢ

　2021年度には理社һ、2023年度には一ൠ社һをରに、人事制度をվ定しました。
　実績にԠ͡たॲ۰とすることや「ධ価のフィードバック」を通して、社һ一人ͻとりがより
成を目指ͤる環境ͮくりを進めています。また、業績ධ価に「チϟϨンジ度」のج४を設ける
ことでより高い目標に向かってઓした社һがたとえࣦഊしたとしてもධ価されるしくみに
しています。
　また、ऀڀݚのઓを促す取り組みとして、新規ڀݚテーマをग़するためのプログラϜ

「S#inno」を2016年からຖ年実ࢪして͓り、ॳ年度にメンバーとしてબれた社һのテーマ
が#.IプロジェクトチーϜとして2024年度から事業化を目指して活動を進める事ྫもग़て
きました。
　環境・社会価値のを目指して、ઓऀをࢌえる෩のৢ成に取り組Μでまいります。

ै業һのεΩϧΞοϓを͢ࢦਓࡐҭのऔΓΈ

　従業һ一人ͻとりの成こそが、事業の࣋ଓ的成のݯઘになるというߟえから、人材ҭ成
を経営上重要な取り組みであるとଊえています。社グループの経営理೦とパーパスを理ղ
し、ٻめる人物૾を明֬にし自らߟえ行動する従業һをҭ成するためのڭҭに積ۃ的に取り
組Μでいます。

200�年度からスタートしている社内ڭҭ機関「S#スクール」（Sumitomo #aLelite SDhool）
では、人材ҭ成にかかΘるڭҭݚमやしくみを体ܥ化し、社グループの࣋ଓ的成にඞ要な
ଟくのことをֶͼ、体ݧする場を提
供しています。
　また、एख社һがւ֎での業経
を積むためにւ֎トϨーニー制ݧ
度を設けて、グローバルに活༂する
社һのҭ成を進めています。

ಇ͖͍͢৬環ͭ͘ڥΓ

　「社は、社һ一人ͻとりが҆৺して、৺ともに݈߁でいきいきとಇきがいをもって活༂
できる৬場ͮくりが、ا業ビジϣンを実現し、そして会社の࣋ଓ的な成につながるものとߟ
えています。そのためにも、社һの݈߁ҡ࣋・૿ 進へ積ۃ的なࢧԉを行います。」という住༑
ϕークライトグループ݈߁એݴにͮجいて、従業һの݈ࢧ߁ԉを行っています。社の取り組
みは૯合的にධ価され、݈ 経営༏ྑ๏人2024（大規߁݈」、経営༏ྑ๏人ೝ定制度に͓いて߁
๏人部）」にೝ定されました。

　また、社һ一人ͻとりがよりྑいコミュニケー
シϣンを取れる৬場ͮくりを目指して、2024年2݄
にೌ࡚工場に新食ಊ౩をオープンしました。新食ಊ
は「従業һのエンήージメント・コミュニケーシϣ
ン向上による事業活動の活性化」をコンセプトに部
をԣஅしたメンバーからなるチーϜでҙ見を࣋
ちدり、設計を行いました。社内֎のํが利用でき
るコミュニケーシϣンエリアの設ஔ、݈ にྀし߁
たメニューの導入、ଟ༷なํが利用しやすいバリア
フリートイϨやエϨϕーターの設ஔなど、%EˍI 推
進をҙࣝしたࢪ設となっています。

ا業や中খا経営を実ફしている大߁経営༏ྑ๏人ೝ定制度とは、特に༏ྑな݈߁݈
業等の๏人を「見える化」することで、従業һやٻ৬ऀ、関係ا業やۚ༥機関などから
ධ価を受けることができる環境を整උすることを目的に、2016年度に経ࡁ産業লに
より設された制度です。

ೌ࡚工場の新食ಊ౩にあるコミュニケー
シϣンエリア

価値のΞΫηϧʗਓతࢿຊʢਓࡐの׆༂ʣܦӦ
ࣗੑの強化ʗ৫力の্

4#εΫʔϧͱਓࡐҭ

　社グループは、前中期経営計画の取り組みをܧଓ、さ
らに進化さͤ、「2030年ありたい࢟」の実現に向けて、શ社
ԣஅで経営の重要՝である%9を推進していきます。
　重要テーマである「σータドリブン経営をࢧえるシステ
Ϝج൫の強化」「先進的インフォマティクス技術によるݚ
開発力アップ」「スマートファクトリー化による人生産・ڀ
性向上」「σジタル技術を活用した業変革」を実現するた
めには、શ従業һがσジタルを前提にߟえるマインドを࣋
つこと、そしてσジタルリテラシーを向上さͤることがඞ
要であり、それがσータ・σジタル技術を活用して変革を
。えますߟこす組৫෩のৢ成につながるとى
　また%9推進をՃさͤるためには、σジタルを活用し
てا業ڝ૪力向上にݙߩするσジタル推進人材をҭ成して
いくことが重要となります。σジタル推進人材のҭ成に͓
いては、事業・業変革の実現にඞ要となる人材૾を定め、
スキル・ࣝ向上のためのڭҭのみならず、実ફの場をス
キル向上のྐとし、成果を上げていくことにつなげていき
ます。
　શ従業һがσジタルにਫ਼通することで%9推進のと
なり、σジタル推進人材が組৫શ体のσジタル化を通͡て
生産性向上とイノϕーシϣンをリードし、ともに࣋ଓ的成
果を生みग़し、%9 推進がޙࠓの社グループの発లのた
めの一つのखஈとなることを目指します。

変化に強く、持続可能な
データドリブン基盤を構築する

　֎部環境や事業環境の変化がܹしい中、ا業ڝ૪力を向
上さͤるためには、ਝなҙܾࢥ定を行うことが重要とな
ります。そのためには、શ社でタイϜリーにσータを活用
できるσータドリブンج൫の整උがඞ要です。
　社グループでは、人によるσータू計、Ճ工やฤूに
頼ることなく、これらを自動化し、現場から経営まで、୭も
が、「一貫性のあるσータ」を、「ඞ要なタイミング」で、「΄
しいσータཻ度」で、「見える化、ੳに活用」できることを
目指します。またそれを実現するためには、σータを生み
ग़す業プロセスの標४化とશ体最適化もඞ要です。
　ありたい࢟として、グローバルをࢹに入れながら、ま
ずは国内をରに、未来に向けて、変化に強く、࣋ଓ可な
σータドリブン経営のج൫整උを進めていきます。

σジタルリテラシー向上・σジタル推進人材ҭ成

σータドリブンج൫

モノͮくりのスマートファクトリー化

先進的インフォマティクス
技術によるڀݚ・開発

σータ・σジタル技術を
活用した業変革

未来に向けて価値創造を
加速するDX戦略

ՁのΞΫηϧ
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ઌਐతΠϯフォϚςΟΫεٕज़ʹΑΔ
ɾ։ൃ力をΞοϓ͢Δڀݚ

Ϟϊͮ͘ΓのεϚートフΝΫトリー化の
͞ΒͳΔਐ化を͢ࢦ

શै業һ͕σδλϧٕज़を׆༻ͨ͠
業変革を加͢Δ

　人とσータとの協を通͡た社会՝ղܾ力、素材
力の向上を目指して、σータۦ動型のڀݚ・開発をશ社で
推進しています。
ॴでのʑのσータを積し、適ਖ਼に理するためڀݚ　
の「ڀݚ・開発σータج൫」のӡ用を開࢝し、さらに積し
たσータを最大ݶに生かす「材料開発ࢧԉのためのウェブ
アプリケーシϣン」の利用を開࢝しました。
　また、インフォマティクス技術の技術革新が進む中、こ
れまでҎ上に発లし、成果をग़できるように「自的に
最適件を୳ࡧするシステϜ」の開発を進めていきます。
　これらにՃえて、「プロセスをରとしたインフォマティ
クス技術」や、「シミュϨーシϣンを活用した材料開発技術」
などの導入と社内実ફを進め、ڀݚ・開発力のさらなるアッ
プにつなげていきます。

　モノͮくりでは、人に頼らない生産システϜのさらなる
進化を目指し、導入を進めている国内5事業ॴ、ւ֎5拠点
の件設定自動化、オートパイロット制ޚの進化͓よͼロ
ボティクス活用を実現さͤていきます。
　生産ラインでは、品൪͝との件設定自動化、生産件
ใ（Թ度、ѹ力、流量、ৼ動など）を各छセンサーを用いて
σジタルσータ化し、そのσータを連ଓ的にऩू、積し、
自動ࢹ、オートパイロット制ޚ、見える化への活用を実現
しています。また、ロボティクス技術を積ۃ的に活用し、ԣ
業の自動化をຊ格Քಇ࡞ちҠ動などՃ価値を生まない࣋
していきます。製業では、少ࢠ化による࠾用人の減少、
ख़࿅࡞業ऀのୀ৬による技のଛࣦなどが、先ૹりできな
い՝となって͓り、また気ީ変動による自વࡂの発生
などをは͡め、不ଌの事ଶへのඋえもඞ要であり、ւ֎拠点
をཏした生産ใの一ݩ化などによる、ੈ ք規のモノ
ͮくり体制で社会活動をࢧえていきたいとߟえています。
会社化した欧米生産拠点にࢠは、.�Aなどによりޙࠓ　
も順次ల開していく४උஈ֊であり、ҟなるจ化や価値؍
へのྀをれず、適切にݕ౼導入していきます。

　生成AIにදされるように、σジタル技術の進化のさ
がࠓまでの༧を上回る中、ࠓඞ要なσジタル技術を見ۃ
め、活用していくことが、ا業ڝ૪力向上のݤとなるとも
。です࣌えるݴ
　そうした࣌の流れにれることなく、社グループの
強みを高めていくためには、શ従業һのσジタルスキルを
向上さͤ、σータ・σジタルを活用する組৫෩のৢ成	શ
社力向上)がඞ要です。社グループでは、従来のI5で業
をվળする、効率化することにとどまることなく、σー
タ・σジタル技術をって、従業һが自ら業変革を推進
できるよう、3PA、AI-OC3、ノーコードπール、#Iなどを
活用した自化	I5部に頼ることなく自ら開発)を推進
しています。各自がσジタルにڵຯを࣋ち、σジタルに強
くなることで、自のಇきํվ革にもつながる業の%9
を推進していきます。

価値のΞΫηϧʗD9 それͧれのઐとさまざまな見を༗する住༑ϕーク
ライトの3໊の社֎取కに、新中期経営計画を౿まえた

「未来にເを提供する会社」というビジϣンの実現に向け
た、ޙࠓの期や՝などについてインタビューをしま
した。

1��1年 4݄
2000年 4݄ 

2000年10݄
200�年 6݄ 

2011年 6݄

2015年 6݄
2016年 6݄

入行（会社みず΄ۜ行ࣜג現） 行ۜ࢜会社ࣜג
࢜証݊ࣜג会社（現みず΄証݊ࣜג会社）
ઐࣥ行һ
みず΄証݊ࣜג会社ৗࣥ行һ
ຊਫ਼工ࣜג会社
取కදࣥ行ઐ
ຊਫ਼工ࣜג会社特ผ顧
/S,ワーナーࣜג会社ৗࠪۈ
大同メタル工業ࣜג会社ࠪ（現）
社ࠪ
社取క（現）

1���年10݄
1��0年 �݄
1��2年10݄
1���年 6݄
200�年 4݄
2016年 6݄
201�年 6݄
2021年 6݄

1���年 4݄
2006年 6݄
2013年 6݄
2014年 6݄
2015年 6݄
2016年 6݄
201�年 4݄
2024年 6݄

等দ・੨ࠪ๏人（現༗ݶࠪ๏人トーマπ）入ॴ
ެೝ会計࢜ෟࣲ会計事ॴ入ॴ
ެೝ会計ొ࢜
ެೝ会計࢜Ӭౡ会計事ॴ開設 ද（現）
ࠪ๏人ϕリタスද社һ
ブルドックソースࣜג会社 取క（ࠪ等ҕһ）（現）
社ࠪ
社取క（現）

会社σンソー入社ࣜג
会社σンソーৗһࣜג
会社σンソーઐ取కࣜג
会社σンソー取క・ઐһࣜג
会社σンソーઐһࣜג
会社σンソー取క・ઐһࣜג
会社σンソーද取క෭社ࣜג
社取క（現）

৽͍͠ՁΛ࣮͠ݱɺ
ະདྷʹເͱྗ׆Λͭͳ͙

দ ా  ༤
社֎取క

Ӭౡ  ዳࢠ
社֎取క

ए ྛ  ೭
社֎取క

দా ༤

Ӭౡ ዳࢠ

एྛ ೭

事業Λܧଓ͢Δج൫
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ए ɿྛ住༑ϕークライトは、自社のྺ࢙を大切にしながらも、新
たなํ向にもਅ໘目にઓしている会社というイメージを࣋っ
ています。現在の住༑ϕークライトは、さまざまな領域に進ग़し
て͓り、それͧれのでの成とその組み合Θͤによるさらな
る可性のがりをָしみにしています。ࢲはその成の͓ख
いをしていきたいとࢥっています。

एྛऔకɺ2024年�݄ʹ৽ͨʹ
ࣾ֎औకʹब͞Ε·͕ͨ͠ɺॅ
༑ϕʔΫϥΠτのܦӦʹؔ༩͢Δʹ
ͨͬͯの๊ෛظΛ͓ฉ͔ͤ͘
͍ͩ͞ɻ

2�

࠷ըのܭӦܦظの͓ೋਓɺલத࠶
ऴ年度ʹ͓͍ͯɺࣾ ֎औకͱͯ͠Ͳ
のΑ͏ͳ͍ࢥͰܦӦʹؔ༩͞Ε͍ͯ·
͔ͨ͠ɻલதܦظӦܭըのධՁͳͲΛ
౿·͓͑ͯฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ

22
৽தܦظӦܭըʹ͍ͭͯɺͦ のํ
༰ʹ対͢ΔظؚΊͯɺͳײ
Λ͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ

23

দ ɿాաڈの中期経営計画では目標が未達となることもありま
したので、より現実的に୯年度の目標の着実な積み上げを図る
こと、売上をٻするだけでなく事業利益率にこだΘることなど
のߟえํを共༗いたしました。住༑ϕークライトಠ自の経営指
標であるS#-3OICなどの導入も実現された݁果、前中期経営計
画は上ํमਖ਼されるなど、着実にマーケットの信頼を得ることが
できたとࢥいます。このؒに࣌価૯ֹが大෯に૿Ճしたことは、
その証ࠨとݴえるのではないでしΐうか。
Ӭౡɿ前中期経営計画の最ऴ年度である2023年度の事業利益
は、աڈ最高の2�5ԯԁを達成しています。事業によってଟ少の
ࠩはありますが、原料価格上ঢにରԠする製品価格վ定をタイ
Ϝリーに行い、成領域への積ۃ的なࢿを実ࢪするなど、計
画にԊって着実に経営を進めた݁果だとධ価しています。高機
プラスチック事業については、́ かの事業に比て事業利益
率やS#-3OICが低くなっていますが、ޙࠓは熱硬化性樹脂のパ
イオニアとしてഓってきた技術力を生かして、ऩ益性の高い
にポートフォリオを変革していくことを期しています。

Ӭౡɿ新中期経営計画は、経営の重要՝を明֬に۠した上
で、それにԊって۩体的なઓུを立てて͓り、非ৗにΘかりやす
くなっているとࢥいます。目標値はएׯอक的とも感͡ますが、
不ࢉ࠾部の整理や高Ճ価値へのసなど、大きな変革
を実行しながらの目標達成は؆୯なことではないでしΐう。ޙࠓ
の中期経営計画についても༧ࢉと実績の理・ੳを行い、かつ
֎部のステークϗルμーにެදすることは重要だとߟえます。
দ ɿా新中期経営計画のࡦ定に際して、まず「2030年ありたい
えるアプローチが導入されました。そߟからバックキϟストで「࢟
こに、ࢲなりのࢥいと、ا業価値向上へのキーワード、非ࡒࢿ

ຊへの積ۃ的な取り組みとその開ࣔをアドバイスさͤていただ
いたとこΖ、見事に住༑ϕークライトらしくΘかりやすいද現で
まとめられました。Ճえて、新中期経営計画は売上ऩ益ではな
く、事業利益を大きな目標として取り上げたこともධ価される
きです。
ए ɿྛまず事業利益をج४にਾえた経営が明֬化されているこ
とは、Θかりやすくてྑいとࢥいます。取り組みの領域は半導体関
連材料、高機プラスチック、クオリティオブライフ関連製品とバ
ランスが取れて͓り、それͧれの領域のキーとなる製品や技術に
͓いて、S%(sや環境をしっかりとҙࣝしている点はޙࠓの強みに
なるでしΐう。各領域の取り組みが進むにつれて、住༑ϕークライ
トにはオϐニオンリーμーとしてのׂも期されるとࢥいます。
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দ ɿా会社を取り巻くॾ՝は各事業のऀがʑの業ࣥ
行のஈ֊でѲして͓り、経営会ٞをは͡めとする社内の会ٞ
体を通͡て、その点やଘ在を共༗しているでしΐう。その中
でも、「そういえ、あの件はࠓどうなっているのか」というٙ
がଘ在するはずです。このࣥ行部ୂに͓ける「あの件」こそが、場
合によっては社֎һともٞされるきテーマになり得るた
め、少なくとも社֎һがग़੮する社֎һ会や取క会のٞ
બ定プロセスでは、社֎取కのදऀが事前にٞの相ஊ
や調整をするアジェンμセッティングの場があってもྑいかとߟ

客のຊの目的はԿかを理ղして行動できていたかということで
す。住༑ϕークライトの各領域で、ৗに最ऴ顧客の目的やࠔり͝と
はԿかを೦಄に、目標達成に協力していきたいとࢥいます。

ए ɿྛ「͓客༷との価値」をするには、͓ 客さまのਅの目的を
理ղできているඞ要があります。Ծઆを࣋って͓客さまにアプ
ローチし、その実現可性をݕ証していく࢟が重要です。住༑
ϕークライトのさまざまな領域でこうした取り組みが進め、͓
客さまからは「住༑ϕークライトに相ஊすると実現できる」と
΄っていただけるようになりますし、そういう会社を目指してݴ
しいとࢥいます。
দ ɿా「未来にເを提供する会社」の実現には、組৫をえたビ
ジϣンの共༗とマーケットへのプロセスの開ࣔがඞ要です。社֎
取కは、その͓खいをさͤていただく調ຯ料になれれと
くなく、ਏくもなく、そして͓客さまがຬ足され。えていますߟ
るຯけを、社֎取క一同で実現できれこれҎ上のتͼは
ありまͤΜ。
Ӭౡɿ住༑ϕークライトは、「事業を通͡て社会の進ӡٴͼ民生
の向上にݙߩすること」を、経営理೦としてܝげています。୯に事
業を拡大し目標を達成するだけでなく、新しい技術の開発や顧
客のニーζにدりఴう࢟を推進していくことが、住༑ϕークラ
イトのビジϣンを達成する力になるのではないでしΐうか。未来
を୲うएऀたちに、住༑ϕークライトをັ力的だと感͡てもらえ
るようなࡦࢪの実行を社֎取కとしてޙԡししていきたいと
。えていますߟ

えます。
Ӭౡɿ社֎取కは、社内の取కに比て、事案のഎܠやٞ
のաఔに関するใが格ஈに不足しています。そのため、事前に
ेなઆ明を受け、ٙ 点があれ積ۃ的に࣭しղ明するよ
うめています。また、住༑ϕークライトでは、ক来のܾٞ事߲と
なる事案をݕ౼事߲として事前に共༗する΄か、ܾ ٞされた案
件のフォローアップも行っています。これらの取り組みをさらに
ॆ実さͤていくことで、取క会の実効性向上につながっていく
とࢥいます。

Ӭౡɿ目標達成には、設උࢿや.�Aが不可ܽであり、ࢲはこ
れらの取క会での৹ٞに際しては、そのܾ定がক来会社のࡒ
ॾදにどのような影響を与えるかを೦಄にஔいてධ価してい
ます。また、新中期経営計画の着実な実行を足ݩでࢧえるのは、
グループશ体の内部౷制であるとߟえます。取క会でグルー
プ各社の内部౷制上のऑ点をࣔࠦする事案があった場合には、
そのഎܠにある原Ҽをੳし、グループશ体の内部౷制のվળ
につながるよう、積ۃ的に発ݴしていきたいとࢥいます。
দ ɿా事業のܧଓ性の୲อとさらなるا業価値向上のためには、
マーケットの中でも、特に機関ࢿ家やݸ人ࢿ家とのରが
ܽかͤまͤΜ。また、非ࡒࢿຊの強化に向けて、経営の重要՝
のࡦࢪを一つずつ実現し、そのプロセスを適ٓマーケットに
フィードバックする取り組みも大切です。ࢲからはこうしたରや
開ࣔのख๏について、アドバイスができれとߟえています。
ए ɿྛࢲの前৬は自動車部品サプライϠーでしたが、在৬中は自
動車メーカーのํʑにຬ足していただくことを最༏先でߟえてい
ました。しかし、ࠓলもؚめて重要だとࢥっているのは、最ऴ顧
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͢ɻͦ の࣮ݱʹඞཁͳ͜ͱɺ͝ ࣗ
͕ॅ༑ϕʔΫϥΠτͱͱʹୡͨ͠
͍ເ͕͋Ε͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ
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দ ɿా会社を取り巻くॾ՝は各事業のऀがʑの業ࣥ
行のஈ֊でѲして͓り、経営会ٞをは͡めとする社内の会ٞ
体を通͡て、その点やଘ在を共༗しているでしΐう。その中
でも、「そういえ、あの件はࠓどうなっているのか」というٙ
がଘ在するはずです。このࣥ行部ୂに͓ける「あの件」こそが、場
合によっては社֎һともٞされるきテーマになり得るた
め、少なくとも社֎һがग़੮する社֎һ会や取క会のٞ
બ定プロセスでは、社֎取కのදऀが事前にٞの相ஊ
や調整をするアジェンμセッティングの場があってもྑいかとߟ

客のຊの目的はԿかを理ղして行動できていたかということで
す。住༑ϕークライトの各領域で、ৗに最ऴ顧客の目的やࠔり͝と
はԿかを೦಄に、目標達成に協力していきたいとࢥいます。

ए ɿྛ「͓客༷との価値」をするには、͓ 客さまのਅの目的を
理ղできているඞ要があります。Ծઆを࣋って͓客さまにアプ
ローチし、その実現可性をݕ証していく࢟が重要です。住༑
ϕークライトのさまざまな領域でこうした取り組みが進め、͓
客さまからは「住༑ϕークライトに相ஊすると実現できる」と
΄っていただけるようになりますし、そういう会社を目指してݴ
しいとࢥいます。
দ ɿా「未来にເを提供する会社」の実現には、組৫をえたビ
ジϣンの共༗とマーケットへのプロセスの開ࣔがඞ要です。社֎
取కは、その͓खいをさͤていただく調ຯ料になれれと
くなく、ਏくもなく、そして͓客さまがຬ足され。えていますߟ
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の向上にݙߩすること」を、経営理೦としてܝげています。୯に事
業を拡大し目標を達成するだけでなく、新しい技術の開発や顧
客のニーζにدりఴう࢟を推進していくことが、住༑ϕークラ
イトのビジϣンを達成する力になるのではないでしΐうか。未来
を୲うएऀたちに、住༑ϕークライトをັ力的だと感͡てもらえ
るようなࡦࢪの実行を社֎取కとしてޙԡししていきたいと
。えていますߟ

えます。
Ӭౡɿ社֎取కは、社内の取కに比て、事案のഎܠやٞ
のաఔに関するใが格ஈに不足しています。そのため、事前に
ेなઆ明を受け、ٙ 点があれ積ۃ的に࣭しղ明するよ
うめています。また、住༑ϕークライトでは、ক来のܾٞ事߲と
なる事案をݕ౼事߲として事前に共༗する΄か、ܾ ٞされた案
件のフォローアップも行っています。これらの取り組みをさらに
ॆ実さͤていくことで、取క会の実効性向上につながっていく
とࢥいます。

Ӭౡɿ目標達成には、設උࢿや.�Aが不可ܽであり、ࢲはこ
れらの取క会での৹ٞに際しては、そのܾ定がক来会社のࡒ
ॾදにどのような影響を与えるかを೦಄にஔいてධ価してい
ます。また、新中期経営計画の着実な実行を足ݩでࢧえるのは、
グループશ体の内部౷制であるとߟえます。取క会でグルー
プ各社の内部౷制上のऑ点をࣔࠦする事案があった場合には、
そのഎܠにある原Ҽをੳし、グループશ体の内部౷制のվળ
につながるよう、積ۃ的に発ݴしていきたいとࢥいます。
দ ɿా事業のܧଓ性の୲อとさらなるا業価値向上のためには、
マーケットの中でも、特に機関ࢿ家やݸ人ࢿ家とのରが
ܽかͤまͤΜ。また、非ࡒࢿຊの強化に向けて、経営の重要՝
のࡦࢪを一つずつ実現し、そのプロセスを適ٓマーケットに
フィードバックする取り組みも大切です。ࢲからはこうしたରや
開ࣔのख๏について、アドバイスができれとߟえています。
ए ɿྛࢲの前৬は自動車部品サプライϠーでしたが、在৬中は自
動車メーカーのํʑにຬ足していただくことを最༏先でߟえてい
ました。しかし、ࠓলもؚめて重要だとࢥっているのは、最ऴ顧
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Ӧମ੍ܦ

　社は、ࠪ設ஔ会社であり、2024年6݄25現在、
取క� （໊うちಠ立社֎取క3໊）、ࠪ4 （໊うちಠ
立社֎ࠪ2໊）をબしています。取క会のٞは、
ද取క社がめています。
　ྫ݄の取క会では、重要な業のܾ定とともに、݄ 次
の業績のใࠂと各取కから重要な業についての進
などがใࠂされ、ٞ はेなٞが行Θれるようྀし、
ࠪからのҙ見やใࠂをௌ取しています。

औకձ
　ࠪ会は、ৗࠪۈ2໊͓よͼ非ৗۈのಠ立性を༗する
社֎ࠪ2໊で構成されて͓り、ࡒ・会計・๏に関する
ࣝをؚむ適切な経ݧ・力を༗するऀからなるଟ༷な構成を
ҡ࣋し、ެ ਖ਼不ภで効率的なࠪ活動を実ࢪしていくํです。
　ࠪ会は、݈ શで࣋ଓ的な成と中期的なا業価値の
ग़を実現し、社会的信頼にԠえることができるྑ࣭なا業
౷࣏体制の֬立にࢿするため、環境の変化にॊೈにରԠし、ެ
ਖ਼不ภで透明性のあるࠪを実ࢪすることをجຊํとして
います。その上で、実効性向上のためにຖ年度ࠪ活動をৼり
ฦり、その実効性のධ価・ݕ証をશࠪでٞしています。

ࠪձ
　社は、ࣥ 行һ制度を導入し、取క会でબするࣥ
行һは業ࣥ行のऀとして、取క会でܾ定された
ํにͮجいて社の指ش・命ྩのもとで業をࣥ行して
͓り、2024年6݄25現在、ࣥ 行һ1� （໊取క݉ऀ6໊
をؚむ）をબしています。
　ຖ݄1回取క、ࣥ 行һ͓よͼࠪで構成するһ
連བྷ会を開࠵し、取క会でܾ定されたํや重要事߲が
पされるとともに、業績のใ͓ࠂよͼ各ࣥ行һからの
業のࣥ行状گのใࠂがなされ、重要事߲のϨビュー͓よͼ
ใの共༗が行Θれています。

һ੍度ɾһ࿈བྷձߦࣥ

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίーポϨートɾΨόφϯε
Ӧମ੍ܦ

　社グループは、プラスチックの可
性をげることで、࣋ଓ可な社会
を実現する」とパーパスを定め、顧客
をは͡めとしたさまざまなステーク
ϗルμーの価値のにݙߩしたい
とߟえています。そのためには、社会
から信頼され、社会にඞ要とされるこ
とが重要であり、コンプライアンスの
పఈをは͡め社会・環境への適合性の
高い経営、経営を取り巻くリスクへの
ରॲが効率的かつ効果的に行Θれる
体制の構築を進めています。
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　な͓、取కのݸ人ผのใुなどのֹをܾ定するにたっては、指 ・໊ใुҕһ会にରし、取
క会ܾٞにより、そのܾ定をҕしています。
　ࠪのใुは、جຊใ （ुֹ݄ใु）であり、その૯ֹ͓よͼݸผࢧ給ֹは、גओ૯会でܾ
ٞされたใुֹのݶ度のൣғ内で、ࠪの協ٞによりܾ定されます。

社は、取క会の実効性ධ価をຖ年度実ࢪすることとして͓り、取క会の構成һで
あるすての取క・ࠪにରするアンケートにͮجく自ݾධ価・ҙ見ू、そのੳ݁
果にͮجく各会ٞ体でのٞ・ҙ見ަ、これらを౿まえた取క会でのධ価݁果の૯ ・ׅ
՝設定、そして՝のվળに向けた取り組みの実ࢪというプロセスを通͡て、P%CAの
サイクルを回すことで取క会の実効性を向上さͤることとしています。

　社では、「جຊํ（経営理೦）」にͮجき、会社の業が適ਖ਼に行Θれることを֬อす
るための体制を整උしています。さらに、取క会で定めた「内部౷制システϜ構築のجຊ
ํ」にͮجき、定期的に体制の見しを行うとともに、内部౷制のさらなるॆ実に向けた
さまざまな活動に取り組Μでいます。 
、きͮجに「ຊ規ఔجに係る内部౷制ࠂใࡒ」、にかかΘる内部౷制についてはࠂใࡒ　
よͼੋ͓ࠂධ価、ใ、ࢪの信頼性を֬อするための体制をॆ実さͤ、内部౷制の実ࠂใࡒ
ਖ਼などの適切なӡ営を行うとともに、会社ใの適࣌適切な開ࣔを行っています。さらに

「連݁ࢠ会社の内部౷制に係るแׅ的指」により、ࢠ会社に͓ける内部౷制構築͓よͼ౷
制活動の࣋ଓ的なӡ営を図るため、ࢠ会社が取り組むき事߲を明֬にしています。

　社の社֎取క3໊͓よͼ社֎ࠪ2໊はいずれも、取క会のܾٞにより定めた
「取క・ࠪのಠ立性ج४」にͮجきಠ立性を༗しているとஅしています。また各ࢯ

は、ࣜג会社౦ژ証݊取引ॴが定めるಠ立һとしてಧग़を行っています。
　また社では、社֎取క、社֎ࠪ、૯ຊ部・経理ا画ຊ部౷取క、૯ຊ部
୲ࣥ行һ、ৗࠪۈ、૯ຊ部͓よͼ経理ا画ຊ部から構成する社֎һ会をຖ݄
開࠵しています。社֎һ会では、ܾ 各セグメントの୲һからの事業、ࠂのใگ֓ࢉ
հ、取క会のٞに関する事前આ明などを行って͓り、社֎取క͓よͼ社֎ࠪ
とのؒで、事業ઓུや経営՝に関するใのަ͓よͼೝࣝの共༗を図っています。

ࣾ֎औకɾࣾ ֎ࠪ

　社は、取కの指 ・໊ใु等に係る取క会の機のಠ立性・客؍性とઆ明を強化
するため、ಠ立社֎取కがա半をめる指 ・໊ใुҕһ会をҙに設ஔしています。 
　同ҕһ会は、取కの指໊に関しては、取కのબ͓よͼղ、ද取కのબ定͓よ
ͼղ৬ならͼにද取క社のऀܧޙ計画について৹ٞを行い、その৹ٞ݁果を౿まえ
て取క会にରしてਃを行うこととしています。また、取కのใुに関しては、取క
会のܾٞにͮجくҕを受けて、取కのใु等（制度・ํ をؚむ）に関する事߲につい
てܾ定を行うこととしています。

　取కのใुは、社グループのا業価値の࣋ଓ的な向上を図るインセンティブとして機
するよう、業績やגओ価値と連動した体ܥを構築することとして͓り、۩体的には、ҐにԠ
͡たݻ定ใुとして「ֹ݄ใु」、事業の年度計画の達成へのҙཉを高めるための期インセン
ティブとして「与」、͓ よͼגओとの価値共༗を促進するための中期インセンティブとして

݄、により構成されています。ただし、社֎取కのใुは「ใुࣜג」 ֹใुのみとなってい
ます。社の取క（社֎取కをআく）のݸ人ผのใुなどの૯ֹにରする各ใुのׂ合は、
社のا業価値の࣋ଓ的な向上を図るインセンティブとして機するよう、Ґや৬などに
Ԡ͡て適切に定めることとしています。 

औకձの࣮ޮੑʹ͍ͭͯのੳɾධՁ

෦౷੍

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίーポϨートɾΨόφϯε
Ӧମ੍ܦ

ࢦ ɾ໊ใुҕһձ

һใु
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໊ࢯ
会社に͓ける

Ґ

 ・ࣝ経ݧ・力など

業経営ا グローバル
営業・
マーケ

ティング

製・
生産技術 開発ڀݚ

サステナ
ビリティ・

ES(

%9・
ใ

システϜ
・会計ࡒ

౻原　一 ද取క社
社  ࣥ 行  һ ˔ ˔ ˔

Ҵ֞　ণ  ද 取 క 
෭社ࣥ行һ ˔ ˔ ˔

খྛ　 取 క 
ઐ  ࣥ 行  һ ˔ ˔ ˔

　ܓհ 取 క 
ઐ  ࣥ 行  һ ˔ ˔ ˔

᭣࣏৳一　取 క 
ઐ  ࣥ 行  һ ˔ ˔ ˔

ฏҪ　ढ़ 取 క 
ৗ  ࣥ 行  һ ˔ ˔ ˔

দా　༤ 社 ֎ 取 క  ˔ ˔ ˔

Ӭౡዳࢠ 社 ֎ 取 క  ˔ ˔ ˔

एྛ　೭ 社 ֎ 取 క  ˔ ˔ ˔

※ຊදは、社の取క会がඞ要とする ・ࣝ経ݧ・力などのすてをදすものではありまͤΜ。また、各取కの ・ࣝ経ݧ・
力などは、ओなものに˔ҹをけています。

（2024年6݄25現在）

໊ࢯ 会社に͓ける
Ґ

 ・ࣝ経ݧ・力など
・業経営ا
組৫ӡ営 ・会計ࡒ ๏・

コンプライアンス
内部౷制・
リスク理 グローバル

࡚　ٛ一 ৗ ۈ  ࠪ  ˔ ˔ ˔

੨　উ重 ৗ ۈ  ࠪ  ˔ ˔ ˔

　؛ࢁ 社 ֎  ࠪ  ˔ ˔ ˔

ख　యࢠ 社 ֎  ࠪ  ˔ ˔ ˔

※ຊදは、社のࠪ会がඞ要とする ・ࣝ経ݧ・力などのすてをදすものではありまͤΜ。また、各ࠪの ・ࣝ経ݧ・
力などは、ओなものに˔ҹをけています。

औక͓Αͼࠪ औక͓ΑͼࠪのεΩϧɾϚτϦοΫε

ද取క社

社ࣥ行һ

ɹҰݪ౻

取క

ઐࣥ行һ

খྛɹ

ৗࠪۈ

࡚ɹٛҰ

社֎ࠪ

ɹ؛ࢁ

ද取క

෭社ࣥ行һ

Ҵ֞ɹণ

取క

ઐࣥ行һ

ɹܓհ

取క

ઐࣥ行һ

᭣࣏ɹ৳Ұ

取క

ৗࣥ行һ

ฏҪɹढ़

社֎取క

দాɹ༤

社֎取క

Ӭౡɹዳࢠ

社֎取క

एྛɹ೭

ৗࠪۈ

੨ɹউॏ

社֎ࠪ

खɹయࢠ

෭社ࣥ行һ

ே۾ɹ७ढ़

ৗࣥ行һ

ɹெాࢦ

ླɹਅɹ

ࣥ行һ

ాதɹް

தɹٱ༤

ۚɹහल

ࢁɹೡٱ

ԭɹതඒ

ଜɹ࢙ߒ

େٱอɹ໌ࢠ

ɹ݈

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίーポϨートɾΨόφϯε
һհʢ2024�݄2�ࡏݱʣ

リεΫ リεΫの༰͓Αͼࡏݦ化ͨ͠߹のӨڹ ର応ɾ機会
ɾύϯσミοΫނࣄɾࡂ

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ 、രൃɾՐࡂɾ࿙Ӯ、風水、ύϯσミοΫ˔ ରԠ ˔#$1のࡦఆɾରࡦのଥੑのຖ1$#、ূݕのݟしおΑͼ܇࿅のܧଓ࣮ࢪ
˔దਖ਼ݿࡏの֬อ、ੜ࢈ମ੍のೋॏԽ、༧උの૿ڧにΑる࢈ݮରԠや࣋ଓੑ֬อのたΊのରࡦの࣮ࢪ
「̝രൃɾՐࡂ」のݪҼղ໌ɾରཱࡦҊɾάϧープのରࡦల։、ҟৗ༧ஹཧγスςϜをւ֎ۀࣄॴにల։

Өڹ ˔ۙྡॅຽɾै ɾΨスɾؾి、ઃɾઃඋのଛյࢪ、һのਓతඃۀ
水ಓɾ௨৴ػのఀࢭにΑるڅڙのࢧো、αプライνΣーϯ
ɹஅにΑる׆ۀࣄ動のܧଓのࢧো
˔ଟֹのଛഛঈのٻなど

ձػ ˔#$1ରԠのॆ࣮ԽにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

ֶϦスΫ

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ ۚࢿԽにΑる༌ग़ೖऔҾやڧのࡦશอো҆ࡁܦɾҬのࠃ֤˔
ɹܾࡁのఀࢭ、ઓ૪ɾฆ૪のൃੜ

ରԠ ˔ઐՈやؔؔػ͔Βの情ใऩू、ւ֎ڌのػةཧϚχϡΞϧのඋ、࣮ޮੑのڧԽ
˔ӨڹをܰݮɾۃখԽするたΊ、༌ग़ೖ੍نやࡋ੍ࡁܦなどの情ใऩू、ϚϧνϑΝϒԽやϚϧνιースԽ

Өڹ ˔情変ԽにରԠで͖ない場߹、ࣄܐേやߦേやຽࣄૌু、
ɹ৴༻ࣦ
Җ、ྲྀɾௐୡɾイϯϑラのڴにରする࢈ࢿһのਓ໋ɾۀै˔
ɹੇஅにΑるܧۀࣄଓのࢧো

情ใセΩϡϦςΟイϯγσϯト

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ ˔αイόーܸ߈にΑるॏཁなγスςϜの࡞ޡ動やఀࢭ、อ༗する
ɹີػ情ใのྲྀग़

ରԠ ˔৫ԣஅత「35*4$�&#*.46」ؔػのઃஔ、༗ࣄにܦӦをؚΊたରԠや֎෦ؔػとの࿈ܞを͏ߦ
ɹମ੍のߏங
˔੬ऑੑରԠపఈ、ରࡦಋೖにΑるϦスΫݕ、֎෦ؔػにΑるセΩϡϦςΟධՁ、αイόーܸ߈
ɹのৗࢹ࣌のରࡦ
をਪਐ্Խとҙࣝڧするなど、༧ࢪతに࣮ظҭをఆڭһをରに情ใセΩϡϦςΟۀ֎のશһɾैࠃ˔
˔セΩϡϦςΟਓڧࡐԽࡦとして「情ใॲཧ҆શ֬อࢧԉ࢜」のऔಘଅਐ、ڌ֎ࠃのセΩϡϦςΟਓࡐ
ɹஔɾҭ

Өڹ ˔৴༻ࣦ、׆ۀࣄ動のࠞཚやఀ、औҾઌのิঈのඅ༻ൃੜ ձػ ˔情ใセΩϡϦςΟཧମ੍のඋɾӡ༻のҡ࣋վળにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

ࡦରݮෛՙڥ
ൃੜظ࣌ தظ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ Խ、カーϘϯプラڧの੍ن変動ʢԹࣨޮՌΨスഉग़ީؾ˔
ɹイγϯάなどʣ

ରԠ 動のଅਐ׆Ӧトοプをとするԣ۲৫におけるܦ、͛ܝを「ビジϣϯ����ʢωοトθϩʣڥ̝」
ըࢀۃքプϩジΣΫトのੵۀ࢈プϩάラϜやܞ࿈ֶ࢈、にඞཁなイϊϕーγϣϯٕज़の։ൃݮෛՙڥ˔
˔4%(Tݙߩのച্ऩӹൺඪୡのऔりみ
˔5$'%λスΫνーϜにΑるࣾओཁۀࣄにͭいてのγφϦオੳ

Өڹ ˔ରࡦのԆにΑるࢢ場͔Βの౫ଡ ձػ ˔4%(Tݙߩのधཁ֦େ

˔๏ ɾྩ੍نのରԠ、ίϯプライΞϯスମ੍のඋɾӡ༻のҡ࣋վળにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

๏ྩおΑͼ੍نのରԠ
ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ 
Өڹ େ

༰ ༰にີにۀࣄੑԽֶメーカーで͋るࣾάϧープのػ˔
ɹ͔͔Θる๏ྩɾ੍نのେ͖な変Խ

˔ίϯプライΞϯスҕһձにΑるҧϦスΫのۃখԽ、し͘みͮ͘りのਪਐ、ҙࣝのܒ׆動のਪਐ
ԉ、෦ࠪ෦にΑるϞχλϦϯάࢧಋɾࢦ෦のۀࣄ、ࢪҭの࣮ڭผϦスΫओ෦にΑるし͘みͮ͘りやݸ˔
ݮཧにΑるϦスΫの࣋のରԠをΩϟονΞοプՄなཧγスςϜのӡ༻ɾҡ੍ن৽のԽֶ࣭࠷のࠃ֤˔
˔৬һだけでな͘、スςーΫϗϧμーも௨ใՄなίϯプライΞϯス௨ใ੍のӡ༻

Өڹ ˔๏ྩɾ੍نの変ߋにରする৽たなରࡦίストのൃੜ
˔๏ྩɾ੍نに৮した場߹のࣄܐേɾ՝ۚɾຽࣄૌুにΑる
ɹଟֹのଛࣦൃੜ、৴༻ࣦ

の࣭

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ 
Өڹ େ

༰ ˔େنなނࣄ
˔Պֶٕज़のਐาやࢢ٬ސ場や༻ํ๏の変ԽにΑる্ޙࢢに
ɹ٬ސ͔ΒٻΊΒれる࣭ཧ水४のߴԽ

ձػ

ཧ͔ΒɾൢചまでのҰ؏した࣭ཧܭしたϚχϡΞϧにैͬたઃڌ४に४جతな࣭ཧࡍࠃ˔
ɹମ੍のߏங
˔༗ऀ֨ࢿにΑる࣭ཧঢ়ଶのຖ࣮ূݕ、'.&"ɾ'5"を༻いたજࡏతϦスΫのચいग़しとݮ
ɹରԠの࣮ࢪ
Խ、ւ֎ओཁ工場のల։ڧしたਓత変動ཁૉഉআとトϨーαビϦςΟۦओཁ工場における"*�*P5ٕज़をࠃ˔
ূݕのޮՌੑࡦங、࣭にରするରԠɾରߏཧՄなγスςϜのݩॴでൃੜした࣭のҰۀࣄ֎શࠃ˔

Өڹ ˔ଛഛঈやϦίーϧでଟֹのඅ༻ෛ୲、৴༻ࣦにΑるܦӦ
ɹのѱӨڹ
˔࣭ཧ水४のߴԽにΑる༧ͤظ͵࣭のൃੜ

ରԠ

ରԠ

˔࣭ཧମ੍のҡ࣋վળにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

˔#$1ରԠのॆ࣮ԽにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

、Ձ֨変動څڙྉのࡐݪ

ൃੜظ࣌ ظ
ൃੜՄੑ ߴ
Өڹ த

༰ ఫୀۀࣄしにΑるݟϙートϑΥϦオۀࣄྉメーカーのࡐݪ˔
˔֤のฆ૪のֶཁҼ、ࣗવࡂにΑるڅڙ
˔ྲྀの����、๏ྩվਖ਼、੍نڥのڧԽにىҼする
ɹڅڙෆ҆
˔ԁ҆、ݪ༉ɾඇమۚଐなどの૬場に࿈動したՁ֨のߴಅ

ձػ

ձػ

˔ॏཁݪྉのௐୡઌのෳԽ、దਖ਼ݿࡏの֬อなどにΑるϦスΫݮの࣮ࢪ
˔ॏཁݪྉのࠃௐୡઌとの#$1ରࢪ࣮ࡦɾܭը࡞、ॏཁݪྉのԤถɾதࠃௐୡઌとのସや҆શݿࡏ
ɹの֬อにけたରԠ
˔৽ࡐݪنྉ࣌༺࠾に#$1ର֬ࡦೝ、ࢭې࣭をؚまない͜とをج४にઃఆし、ϦスΫݮを࣮ࢪ
˔ओཁࡐݪྉのՁ֨変動にରするϑΥーミϡラ੍ʢݪྉՁ֨変動をՁ֨にࣗ動өʣのద༻

Өڹ ˔ച্ݮগやऩӹੑのѱԽ、ۀࣄのܧଓのࢧো

ରԠ

˔%&�*ਪਐにΑる、ଟ༷なਓࡐの׆༂にΑるイϊϕーγϣϯग़
˔Ϛωジメϯトڭҭॆ࣮ɾ����ධՁを༻いたڭҭ֦େにΑる、ϚωジメϯトのϦーμーγοプڧԽ、ݸਓɾ
ɹ৫のύϑΥーϚϯス্
˔৽ଔʴΩϟϦΞのϋイϒϦου࠾༻ਪਐ
˔σーλαイΤϯス׆༻ɾ%9ਪਐؔ࿈ڭҭ૿࠲ߨઃ、σーλαイΤϯςΟストࣾೝఆ੍ಋೖ、֤छڭҭ
ɹを௨͡たσーλ׆༻ਓࡐഐग़
˔Τϯήージメϯトαーϕイのੳ݁Ռをもとにඞཁなࡦࢪをとり、ैۀһのΤϯήージメϯト্ɾύϑΥー
ɹϚϯス্

ਓతࢿຊϦスΫ

ൃੜظ࣌ தظ
ൃੜՄੑ ߴ
Өڹ த

༰ ˔গྸߴࢠԽにΑる࿑ಇྗਓޱのݮগにΑる、ඞཁなਓࡐの
ɹ֬อɾҡ࣋がで͖ない
˔ະདྷ༧ଌがࠔな࣌にଈしたॊೈな৫Ϛωジメϯトが
ɹで͖ない
˔%9ਪਐにඞཁなਓࡐが֬อで͖ない
˔Ωーύーιϯɾ༗なࣾһの৬స৬、ਓ࠾ࡐ༻にΑる
ɹॏཁۀのఀࢭɾఀɾԆ

ձػ

˔ॏཁݪྉのௐୡઌのෳԽ、దਖ਼ݿࡏの֬อなどにΑるϦスΫݮの࣮ࢪ
˔ॏཁݪྉのࠃௐୡઌとの#$1ରࢪ࣮ࡦɾܭը࡞、ॏཁݪྉのԤถɾதࠃௐୡઌとのସや҆શݿࡏ
ɹの֬อにけたରԠ
˔৽ࡐݪنྉ࣌༺࠾に#$1ର֬ࡦೝ、ࢭې࣭をؚまない͜とをج४にઃఆし、ϦスΫݮを࣮ࢪ
˔ओཁࡐݪྉのՁ֨変動にରするϑΥーミϡラ੍ʢݪྉՁ֨変動をՁ֨にࣗ動өʣのద༻

Өڹ ˔ച্ݮগやऩӹੑのѱԽ、ۀࣄのܧଓのࢧো

ରԠ

ओཁϦεΫの༰ͱࡏݦ化ͨ͠ࡍのӨڹɺ
ओཁϦεΫの対応ࡦ

　社グループのリスクマネジメント体制は62ϖージにه
。のと͓りですࡌ
　社グループは、次ϖージにࡌهのओ要リスクのબ定プロ
セスにͮجいて、事業に重要な影響をٴ΅す可性のあるओ
要リスクをӈ図のと͓りநग़するとともに、これらを機会と
ଊえ、ରԠを進めることでক来の価値につなげます。 
　2024年度に取り組むきओ要リスク	2023年度にબ定) 
は 、ᶃࡂ・事ނ・パンσミック、ᶄֶリスクᶅใセ
キュリティインシσント、ᶆ環境ෛՙ低減ରࡦ（気ީ変動ର
Ԡؚむ）、ᶇ๏ྩ͓よͼ規制へのରԠ、ᶈ製品の品࣭、ᶉ原材
料の供給、ᶊ人的ࢿຊリスクの�߲目です。

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίーポϨートɾΨόφϯε
リεΫϚωδϝϯト
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リεΫ リεΫの༰͓Αͼࡏݦ化ͨ͠߹のӨڹ ର応ɾ機会
ɾύϯσミοΫނࣄɾࡂ

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ 、രൃɾՐࡂɾ࿙Ӯ、風水、ύϯσミοΫ˔ ରԠ ˔#$1のࡦఆɾରࡦのଥੑのຖ1$#、ূݕのݟしおΑͼ܇࿅のܧଓ࣮ࢪ
˔దਖ਼ݿࡏの֬อ、ੜ࢈ମ੍のೋॏԽ、༧උの૿ڧにΑる࢈ݮରԠや࣋ଓੑ֬อのたΊのରࡦの࣮ࢪ
「̝രൃɾՐࡂ」のݪҼղ໌ɾରཱࡦҊɾάϧープのରࡦల։、ҟৗ༧ஹཧγスςϜをւ֎ۀࣄॴにల։

Өڹ ˔ۙྡॅຽɾै ɾΨスɾؾి、ઃɾઃඋのଛյࢪ、һのਓతඃۀ
水ಓɾ௨৴ػのఀࢭにΑるڅڙのࢧো、αプライνΣーϯ
ɹஅにΑる׆ۀࣄ動のܧଓのࢧো
˔ଟֹのଛഛঈのٻなど

ձػ ˔#$1ରԠのॆ࣮ԽにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

ֶϦスΫ

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ ۚࢿԽにΑる༌ग़ೖऔҾやڧのࡦશอো҆ࡁܦɾҬのࠃ֤˔
ɹܾࡁのఀࢭ、ઓ૪ɾฆ૪のൃੜ

ରԠ ˔ઐՈやؔؔػ͔Βの情ใऩू、ւ֎ڌのػةཧϚχϡΞϧのඋ、࣮ޮੑのڧԽ
˔ӨڹをܰݮɾۃখԽするたΊ、༌ग़ೖ੍نやࡋ੍ࡁܦなどの情ใऩू、ϚϧνϑΝϒԽやϚϧνιースԽ

Өڹ ˔情変ԽにରԠで͖ない場߹、ࣄܐേやߦേやຽࣄૌু、
ɹ৴༻ࣦ
Җ、ྲྀɾௐୡɾイϯϑラのڴにରする࢈ࢿһのਓ໋ɾۀै˔
ɹੇஅにΑるܧۀࣄଓのࢧো

情ใセΩϡϦςΟイϯγσϯト

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ ˔αイόーܸ߈にΑるॏཁなγスςϜの࡞ޡ動やఀࢭ、อ༗する
ɹີػ情ใのྲྀग़

ରԠ ˔৫ԣஅత「35*4$�&#*.46」ؔػのઃஔ、༗ࣄにܦӦをؚΊたରԠや֎෦ؔػとの࿈ܞを͏ߦ
ɹମ੍のߏங
˔੬ऑੑରԠపఈ、ରࡦಋೖにΑるϦスΫݕ、֎෦ؔػにΑるセΩϡϦςΟධՁ、αイόーܸ߈
ɹのৗࢹ࣌のରࡦ
をਪਐ্Խとҙࣝڧするなど、༧ࢪతに࣮ظҭをఆڭһをରに情ใセΩϡϦςΟۀ֎のશһɾैࠃ˔
˔セΩϡϦςΟਓڧࡐԽࡦとして「情ใॲཧ҆શ֬อࢧԉ࢜」のऔಘଅਐ、ڌ֎ࠃのセΩϡϦςΟਓࡐ
ɹஔɾҭ

Өڹ ˔৴༻ࣦ、׆ۀࣄ動のࠞཚやఀ、औҾઌのิঈのඅ༻ൃੜ ձػ ˔情ใセΩϡϦςΟཧମ੍のඋɾӡ༻のҡ࣋վળにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

ࡦରݮෛՙڥ
ൃੜظ࣌ தظ
ൃੜՄੑ த
Өڹ େ

༰ Խ、カーϘϯプラڧの੍ن変動ʢԹࣨޮՌΨスഉग़ީؾ˔
ɹイγϯάなどʣ

ରԠ 動のଅਐ׆Ӧトοプをとするԣ۲৫におけるܦ、͛ܝを「ビジϣϯ����ʢωοトθϩʣڥ̝」
ըࢀۃքプϩジΣΫトのੵۀ࢈プϩάラϜやܞ࿈ֶ࢈、にඞཁなイϊϕーγϣϯٕज़の։ൃݮෛՙڥ˔
˔4%(Tݙߩのച্ऩӹൺඪୡのऔりみ
˔5$'%λスΫνーϜにΑるࣾओཁۀࣄにͭいてのγφϦオੳ

Өڹ ˔ରࡦのԆにΑるࢢ場͔Βの౫ଡ ձػ ˔4%(Tݙߩのधཁ֦େ

˔๏ ɾྩ੍نのରԠ、ίϯプライΞϯスମ੍のඋɾӡ༻のҡ࣋վળにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

๏ྩおΑͼ੍نのରԠ
ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ 
Өڹ େ

༰ ༰にີにۀࣄੑԽֶメーカーで͋るࣾάϧープのػ˔
ɹ͔͔Θる๏ྩɾ੍نのେ͖な変Խ

˔ίϯプライΞϯスҕһձにΑるҧϦスΫのۃখԽ、し͘みͮ͘りのਪਐ、ҙࣝのܒ׆動のਪਐ
ԉ、෦ࠪ෦にΑるϞχλϦϯάࢧಋɾࢦ෦のۀࣄ、ࢪҭの࣮ڭผϦスΫओ෦にΑるし͘みͮ͘りやݸ˔
ݮཧにΑるϦスΫの࣋のରԠをΩϟονΞοプՄなཧγスςϜのӡ༻ɾҡ੍ن৽のԽֶ࣭࠷のࠃ֤˔
˔৬һだけでな͘、スςーΫϗϧμーも௨ใՄなίϯプライΞϯス௨ใ੍のӡ༻

Өڹ ˔๏ྩɾ੍نの変ߋにରする৽たなରࡦίストのൃੜ
˔๏ྩɾ੍نに৮した場߹のࣄܐേɾ՝ۚɾຽࣄૌুにΑる
ɹଟֹのଛࣦൃੜ、৴༻ࣦ

の࣭

ൃੜظ࣌ ෆఆ
ൃੜՄੑ 
Өڹ େ

༰ ˔େنなނࣄ
˔Պֶٕज़のਐาやࢢ٬ސ場や༻ํ๏の変ԽにΑる্ޙࢢに
ɹ٬ސ͔ΒٻΊΒれる࣭ཧ水४のߴԽ

ձػ

ཧ͔ΒɾൢചまでのҰ؏した࣭ཧܭしたϚχϡΞϧにैͬたઃڌ४に४جతな࣭ཧࡍࠃ˔
ɹମ੍のߏங
˔༗ऀ֨ࢿにΑる࣭ཧঢ়ଶのຖ࣮ূݕ、'.&"ɾ'5"を༻いたજࡏతϦスΫのચいग़しとݮ
ɹରԠの࣮ࢪ
Խ、ւ֎ओཁ工場のల։ڧしたਓత変動ཁૉഉআとトϨーαビϦςΟۦओཁ工場における"*�*P5ٕज़をࠃ˔
ূݕのޮՌੑࡦங、࣭にରするରԠɾରߏཧՄなγスςϜのݩॴでൃੜした࣭のҰۀࣄ֎શࠃ˔

Өڹ ˔ଛഛঈやϦίーϧでଟֹのඅ༻ෛ୲、৴༻ࣦにΑるܦӦ
ɹのѱӨڹ
˔࣭ཧ水४のߴԽにΑる༧ͤظ͵࣭のൃੜ

ରԠ

ରԠ

˔࣭ཧମ੍のҡ࣋վળにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

˔#$1ରԠのॆ࣮ԽにΑる٬ސとのऔҾ֦େɾऔҾܧଓ

、Ձ֨変動څڙྉのࡐݪ

ൃੜظ࣌ ظ
ൃੜՄੑ ߴ
Өڹ த

༰ ఫୀۀࣄしにΑるݟϙートϑΥϦオۀࣄྉメーカーのࡐݪ˔
˔֤のฆ૪のֶཁҼ、ࣗવࡂにΑるڅڙ
˔ྲྀの����、๏ྩվਖ਼、੍نڥのڧԽにىҼする
ɹڅڙෆ҆
˔ԁ҆、ݪ༉ɾඇమۚଐなどの૬場に࿈動したՁ֨のߴಅ

ձػ

ձػ

˔ॏཁݪྉのௐୡઌのෳԽ、దਖ਼ݿࡏの֬อなどにΑるϦスΫݮの࣮ࢪ
˔ॏཁݪྉのࠃௐୡઌとの#$1ରࢪ࣮ࡦɾܭը࡞、ॏཁݪྉのԤถɾதࠃௐୡઌとのସや҆શݿࡏ
ɹの֬อにけたରԠ
˔৽ࡐݪنྉ࣌༺࠾に#$1ର֬ࡦೝ、ࢭې࣭をؚまない͜とをج४にઃఆし、ϦスΫݮを࣮ࢪ
˔ओཁࡐݪྉのՁ֨変動にରするϑΥーミϡラ੍ʢݪྉՁ֨変動をՁ֨にࣗ動өʣのద༻

Өڹ ˔ച্ݮগやऩӹੑのѱԽ、ۀࣄのܧଓのࢧো

ରԠ

˔%&�*ਪਐにΑる、ଟ༷なਓࡐの׆༂にΑるイϊϕーγϣϯग़
˔Ϛωジメϯトڭҭॆ࣮ɾ����ධՁを༻いたڭҭ֦େにΑる、ϚωジメϯトのϦーμーγοプڧԽ、ݸਓɾ
ɹ৫のύϑΥーϚϯス্
˔৽ଔʴΩϟϦΞのϋイϒϦου࠾༻ਪਐ
˔σーλαイΤϯス׆༻ɾ%9ਪਐؔ࿈ڭҭ૿࠲ߨઃ、σーλαイΤϯςΟストࣾೝఆ੍ಋೖ、֤छڭҭ
ɹを௨͡たσーλ׆༻ਓࡐഐग़
˔Τϯήージメϯトαーϕイのੳ݁Ռをもとにඞཁなࡦࢪをとり、ैۀһのΤϯήージメϯト্ɾύϑΥー
ɹϚϯス্

ਓతࢿຊϦスΫ

ൃੜظ࣌ தظ
ൃੜՄੑ ߴ
Өڹ த

༰ ˔গྸߴࢠԽにΑる࿑ಇྗਓޱのݮগにΑる、ඞཁなਓࡐの
ɹ֬อɾҡ࣋がで͖ない
˔ະདྷ༧ଌがࠔな࣌にଈしたॊೈな৫Ϛωジメϯトが
ɹで͖ない
˔%9ਪਐにඞཁなਓࡐが֬อで͖ない
˔Ωーύーιϯɾ༗なࣾһの৬స৬、ਓ࠾ࡐ༻にΑる
ɹॏཁۀのఀࢭɾఀɾԆ

ձػ

˔ॏཁݪྉのௐୡઌのෳԽ、దਖ਼ݿࡏの֬อなどにΑるϦスΫݮの࣮ࢪ
˔ॏཁݪྉのࠃௐୡઌとの#$1ରࢪ࣮ࡦɾܭը࡞、ॏཁݪྉのԤถɾதࠃௐୡઌとのସや҆શݿࡏ
ɹの֬อにけたରԠ
˔৽ࡐݪنྉ࣌༺࠾に#$1ର֬ࡦೝ、ࢭې࣭をؚまない͜とをج४にઃఆし、ϦスΫݮを࣮ࢪ
˔ओཁࡐݪྉのՁ֨変動にରするϑΥーミϡラ੍ʢݪྉՁ֨変動をՁ֨にࣗ動өʣのద༻

Өڹ ˔ച্ݮগやऩӹੑのѱԽ、ۀࣄのܧଓのࢧো

ରԠ

ओཁϦεΫの༰ͱࡏݦ化ͨ͠ࡍのӨڹɺ
ओཁϦεΫの対応ࡦ

　社グループのリスクマネジメント体制は62ϖージにه
。のと͓りですࡌ
　社グループは、次ϖージにࡌهのओ要リスクのબ定プロ
セスにͮجいて、事業に重要な影響をٴ΅す可性のあるओ
要リスクをӈ図のと͓りநग़するとともに、これらを機会と
ଊえ、ରԠを進めることでক来の価値につなげます。 
　2024年度に取り組むきओ要リスク	2023年度にબ定) 
は 、ᶃࡂ・事ނ・パンσミック、ᶄֶリスクᶅใセ
キュリティインシσント、ᶆ環境ෛՙ低減ରࡦ（気ީ変動ର
Ԡؚむ）、ᶇ๏ྩ͓よͼ規制へのରԠ、ᶈ製品の品࣭、ᶉ原材
料の供給、ᶊ人的ࢿຊリスクの�߲目です。

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίーポϨートɾΨόφϯε
リεΫϚωδϝϯト
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ϦεΫのநग़ 対応ܭըのਪਐɾߦ

サステナビリティ推進委員会

リスクマネジメント委員会

情報セキュリティ対策委員会（SUMIBE-CSIRT）

情報セキュリティ事故緊急時対策本部長

平時

有事

情報セキュリティ対策委員会（SUMIBE-CSIRT）
（＝情報セキュリティ事故緊急時対策本部事務局）

委員長:総務本部統轄役員
副委員長:総務本部担当役員、総務本部長、IT推進本部長

ใࠂ ಜ

ใηΩϡリςΟ事ނରࡦମ੍

ओཁϦεΫのબఆɾঝೝϑϩʔ

˔リスクマネジメントҕһ会は、各事業部・ݸผリスクओ部の
  ౷һから「ओ要リスクநग़࣭ථ」の回をऩू
˔社からのώアリングの実ࢪ

ϦεΫϚοϓの࡞
˔リスクマネジメントҕһ会にて、発生可性と影響度をもとにࢉग़
  したリスク指が高いものをओ要リスクީิとしてڍげる

˔ঝೝされたओ要リスクの
  ରԠ計画の推進・行

બఆ݁Ռのঝೝɾใࠂ
˔サステナビリティ推進ҕ
  һ会は、બ定されたओ要
  リスクにରするରԠ計画
  をঝೝ
˔サステナビリティ推進ҕ
  һ会により、ঝೝされた
  内༰を取క会にใࠂ

બఆ݁Ռのঝೝɾใࠂ
˔リスクマネジメントҕһ
  会にて、ओ要リスクのબ
  定・ঝೝ
˔ओ要リスクにରする次年
  度のରԠ計画へのөを
  実ࢪ

ओཁϦεΫͱ֤ͯͨ͛͠ڍϦεΫ߲のϦεΫϚοϓ্のҐஔ
ൃੜՄੑ

˔๏ྩ͓よͼ規
  制へのରԠ
˔製品の品࣭

˔原材料の供給、
  価格変動
˔人的ࢿຊリスク

パンσミック・ނ事・ࡂ˔
˔ֶリスク
˔ใセキュリティインシσント
˔環境ෛՙ低減ରࡦ（気ީ変動ର
  Ԡをؚむ）

த ߴ

େ

த

খ

影
響
度

ঝೝ�指ࣔ

औకձ

αεςφϏϦςΟਪਐҕһձ

ϦεΫϚωδϝϯτҕһձ
ʢࣾɾ事業౷һɾݸผϦεΫओ෦のʣ

ओ要リスクのબ定　ରԠࡦのଥ性֬ೝ

ผϦεΫओ෦ݸ
ʢ૯ɾਓ事ɾܦཧاըɾੜٕ࢈ज़ɾڀݚ։ ɾൃ*5ਪਐɾௐୡຊ෦ͳͲʣ

グループશ体のରԠࡦの立案・推進

֤事業෦ʢӦ業ɾɾڀݚ։ൃ෦ͳͲʣ
リスク理のためのରࡦの実行

ใࠂ

ಜ ใࠂ

指ࣔ

連携

指ࣔ

2023年度 
リスクマネジメントҕһ会
開࠵回ɿ3回

2023年度 
重大なセキュリティ
インシσント
発生件ɿ0件

2023年度 
ใセキュリティڭҭ 受ߨ率
100ˋ （受ऀߨ4�65໊）

2023年度 
ใセキュリティインシσント
ରԠ܇࿅実ࢪ回ɿ2回

ϦεΫϚωδϝϯτମ੍ 事業ܧଓܭըʢ#$1ʣ
　社グループでは、定されるࡂ・事ނのうち、「」「ര発・Րࡂ・࿙Ӯ」「෩ਫ」「パ
ンσミック」を重大事ଶとҐஔけ、事ଶ発生࣌の事業ܧଓ性֬อのため「事業ܧଓ計画

（#CP）」を࡞成し、ඞ要にԠ͡取引先と共༗しています。
　減産ରԠや࣋ଓ性֬อとして、製品・原材料の適ਖ਼在庫֬อ、生産体制ೋ重化、༧උ品の૿
強や復چ体制の制度化といったରࡦを実ࢪしています。また、調達先各社の協力を得て、サ
プライチェーン上流の#CP֬ೝとՃରԠࡦのݕ౼、社グループで生͡得るՐࡂ・ര発へ
の未વࢭରࡦとしてҟৗ༧兆理システϜの導入拡大などを進めています。
　な͓、社は、Պֶ技術の進าや気ީ変動の影響により、ࡂ・事ނの発生ස度や影響の大
きさ・ൣ ғは変化するとೝࣝして͓り、現在の#CPのଥ性を最新のใを౿まえてຖ年ݕ
証しています。ޙࠓも#CPの見し͓よͼ܇࿅を実ࢪしていきます。

ใηΩϡϦςΟ対ࡦ
　社では、ใセキュリティインシσント発生にඋえた組৫ԣஅ的機関である「S6.-
I#E-CSI35」を設ஔし、定ྫ会ٞなどを通したトϐックス共༗、事ނ発生を未વに͙ため
の༧ରࡦࡦ定、事ނ発生࣌のରԠख順の整උを行う一ํで、༗事の際には経営をؚめた
ରԠや֎部セキュリティ関係機関との連携を行う体制として͓ります。
　また、国内֎のһ・従業һの会社ࢧ給PC利用ऀશһをରにใセキュリティڭҭを
定期的に実ࢪするなど、༧強化とҙࣝ向上を推進しています。

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίーポϨートɾΨόφϯε
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ອըΩϟϥΫλー ʮ·Δ܅ʯ

※ 社グループの経営に重大な影響を与えるようなコンプライアンスҧ

2023年度 コンプライアンスҕһ会の開࠵回ɿ1回

2023年度 重大なコンプライアンスҧ※ɿ0回

2023年度 コンプライアンス強調݄ؒに͓ける
コンプライアンスڭҭ受ߨ率ɿ100 （̀受ऀߨ��40໊）

օから頼られる中ݎ社һとして大活༂の「まもる܅」。ا、ࠓࡢ業
の不事が大きなとなっている中、コンプライアンス・マス
ターとして社内のアドバイスをଓけている。

住༑ϕークライトグループྙ理規 （ൣ2022年に制定��か国ޠ൛
あり）の内༰に、4コマອ画をՃえて見やすいハンドブック形ࣜにし
たもの。2024年4݄にຊޠ൛発行、り�か国ޠ൛は2024年
10݄下०発行༧定。

͑ߟຊతͳج ɾํํ 

ίϯϓϥΠΞϯεମ੍

　社グループは、事業活動を進めるにたって、๏ྩ͓よ
ͼا業ྙ理を順कすることがۃめて重要であるとೝࣝし、
コンプライアンス重ࢹの経営を推進しています。
　社グループがޡりなく事業活動を行うための行動規
ൣである「ࢲたちの行動指」、社グループ各社のһ͓
よͼ従業һが業行にたって४拠すき๏ྩ͓よͼ
点での۩体的ྙ理規؍業ྙ理順कのا ・ൣ行動ج४として
の「住༑ϕークライトグループྙ理規ൣ」を定めています。

　コンプライアンスҧリスクのۃখ化、コンプライアン
スのためのしくみͮくりの推進、コンプライアンスҙࣝの
活動の推進を行うため、「コンプライアンスҕһ会」ܒ
を設ஔしています。コンプライアンスҕһ会では、経営に
重大な影響を与えるようなコンプライアンスҧ事ྫの
༗ແを֬ೝしています。

ίϯϓϥΠΞϯεڭҭ

　ຖ年10݄のコンプライアンス強調݄ؒの活動の一環と
して、社グループのすてのһ・従業һを受ߨରと
し、「ࢲたちの行動指」と「住༑ϕークライトグループྙ
理規ൣ」の内༰（ഊ行ҝのࢭې、カルテルࢭې、ࠩ ผ・ハ
ラスメントࢭېをؚむ）、内部通ใ制度の֓要などについ
て、e-ラーニングまたは৬場内ڭҭを実ࢪしています。
　さらに、社では、新入社һ向けのコンプライアンスڭ
ҭや、ݸผ（ݸ人ใ理、̓ શอো༌ग़理、下
๏等）のコンプライアンスڭҭも適ٓ実ࢪして͓ります。

ίϯϓϥΠΞϯεॏՕ

　社の各部では、コンプライアンスをそれͧれの
ৗ業に落とし込み、順कすき重点߲目をܾめ、「コン
プライアンス重点Օ」として制定しています。制定した
߲目は各部でҟなりますが、৬場内にࣔܝし定期的に
এさͤるなどして従業һへのपを図っています。国
内֎の関係会社についても、同༷の取り組みを行ってい
ます。

ອըΛͨͬίϯϓϥΠΞϯεڭҭ

　社では、ຖ݄発行する社内ใに「コンプライアンス・
マスターへのಓʂ」としたه事をͤࡌています。これは
4コマອ画をϕースにコンプライアンスについてΘかり
やすくղઆしたもので、これまでの連هࡌ事をまとめた
は従業һにし、コンࢠ。も2回発行していますࢠ
プライアンスܒ発に活用しています。

事業Λܧଓ͢Δج൫

ίϯϓϥΠΞϯε
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の「住༑ϕークライトグループྙ理規ൣ」を定めています。

　コンプライアンスҧリスクのۃখ化、コンプライアン
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やすくղઆしたもので、これまでの連هࡌ事をまとめた
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௨ใऀ

ࣾ֎ࠪ

ௐࠪνʔϜ

௨ใ ௐࠪਐใࠂ

௨ใ༰ใ1˞ࠂ

௨ใ༰ใࠂ ௐࠪਐใࠂ

ௐࠪࣔࢦ ௐࠪਐใࠂ

༗ڞ

ίϯϓϥΠΞϯεҕһձҕһ˞2�˞3

૯ຊ෦

௨ใ૭ޱ
ࣾɿࠪࣨ
ࣾ֎ɿห࢜ޢ

औకɺࣥ һ͕ߦ
ඃ௨ใऀͱͳΔ௨ใ事ҊのΈ

Ϟχλリϯά

Ϟχλリϯά

௨ใ༰ใ1˞ࠂ

ৗࠪۈ

※1　通ใऀを特定できるใはআڈしてใࠂ
※2　社
※3　ҕһがඃ通ใऀとなる場合には、　෭ҕһが
　　  行
※　 通ใ૭ޱ、コンプライアンスҕһ会ҕһ、
　　  ૯ຊ部、調ࠪチーϜの構成һに、調ࠪର
　　  となる事実関係に利を༗するऀがいる場合
　　  には、ใࠂ・ใ共༗のରからআ֎
※　 通ใऀにྃঝを得た上で調ࠪ進ใࠂを
　　  調ࠪチーϜから通ใऀに行う場合あり

ίϯϓϥΠΞϯε௨ใ੍ʹ͓͚Δର応フϩー

ഊࢭʹؔ͢ΔํɾऔりΈ  ɾࠪϞχλϦϯά

　社は、「住༑ϕークライトグループଃऩࢭポリ
シー」͓ よͼ「住༑ϕークライトグループଃऩجࢭ
ຊ規ఔ」に͓いて、ଃऩや利益供与の強要を一切༰ೝ
しない࢟をࣔすとともに、һ͓よͼ従業һの行動ج
४・順क事߲など定めています。また、関係会社のॴ在
国・域に͓けるଃऩࢭ関連๏ྩ、ॴ在国・域や
事業に͓けるଃऩリスクの度合いを౿まえて、ଃ
ऩࢭに関する取り組みを推進しています。
　また、「住༑ϕークライトグループྙ理規ൣ」では、ԣ
領、എ、マネーロンμリング、インサイμー取引など、ݸ
人や組৫の利得のために自ݾの৬上のݶݖやҐを
ཞ用するഊ行ҝをࢭېしています。グループ各社のब
業規ଇ等の社内ルールでも、これらのഊ行ҝをࢭېし
ています。

　ࠪࣨ、生産技術ຊ部などの内部ࠪを୲する部
ॺでは、「内部౷制システϜ構築のجຊํ」「内部ࠪ
規ఔ」「ࡒใࠂに係る内部౷制جຊ規ఔ」「モノͮくり
ࠪ規ఔ」などにͮجき、社͓よͼւ֎をؚむ関係会
社をରとして、実でのԟࠪ、オンライン（リモート）
ࠪ、ඃࠪ部での自ࠪ݁ݾ果の点ݕによるॻ໘
ࠪを適ٓ組み合Θͤて ・ࠪධ価を行っています。
　 ・ࠪධ価は、各部に͓ける業の適๏性͓よͼ各
छج४への適合性の؍点から行って͓り、発見され指ఠ
事߲としてڍげられた不උについては、֘部にରし
てॻ໘によるੋਖ਼ใࠂをٻめます。

ίϯϓϥΠΞϯε௨ใ੍度

　社は、コンプライアンスҧのૣ期発見・未વࢭ
を図るため、コンプライアンスҧまたはそのڪれを
った場合に、社内૭ޱ（ࠪࣨ）または社֎૭ޱ（ห
に通ใできる「コンプライアンス通ใ制度（内部通（࢜ޢ
ใ制度）」を導入しています。社グループのһ͓よͼ
従業һだけでなく、社グループのステークϗルμー

（ୀ৬ऀ、࠾用Ԡืऀ、取引先をؚむ）も通ใできます。
通ใにより通ใऀが不利益をඃらないよう、プライバ
シーは厳重にอޢされます。
　また、社グループ共通の「コンプライアンス通ใ制
度」とはผに、ॴ在国・域の๏ྩ上の要ٻや会社の規
などをྀߟした上で、ಠ自の内部通ใ制度を設ஔして
いる関係会社もあります。

事業をܧଓ͢Δج൫ʗίϯϓϥΠΞϯε

2023年度 ֬ೝされたଃऩ・ഊ行ҝの件ɿ0件

2023年度 ࠪࣨによる内部ࠪ
実ࢪରɿ国内26組৫�ւ֎�組৫

2023年度 内部通ใ制度への通ใ件ɿ1�件※

※ コンプライアンス通ใ制度（グループ共通制度）への通ใɿ�件
　 関係会社ಠ自の内部通ใ制度への通ใɿ�件

૪๏ॱकʹؔ͢ΔํɾऔりΈڝ

　社は、「住༑ϕークライトグループྙ理規ൣ」に͓い
て、ڝ૪๏（ಠࢭې๏）の取引規制の順कを定めるとと
もに、ڝ合先とのカルテル・ஊ合、ൢ 売ళ等にରするൢ࠶
売価格のҡ࣋の要ٻ（๏ྩでྫ֎的にڐ༰された場合
をআく）、༏ӽ的Ґをཞ用した取引先への不な要ٻ
等をࢭېしています。
　また、社では、ڝ૪๏順कプログラϜとして、価格৹
ٞҕһ会による৹ٞ、価格ܾ定・վ定、同業ऀ໘ஊ
によるٞをӡ用して͓ります。
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※2024年݄̐̍でී通ג̍ࣜגにつき̎גのׂ合でࣜגׂを行って͓ります。これにい、̍ ؼたり会社ॴ༗ऀג
ଐ͓࣋よͼجຊ的̍גたり期利益は、201�年度の期टに֘ࣜגׂが行ΘれたとԾ定し、ࢉ定して͓ります。
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※「事業利益」は、「売上ऩ益」から「売上原価」と「ൢ売අٴͼ一ൠ理අ」を߇আしてࢉग़して͓ります。
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※2024年݄̐̍でී通ג̍ࣜגにつき̎גのׂ合でࣜגׂを行って͓ります。これにい、̍ ؼたり会社ॴ༗ऀג
ଐ͓࣋よͼجຊ的̍גたり期利益は、201�年度の期टに֘ࣜגׂが行ΘれたとԾ定し、ࢉ定して͓ります。
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※「事業利益」は、「売上ऩ益」から「売上原価」と「ൢ売අٴͼ一ൠ理අ」を߇আしてࢉग़して͓ります。
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※ 売上ऩ益比率は、S%(sݙߩ製品・ݙߩ技術の売上ऩ益×売上ऩ益（国際会計ج४ϕースによりࢉ定しています。

※ 化ֶ物࣭ഉग़量のࢉ定ํ๏について見しを行い、2013年度Ҏ߱のٴमਖ਼を行っています。
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住༑ϕークライトグループは、ຊをؚめ16の国・域で事業ల開しています。各製拠点は下の図のと͓りです。

˔େגओ（20243݄31現在）

ओ໊ג （גઍ）ג࣋ ̀）比率ג࣋ ）

住༑化ֶࣜג会社 10,509 22.57

ຊマスタートラスト信ୗۜ行ࣜג会社（信ୗޱ） 6,281 13.49

（ޱ信ୗ）会社ຊカストσィۜ行ࣜג

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505001 

ݥ会社かΜΆ生命อࣜג

ޱҪ住༑信ୗୀ給ࡾ・会社ຊカストσィۜ行ࣜג

3,911

973

953

654

8.40

3,036 6.52

2.09

2.05

1.41

Ҫ住༑ۜ行ࡾ会社ࣜג 654 1.40

会社ࣜגݥอࡂҪ住༑ւ上Րࡾ 474 1.02

ʢʣג࣋ൺは、ൃ 。していますࢉܭআして߇をࣜגݾの૯͔Βࣗࣜגࡁߦ

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT

住༑生命อݥ相互会社 523 1.12

事業ڌ

　߸

ຊళॴ在

ද取క社

設　立

ຊࢿ （ۚ2024年3݄31現在）

ओ（2024年3݄31現在）ג

上場取引ॴ（2024年3݄31現在）

従業һ（2024年3݄31現在）

売上高・売上ऩ益（2023年度） 

住༑ϕークライトࣜג会社

౦ژ品۠౦品ೋஸ目5൪8߸

౻原 一

1932年（ত7年）1݄25

371ԯԁ

10,796໊

౦ژ証݊取引ॴプライϜࢢ場

1ɼ633 （໊୯体） / 7,953 （໊連݁）

998ԯԁ（୯体） / 2,873ԯԁ（連݁） 

7BVQFMM &VSPQF GNC)
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表紙のイラストは、静岡工場のビオトープ「憩い
の杜」をイメージして描いたものです。「憩いの
杜」では、季節ごとに表情を変える草花や樹木が
茂り、カワセミなどの水鳥も訪れ、静と動が共存
する、癒しの風景をお楽しみいただけます。
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